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			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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登場人物




浦うら木き 麻ま衣い子こ

片思いを拗らせた地味な銀行員だったが、とある切っ掛けから出会い系ＳＮＳで男性と出会う事に。セクシーな肉体を制服の内に秘めている。




辻つじ倉くら 俊しゅん一いち

ＳＮＳで麻衣子が出会った男性。女性の扱いに長け、大人の色気も感じさせる色男。




槙まき田た 悠ゆう輔すけ

麻衣子が片思いを抱く男。麻衣子と同じ銀行に勤めている。




塚つか原はら 美み樹き也や

麻衣子がよく通う喫茶店でアルバイトをする男性。どこか頼りないが、真面目な好青年。





			　プロローグ

			（……悠輔ゆうすけくん）

			　高校の卒業式を間近に控え、浦うら木き麻衣子まいこは美少年の写真を見つめながら物思いに耽っていた。

			　高校二年時のクラスメート、槙まき田た悠輔はスポーツ万能のうえに学力も優秀。女生徒らの憧れの的で、いつも取り巻きを引き連れて歩くほどモテモテだった。

			　麻衣子も例外ではなく、ひと目でハートを射貫かれ、生まれて初めて恋に落ちたのである。

			　王子様のような彼と、肩を並べて川沿いを歩く光景を何度夢見たことか。

			　告白したいという気持ちは隠せなかったが、内気でメガネをかけた地味な自分と釣り合いが取れるとは思えず、ただ遠くから見つめることしかできなかった。

			　同じクラスだったにもかかわらず、悠輔とは一度も会話を交わす機会を得られなかったのである。

			　修学旅行のときに隠し撮りした写真を眺めているだけで、胸がときめいた。

			（悠輔くん、東京の大学に進むんだ。私も……）

			　北関東の地方都市に住む麻衣子は厳しい両親のもとに育ち、異性に対しては子供の頃から奥手で臆病だった。

			　恋愛などもってのほか、キスどころか手を繋いだこともない。

			　根暗な自分を変えようと、卒業後は上京するつもりだったが、予想どおり、両親から猛反対を受けた。

			　それでも麻衣子の決心は変わらず、自らの意思で就職の進路希望を提出し、東京都下にある明星めいせい銀行Ｋ支店への入行が決定した。

			　根負けした親は、週末だけ実家に戻ることを条件に、ようやく上京を許してくれたのである。

			　悠輔と同様、来月には自分も東京で一人暮らしを始める。

			　もしかすると、どこかで彼との再会があるかもしれない。淡い期待を胸に秘めたところで、彼とのデートシーンを思い浮かべた。

			　次に会うときは、もう子供ではない。親の目の届かない場所で、大人の恋愛をするのだ。

			　悠輔にそっと抱きしめられ、情熱的なキスに身も心も蕩ける。

			　身体の芯が熱く火照り、自然と息が荒くなった。

			　下腹部がモヤモヤしだし、いてもたってもいられなくなる。

			「やだ……私ったら」

			　麻衣子は両手を股ぐらに差し入れてから太腿をギュッと狭め、はしたない情動を無理やり抑えこんだ。

			　生真面目だと思われているクラスメートがエッチな女の子だと知ったら、彼はいったいどんな顔をするのだろう。

			（……嫌われちゃうかな）

			　恋愛願望を募らせるとともに、身体も確実に大人の階段を昇っていたのだが、このときの麻衣子は自身の肉体の変化にまったく気づいていなかった。

			「あぁン……悠輔くん」

			　身を屈め、机に置かれた彼の写真にキスをする。

			　奥手の少女にとっては、妄想の中の恋愛だけでも十分満足なのだ。

			　うっとりした表情の麻衣子は、まさに恋する乙女の顔だった。

		

	

			第一章　女子行員の危険な冒険

			　　　　　１

			　明星銀行Ｋ支店に勤務してから、早くも七年の歳月が流れた。

			　人間の性格は一朝一夕にはどうにもならず、親しい友人もできなければ、異性との出会いの場に誘われることもない。

			　バラ色の東京生活は無残にも打ち砕かれ、鬱屈した日々を過ごしてきたが、唯一の心の支えは悠輔の存在で、同じ東京の空気を吸っていると考えただけで元気づけられた。

			　彼が大学卒業後に明星銀行に就職した事実を知ったのは三年前、支店にまわってきた行内誌の新入社員の紹介記事だった。

			　あのときの喜びは、いまだに忘れられない。

			　今年の春、悠輔がＫ支店に配属されたときは運命とすら感じ、再会の瞬間には甘い予感に胸のときめきを抑えられなかった。

			　ところが彼は麻衣子のことをまったく覚えておらず、初対面の人間に対する態度で接してきたのである。

			　そのときのショックは計り知れないものがあり、バックオフィスで出納業務に従事する女性行員と渉外係の男性行員とではもとより接点がない。

			　悠輔とは何の進展もないまま、あっという間に五ヶ月が過ぎてしまったのである。

			（彼のことをずっと想っていても、意味ないのかも）

			　小さな溜め息をついた麻衣子は一人、行内の二階にある女子更衣室で帰り支度を整えていた。

			　ロッカー脇にある小さな窓が半分ほど開いており、鍵をかけようと歩み寄ると、とんでもない光景が視界に入る。

			　なんと駐車場の隅に停められた車の中で、ひと組のカップルが抱き合っていたのだ。

			（う、嘘っ……こんな所で）

			　終業時間を過ぎ、ほとんどの行員らが帰途についたとはいえ、行内の駐車場でキスを交わすとはなんと大胆なのだろう。

			　男性の顔はちょうど車のルーフに遮られ、女性のほうも後頭部と背中しか見えない。

			（いったい……誰なのかしら？）

			　ネイビーブルーのセダンは初めて目にするもので、誰の車なのかわからない。

			　小首を傾げたところで女性が顔を寄せ、二人は明らかに唇を重ね合わせた。

			　胸をドキリとさせ、身体を密着させる二人から目が離せない。

			　胸の膨らみを揉みしだいていた手が女性のスカートをたくしあげ、むちっとした太腿のあいだに差し入れられる。

			　とたんに彼女は身悶え、肩を小さく震わせた。

			（あ、やっ）

			　男がズボンのチャックを下ろし、合わせ目から引っ張りだした肉塊を女に握らせた瞬間、女体の芯が熱く火照った。

			　遠目からとはいえ、勃起した男性器を目にするのは初めてのことだ。

			　隆々と反り勃つ肉根に、胸が妖しくざわついた。知らずしらずのうちに唇を舌でなぞりあげ、右手を乳房に這わせれば、突端の実が早くもしこり勃った。

			（あぁ……だめ。こんなところで）

			　麻衣子は二十六歳になっても異性との交際経験がなく、十代の頃からの固定観念を打ち砕けぬまま、棚ぼた式の恋愛を思い描くばかりだった。

			　この七年間、自分はいったい何をしていたのか。

			　誰もいない女子更衣室の窓から、他人の情事を覗き見しようとは……。

			　惨めな思いに苛まれるも、身体の火照りはますます高みを帯びる。

			　経験値はローティーンの少女と変わらなかったが、麻衣子の肉体はすでに大人の女性へと成長していた。

			　腰が勝手にくねりだし、無意識のうちに内股をこすり合わせてしまう。

			（あ、あ……だめよ）

			　もう一人の自分が囁くも、手の動きは止まらず、制服のスカートをたくしあげ、ショーツの上縁から右手を差し入れる。

			　自制心を働かせようにも、一度火のついた衝動は抑えられない。

			　肉の綴じ目は早くも淫蜜で潤い、指先を一往復させただけで粘った体液がにちゃっと卑猥な音を奏でた。

			　頂上の尖りを軽くあやせば、心地いい性電流が背筋を這いのぼり、全身の細胞がピンクに染められる。　

			「あ、やっ、やぁ」

			　麻衣子は二十歳を過ぎてから、日々のストレスを自慰行為というかたちで発散していた。

			　これまでは想像の中の世界でしか起きえなかった出来事が今、目の前で繰り広げられているのだ。

			　あろうことか、助手席の女は身を屈め、男の股間に顔を埋めた。

			（ま、まさか……）

			　紛れもなく、オーラルセックスをしているとしか思えなかった。

			　十代のときは嫌悪感しかなかったプレイを、あのカップルは平然とこなしている。

			　大きな衝撃を覚える一方、想像力が刺激され、心臓が張り裂けんばかりに高鳴った。

			　女の顔のスライドに合わせ、指の動きを速めていけば、快感の波が途切れることなく打ち寄せ、峻烈な快美に総身が粟立つ。

			（あ、あ……気持ちいい）

			　異様に昂奮しているのか、麻衣子は瞬時にして高みへと追いつめられた。

			（はあぁ、やっ……イキそう）

			　白い光が脳裏で明滅した瞬間、男が前屈みの体勢から女のヒップに手を回す。次の瞬間、麻衣子は心の中で大きな悲鳴をあげた。

			（あっ!?）

			　ツーブロックの髪形、口角を微かに上げる男性は紛れもなく悠輔だったのである。

			　そう言えば、彼は同僚に新車に買い換えたと言っていた。

			　なぜ、もっと早く気づかなかったのだろう。

			（あ、相手は……誰なの？）

			　ショーツから手を引き抜き、窓ガラスに顔を近づけて目を凝らす。

			　髪を掻きあげる独特の仕草には見覚えがあり、新卒採用された小こ島じま奈津美なつみに違いなかった。

			（嘘……嘘よ。あの子、まだ十九じゃない。入行して半年しか経ってない、あんな子供と……）

			　胸の奥がズキンと痛み、どす黒い感情が内から噴きだす。　

			　女性関係でトラブルを起こして左遷されたという、お局行員からの情報は耳にしていたが、まさか新入りの女性行員と淫らな関係を結んでいたとは……。

			　彼には星の王子様でいてほしいという願いは叶わず、厳しい現実を目の前に突きつけられたのだから、この世には神も仏もいないとしか思えない。

			　悠輔が何事か囁き、奈津美が顔のスライドを速める。ロングヘアがゆらゆらと揺れ、初恋の人の顔が恍惚に歪んだ。　　　

			（あぁ……夢なら覚めて）

			　淫らな行為に没頭する彼女は、すでに男を知っているとしか思えなかった。

			　半年前まで高校生だった少女が、今やオーラルセックスで男性に快楽を与えているのだ。

			　ぱっちりした目に丸顔、小さな鼻に桜桃にも似た唇。小動物をイメージさせる容貌は、同性の目から見ても魅力に満ち溢れていた。

			（く、悔しい）

			　唇を噛みしめれば、涙がはらはらとこぼれ落ちる。

			　なぜ、悠輔の寵愛を受ける相手が自分ではないのだろう。

			　激しい嫉妬に目が眩み、様々な感情が入り乱れた。この世から消えてなくなりたいと、本気で思った。

			　溢れでる涙を止められず、眼下の光景がぼんやり霞む。

			　麻衣子は窓際に佇んだまま、ただ身体を小刻みに震わせるばかりだった。

			　

			　　　　　２

			　九月十八日　金曜日。

			　今日は、口が裂けても人に言えない恥ずかしい行為をしてしまった。そして、地獄の底に叩き落とされたような経験までした。

			　悠輔くんが、新入りの行員とつき合っていたなんて……。

			　信じたくないけど、目の前で起こった出来事は夢じゃない。

			　あんな惨めな思いをするのは、もうたくさん。

			　今日の出来事は、私の迷いを吹っ切らせてくれた。

			　明日、私はこれまで考えていたことを実行に移すつもり。

			　怖いけど、今のままでは何も変わらない。新しく生まれ変わるために、勇気を出すのだ。

			　自分に自信が持てる日が来るまで、この日記を綴っていこうと思う。

			　翌日の午後、麻衣子は職場から十分ほど離れた場所にある喫茶店「Ｌ」で、お茶を飲んでいた。

			　住宅街の一角にある店は隠れ家的な存在で、唯一の安らぎの場でもあったが、この日ばかりは気持ちが落ち着かず、そわそわと落ち着きなく肩を揺する。

			　麻衣子はジャケットの内ポケットからスマホを取りだし、アカウントを取得したばかりの出会い系ＳＮＳを開いた。

			　自身の投稿した文章を読み返し、気まずげに目を伏せる。

			《本日の午後、東京でお会いできる人いますか？　大人の優しい男性、できれば結婚されている方がいいです。よろしくお願いします》

			　アカウント名はｍａｉ、プロフィール画像は鼻から下のバストアップを使用した。

			　わずか三時間のあいだにダイレクトメッセージが十三通も届き、心臓をドキドキさせながら目を通すなか、シュンという男性の文章が目を惹いた。

			《シュンと言います。年齢は四十三歳、都内にあるＩＴ企業で働いております。今日は妻と娘が朝から出かけており、時間を持て余しています。よろしかったら、お話だけでもしませんか？　連絡、お待ちしております》

			　彼のアカウントを調べると、顔写真があり、四十路を過ぎた中年男性とは思えぬ爽やかな印象を覚えた。

			　登録情報に記されていたプロフィールも嘘偽りなく、麻衣子はじっくり吟味したうえでシュンにメッセージを返したのだ。

			（でも……今なら、まだ引き返せるわ）

			　週末に実家へ帰る約束を破ったことは、今まで一度もなかった。

			　今日は体調の悪さを理由に帰郷せずにいた。親に嘘をついたのは初めてのことだ。

			　娘がこれから何をするのか知ったら、父や母はいったいどんな顔をするだろう。

			　壁時計を見上げれば、待ち合わせの時間まで二時間を切っている。

			（……どうしよう）

			　ためらいが押し寄せた瞬間、昨夜の光景が脳裏に甦った。

			　この先、冴えない自分にまともな異性との出会いがあるとは思えない。たとえあったにしても、果たして恋愛偏差値の低い自分が交際までたどり着けるのか。

			　三十路を過ぎた自分の姿を想像したとたん、言いようのない恐怖が襲いかかり、心の隅に残っていた不安は忘却の彼方に吹き飛んだ。

			　堅物という鎧を脱ぎ捨て、一日でも早く一人前の女性になりたい。

			（やっぱり……覚悟を決めるしかないわ。そろそろ行かないと）

			　伝票を手にし、レジカウンターに向かうも、足は地に着かず、顔が熱病患者のごとく火照りだす。バッグから財布を取りだし、お茶代を払ったところで、店の男性から声をかけられた。

			「どこかに……お出かけですか？」

			「……え？」

			　顔を上げると、二十歳前後とおぼしき青年がはにかんでいる。

			　おそらく、バイトなのだろう。二ヶ月ほど前から店で何度か見かけてはいたが、会話を交わすのは初めてのことだった。

			　贅肉のないスマートな体型に肌の色艶も若々しい反面、ルックスはお世辞にもいいとは言えず、どこにでもいる平々凡々な男性だ。

			「え、ええ。ちょっと用事があって」

			「あ、あの……」

			「は？」

			　青年が言葉を呑みこむと、厨房から出てきた初老のマスターが料理皿を手に声をかけてきた。

			「美樹也みきや、料理あがったぞ」

			「あ、は、はい……お気をつけて、いってらっしゃいませ」

			「あ、ありがとうございます」

			　美樹也と呼ばれた男性は慌ててレジカウンターを離れ、マスターが意味深な笑みを浮かべる。

			　気にはなったが、今はそれどころではない。

			　麻衣子は彼らに軽く頭を下げたあと、足早に喫茶店「Ｌ」をあとにした。

			（すごい人混みだわ）

			　午後四時に渋谷に到着した麻衣子は、芋を洗うような人の多さに目を丸くした。

			　スマホの地図アプリを頼りに指定されたコーヒーショップに向かうも、人疲れから早くも青息吐息だ。

			　都心に出てくると、同じ東京とはいえ、自分の住んでいる場所はつくづく田舎としか思えない。

			　人口密度が低く、家賃や物価が安いという点では住みやすかったが、娯楽施設や飲食店は少なく、寂しさを紛らわせたり、ストレスを発散するには適していなかった。

			　もっとも、つき合ってくれる親しい友人もいなかったが……。

			「……ここだわ」

			　コーヒーショップの前に到着したとたん、スマホが着信音を響かせ、シュンからのＳＮＳメッセージを伝える。

			　彼はすでに店内で待っているらしく、緊張から足が竦んだ。

			　口の中がカラカラに渇き、薄れかけていた不安がぶり返す。

			（どうするの？　本当に会うつもりなの？　ううん……そこまで神経質になること、ないじゃないの。変な人だったら、話だけして帰ればいいんだし）

			　自問自答し、無理にでも気持ちを落ち着かせる。

			　この日の麻衣子は白いブラウスにジャケットを羽織り、チャコールグレイの膝丈スカートを穿いていた。

			　少しでも上品に見られたいという心境から、あえて軽いメイクを施してきたが、ファッションセンスのない女だと思われないだろうか。

			　麻衣子は窓ガラスを見ながら手櫛で髪を整えたあと、息をひとつ吐きだし、ショップの玄関ドアをゆっくり開けた。

			　カウベルの音色に続き、クラシック音楽の軽やかな旋律が鼓膜を揺らす。

			　あたりを見回し、店の左奥に向かって歩を進めれば、スーツを着用した男性がスマホから顔を上げ、こちらに視線を振った。

			（あ、あの人だわ）

			　恐るおそる近づくあいだも、怖くて目を合わせられない。テーブルの前で歩を止めると、渋いバリトンボイスが耳に入った。

			「あなたが……ｍａｉさんですか」

			「は、はい、そうです」

			「シュンです。お待ちしてました。どうぞ、お座りください」

			「し……失礼します」

			　俯いたまま真向かいの席に腰かけたものの、全身の筋肉が硬直し、息をすることすらつらかった。

			「何、飲みます？」

			「それじゃ……アイスティーで」

			　シュンは店員を呼びつけ、注文を済ませるや、深い溜め息を洩らす。

			「はあっ……いやはや、緊張しますね」

			「え？」

			　上目遣いに様子を探ると、彼は苦笑しつつ心臓に手を押し当てていた。

			「何せ、初対面ですからね。来てくれないんじゃないかと思いましたよ」

			　柔らかい物言いに緊張感が和らぎはじめ、麻衣子は初めて男の容姿をまじまじと見つめた。

			　円形のプロフィール写真は小さいため、詳細まではわからなかったが、想像以上に端正な顔立ちをしていた。

			　凜々しい眉、切れ長の目、すっと通った鼻筋に薄くも厚くもない唇。清潔感に溢れた雰囲気はやはり四十過ぎとは思えず、三十代半ばに見えた。

			（いやだわ……まさかこんなにルックスがいいなんて）

			　相手がハンサムな男性だと認識したとたん、再び心臓が拍動を強める。

			　自分のようなブスと釣り合いが取れるとは思えず、麻衣子はいたたまれなさから視線を逸らした。

			「ｍａｉさんは、どうして私を選んでくれたんです？」

			「……は？」

			「ダイレクトメッセージ、けっこう届いたんじゃないですか？」

			「え、ええ、それは……」

			　見透かされ、恥ずかしさから顔が真っ赤に染まる。

			　麻衣子は口の中に溜まった唾を飲みこみ、逆にか細い声で問いかけた。

			「シュンさんは……なぜ私に連絡してくれたんですか？」

			「真面目そうな文章とプロフィールに、好感を抱いたからです。もともと、素朴な女性が好きなんです」

			「私がそういう女だと、思ったわけですか？」

			「そうです。それにＳＮＳの出会いって、それなりにリスクがあるじゃないですか。たとえば美人局とか、シャワーを浴びているときに財布から金を盗まれたりとか。この人なら安心なんじゃないかって、直感が働いたんです」

			「わ、私もそうです。文章がしっかりしてたし、この人なら大丈夫だと感じたので」

			　まさか、同じ理由で連絡を取り合っていたとは思わなかった。

			　親近感が湧き、シュンの容貌を再び見つめるも、涼しげな目元が視界に入ると、羞恥心が込みあげる。

			「あの……ＩＴ企業に勤めてるんですよね？」

			　会話を繋ごうと質問を投げかけると、彼は屈託のない笑顔で答えた。

			「ええ、それは嘘じゃありませんよ。ただ、社員じゃなくて社長ですけど」

			「……え？」

			「すみません。やっかみを受けるのがいやで、ＳＮＳのほうでは平社員ということにしてあるんです。ｍａｉさんは？」

			「私は……金融関係の仕事です」

			「金融関係……銀行ですか？」

			　ズバリと言い当てられ、ドギマギしたが、シュンはすぐさまフォローに走る。

			「いやいや、これは失礼。プライバシーの侵害でしたね」

			　注文品が運ばれ、当たり障りのない会話を交わすなか、徐々に肩の力が抜けていった。

			　相手が、十七歳も年上だからか。それとも既婚者ということで、最初から恋愛対象にならないという気楽さがあるせいか。

			　妻帯者をあえて選んだ理由は、しつこくされる可能性が低いと考えたからだ。

			　見ず知らずの男と相対するのだから、危険性は少しでも回避したいという心理が働いたのだが、シュンが独身なら、この時点で恋に落ちていたかもしれない。

			　何にしても、行内の男性では決して見られないスマートな対応に、麻衣子の口もなめらかになった。

			「メガネかけてるの……びっくりしたんじゃないですか？」

			「そんなことありませんよ。今は、メガネもファッションの一部ですからね。いや、想像以上に魅力的な女性なんで、びっくりしました」

			　面と向かって異性に褒められたのは初めての経験で、社交辞令だとはわかっていてものぼせあがった。

			「住まいは、お近くですか？」

			「いえ、電車で一時間以上離れた場所です」

			「地方の方ですか？」

			「一応は、東京なんです。シュンさんは？」

			「私は、山の手に住んでます」

			　互いのプロフィールを紹介するあいだ、重苦しい雰囲気は微塵もなく、いつの間にか緊張感がほぐれている。

			　二十分ほど世間話をしたあと、会話が途切れ、シュンがぽつりと呟いた。

			「どうですか？」

			「はい？」

			「私は、あなたのお眼鏡に適いましたか？」

			「……あ」

			　現実に引き戻され、ハッとして息を呑む。

			　ＳＮＳにアカウントを作り、わざわざ都心まで出向いたのは、男性とただ話をするためではない。

			　真の目的は、経験豊富な男性相手にバージンを捨てることだった。

			　もちろん男を知ったところで大人の女性になれるはずもなかったが、処女という縛りが自分を変えられない大きな原因になっているのは間違いないのだ。

			（ここで怯んだら、今までと何も変わらない日々を過ごすことになるんだわ。こんな人と知り合えたのはラッキーなんだし、断る理由はないじゃないの）

			　ＳＮＳで早急な出会いを求める男女の目的は同じであり、シュンとて例外ではないだろう。

			　できれば心の底から愛せる男性にバージンを捧げたかったが、今の自分の状況を考えれば贅沢は言っていられない。

			　麻衣子は勇気を振り絞り、拳を軽く握りしめてからコクリと頷いた。

			「おおっ、そうですか。ありがとうございます！」

			　もはや後戻りはできず、ちょっぴりの不安と後悔が頭を掠める。

			　シュンがすかさず席を立つなか、忘れかけていた緊張感が再び込みあげ、心臓が口から飛びでそうなほど高鳴った。

			　　　　　３

			（ああ、どうしよう。いよいよ、この瞬間が来たんだわ）

			　ラブホテルの一室。シャワーを浴び終えた麻衣子は、ベッドの上で身を縮こませていた。

			　薄いピンク色のガウンはあまりにも無防備で、襟元から乳肌が覗いている。

			　男と情事するという現実がいやでも差し迫り、いざとなると怖気づいた。

			　しかも相手は、知り合ってから一時間と経っていない男なのだ。

			　自分は人生を変えるどころか、棒に振る行為をしようとしているのではないか。

			（こんなのって、どう考えてもおかしいわよね）

			　彼には悪かったが、やはり断ったほうがいい気がする。

			　麻衣子はベッドから腰を上げ、ガウンを脱ぎ捨てるや、慌ただしくスカートを穿き、ブラジャーを身に着けた。

			　ブラウスに腕を通したところで浴室の扉が開き、腰にバスタオルを巻きつけたシュンが姿を現す。

			「すみません。お待たせしました……あれ？」

			「あ……」

			「どうしたんですか？　ひょっとして、帰るつもりですか？」

			「あ、あの……ガウンがあまりにも薄いし、丈も短かったから、恥ずかしくて……服を着ていたほうがいいかと思ったんです」

			　前合わせを手で押さえつつ、麻衣子はとっさに嘘をついた。

			「なんだ、そうだったんですか。まあ、そのガウンじゃ、確かにセクシーすぎるかもしれませんね」

			　男は微笑をたたえ、歩み寄りざま身体を密着させる。そっと抱きしめられると、体温が上昇し、心臓が早鐘を打った。

			「どうしました？」

			「……え？」

			「身体がガチガチだけど、まだ緊張してるのかな？」

			「あ、あの……」

			　はっきり言うのだ。大人の男性なら、きっと理解してくれるはず。

			　意を決した麻衣子は俯いたまま、喉の奥から声を絞りだした。

			「は、初めてなんです」

			「……は？」

			「私、男の人とは……初めてなんです」

			　シュンの肩がピクリと震え、沈黙の時間が流れる。

			　怖くて、彼の顔がまともに見られない。

			　二人のあいだに漂う空気が一瞬にして張りつめ、帰らせてほしいという次の言葉が出てこなかった。

			「初めてって、男性経験がないってことですか？」

			「は、はい」

			「ホ、ホントですか？」

			「本当です……ごめんなさい」

			「いや、謝ることじゃないですよ。ただ……びっくりしたなぁ。どうして、こんなことに？」

			「内気な自分がいやで、ずっと変えたいと思ってたんです。周りには私とつき合ってくれそうな男性はいませんし、それで……」

			「なるほど、そういうことですか。いや、何となくわかりますが……そうですか。あの、キスの経験は？」

			「……ありません。男の人と交際した経験もないんです」

			「マ、マジですか」

			　シュンはかなり慌てたようで、身体を離し、頭を片手でガリガリと引っ掻く。

			　男性からしてみたら、処女の女を相手にするのは面倒なのかもしれない。いかにも、困惑しているといった様子だ。

			「初めての相手が知り合ったばかりの男じゃ、確かにためらうのは無理ないですね。やっぱり、帰ろうとして服に着替えたということなんですね？」

			「そ、それは……すみません」

			　このまま中止ということになればありがたいのだが、彼が次に放った言葉はまったくもって意外なものだった。

			「ううん、そうだなぁ……じゃ、恋人ごっこをするというのはいかがでしょう」

			「……え？」

			「つまり、軽く抱き合ったり、ソフトなキスをしたり、擬似恋愛をシュミレーションしてみるんです」

			「あ、あの……」

			「性交渉は、私からは強要しません。あなたがいやだと思ったり、少しでも気が乗らないと感じた時点で中止にします。どうですか？　あなたにとっては、不利益なことは何もないと思うのですが？」

			　思いがけない提案に唖然とすれば、シュンはさも楽しげな笑みをこぼす。

			　提示した条件を守ってくれるのなら、確かにリスクはないに等しい。だが恋人ごっこを演じただけで、大の男が満足するのだろうか。

			　麻衣子は上目遣いに、やや緊張の面持ちで問いかけた。

			「あの、本当に……それでいいんでしょうか？」

			「ええ、もちろん。これはなかなか体験できない試みですよ。初めてのシチュエーションだし、逆にワクワクしてるぐらいです」

			　彼はやはり大人の男性で、爽やかなルックスやそつのない振る舞いから察するに、妻ばかりか、多くの女性たちと浮き名を流してきたのだろう。

			　若い男性なら、この時点で狼に変貌し、有無を言わさず襲いかかってきたに違いない。何にしても、性交渉がないのならビクつく必要もなく、警戒心は次第に薄れていった。

			（甘えてしまって……いいのかしら）

			　それでも覚悟を決められずにいると、シュンは有線放送のスイッチを入れ、スピーカーから心地いいジャズ音楽が流れだす。続いて照明のスイッチを絞るや、冷蔵庫からビールを取りだし、グラスに注ぎはじめた。

			「まずはソファに座って、乾杯しましょう」

			「あ、は、はい」

			　グラスを手渡され、あれよあれよという間にロマンチックなムードが演出される。

			　言われるがままソファに腰かければ、シュンは真横に座り、分厚い胸板に心臓がドキリとした。

			　引き締まった身体はとても四十代とは思えず、スポーツジムで鍛えているのかもしれない。

			　バスタオルを腰に巻きつけただけの恰好なので、目のやり場に困った。

			「あなたとの出会いに乾杯」

			「か、乾杯」

			　肩と肩が触れあい、ブラウス越しに彼の体温が伝わる。

			　異性とこれほど接近したのは初めてのことで、胸のあたりが重苦しい。

			　アルコールを口にした経験はなかったが、今さら断るわけにはいかず、麻衣子は緊張から逃れるようにビールを飲み干した。

			「おぉ、けっこうイケる口なんですね」

			「そ、そんなこと……あ」

			　シュンは手を握りしめ、指を絡めてくる。

			　本当の恋人同士の感覚に陥り、鼓動が高鳴ると同時に身体の芯が火照りだした。

			　早くもアルコールが回りはじめ、顔が火を吹くほど熱くなる。

			「あなたに会えて、よかったですよ。こんな有意義な時間を過ごせるんだから」

			「……ン、ふっ」

			　逆の手で髪を梳かれた刹那、電流が身を駆け抜け、背筋がゾクゾクした。

			（あぁ……いや）

			　両足が小刻みに震えだし、全身が浮遊感に包まれる。

			　自慰行為をしたときの感覚に似ていたが、不思議と後ろめたさや虚しさはなく、それどころか甘い期待感が夏空の雲のごとく膨らんだ。

			　牝の本能と性的な好奇心が、微かに残る不安を塗りつぶしていく。

			　薄暗い室内も、気分を落ち着かせているのだろう。横目でチラリと探れば、バスタオルの中心部がはっきり隆起していた。

			　はしたなくも喉をコクンと鳴らし、意識せずとも腰をくねらせてしまう。

			「職場には、若い男性はいないんですか？」

			「規律が厳しいので、恋愛という雰囲気にはなれなくて……」

			　悠輔の顔がちらついたが、麻衣子は頭から無理やり追いだして答えた。

			「私が独身なら、あなたのような魅力的な女性、放っておかないのに」

			「お、お世辞ですよね」

			「お世辞なものですか。そう思ってなきゃ、喫茶店で別れてますよ。違いますか？」

			「それは……あ、やっ」

			　髪に触れていた手がブラウスの合わせ目からすべりこみ、ブラジャーの上から乳丘を鷲掴みにされる。

			　よくよく考えてみれば、性交渉とはセックスを意味しており、ペッティングまでなら約束を破ったことにはならないのだ。

			　突然の蛮行に驚いたのも束の間、乳房を手のひらで練られた瞬間、子宮の奥がキュンとひりついた。

			（あ、嘘……やぁぁっ）

			　愛液が膣襞の狭間から滾々と溢れだし、クリットが疼きはじめる。

			　金縛りにあったように身体が動かず、今はもう逃げだすことすらままならない。茫然自失している隙に唇を奪われ、麻衣子は目をこれ以上ないというほど見開いた。

			「ン、ン、ふ、ふぅぅっ」

			　十代の頃から夢見てきたファーストキスは、あまりにも唐突なものだった。

			　心の準備ができぬまま、息継ぎの仕方もわからず、両手が苦しげに宙を掻く。

			　シュンは身体を押しつけ、情熱的なキスで性感をあおり、左手の指先で乳丘の突端をピンピンと弾いた。

			「ン、む、むふぅ！」

			　息苦しさから口を開け放てば、舌が潜りこみ、口の隅々まで舐めまわされる。続けざまに舌を搦め捕られ、唾液をジュッジュッと猛烈な勢いで吸われた。

			　思い描いていたレモン味のキスとはかけ離れていたが、これが大人同士の交わすキスなのだ。

			　相手は経験豊富な男性なのだから、このまま身を委ねればいい。

			　目をゆっくり閉じ、無理をして受け入れ態勢を整えるも、動悸はいまだに収まらなかった。

			（ああ……恥ずかしい）

			　愛の泉は途切れなく湧出し、とうとう恥割れから溢れだす。

			　身体の反応を知られたら、果たして彼はどんな顔をするのか。凄まじい羞恥心に苛まれた直後、大きな手が乳房から下腹部に下りてきた。

			（あ、やっ）

			　鼻から息を吐きだし、手首を掴んで制したところで唇がほどかれる。シュンはじっと見つめてきたが、恥ずかしさから目を合わせられない。

			「身体が震えてますね……すごくかわいい。今すぐにでも、食べちゃいたいぐらいですよ」

			「はあはあっ」

			「でも、我慢しますよ」

			「……え？」

			「無理強いはしない、という約束でしたからね」

			「あ、あの……」

			「見たこと、あります？」

			「は？」

			「男性器が勃起したところ」

			　昨夜、遠目からとはいえ、悠輔の屹立した逸物を目撃し、隆々とした漲りは子供のペニスと違って圧倒的な迫力と衝撃を与えた。

			　間近で目にしてみたいという好奇心はあるものの、はしたないという思いから口にすることはできない。

			　しばし間を置いたあと、シュンはソファから腰を上げ、目の前に佇んだ。

			「いいですよ。好きなように観察してもらっても」

			　思いがけない提示に顔を上げれば、バスタオルの中心部は小高いテントを張っている。

			「安心してください。何をされても、私はじっとしていますから」

			　シュンは仁王立ちの体勢から、両手を自身の背後に回した。

			　手は出さないという意思表示は汲み取れても、はい、そうですかと了承できるはずもない。それでも股間の膨らみから目が離せず、何度も生唾を飲みこんだ。

			「こんなチャンスは、二度とないかもしれないですよ。さあ、勇気を出して」

			　背中を軽く押され、条件反射のごとく腕が動いた。

			　結び目をほどき、ドキドキしながらバスタオルを取り外した瞬間、肉の棍棒が反動をつけて跳ねあがった。

			「あ、あぁ」

			　栗の実を思わせる宝冠部、真横に張りだした肉傘、稲光を走らせたような静脈。飴色の極太は、悠輔のモノよりひと回りは大きく見える。
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			　反り勃つ巨大な逸物が、女性の膣内に入るとはとても思えなかった。

			「どうですか。初めて目の当たりにした感想は？」

			　彼の言葉が耳に入らず、今はひたすら息を呑むしかない。

			（すごい……こんなに大きいなんて）

			　ビクビクとしなるペニスはグロテスク以外の何ものでもなかったが、なぜこんなにも胸が締めつけられるのだろう。

			　瞬きもせずに凝視している自分が信じられず、乾いた唇を舌先でなぞりあげる。

			　指示も受けていないのに、麻衣子は手を伸ばし、男根をそっと握りしめた。

			「お、ふっ！」

			　シュンの反応に見向きもせず、全神経が股間の一点に向けられる。

			　手のひらが、火傷するのではないかと思うほど熱かった。逞しい脈動がはっきり伝わり、畏敬の念を抱くと同時に女芯が再び疼きだした。

			　両膝をすり合わせただけで、淫蜜が膣奥からしとどに溢れだす。　

			　おそらく、ショーツのクロッチは大量の愛液でぬめり返っているに違いない。それがわかっていても、火のついた情動を抑えられなかった。

			「あ、あ、気持ちいい。触られてるだけで、昂奮しちゃいますよ」

			　胴体はコーラ瓶並みに太く、指が回らない。鉄の棒さながらの感触に、麻衣子はただ呆然とするばかりだった。

			（裏側の縫い目みたいなところがちぎれそうだけど、痛くないのかしら）

			　青筋もはち切れんばかりに膨らみ、異形の物体にはひたすら驚嘆するしかない。指先に力を込めれば、鈴割れがおちょぼ口に開き、透明な粘液がじわっと滲みだした。

			「男も女と同じ、昂奮すると濡れるんですよ」

			「あぁ……」

			　生臭い匂いがぷんと香り立ち、小鼻を膨らませるも、嫌悪感は少しも湧かない。それどころか胸騒ぎが止まらず、平常心が保てなくなる。

			　自分でも気づかぬうちに、麻衣子は唇のあわいで舌を悩ましげにすべらせていた。

			「ただ握ってるだけじゃ、だめなんですよ」

			「はあはあっ」

			　指示を受けずとも、指がスライドを開始し、怒張がビクビクとひくつく。

			（あっ、やっ……すごいわ）

			　麻衣子は脇目も振らずに剛槍を見据え、指先を往復させては息を弾ませた。

			　新しいおもちゃを与えられた子供のように、自然と目がきらめきだす。

			「ほうら、またいちだんと大きくなりましたよ」

			「はっ、はっ、やぁ」

			　蛇腹のごとく上下する包皮、テラテラと淫靡な光を発するグランス。男性器が見せる様々な顔に好奇心がくすぐられ、堪えきれない淫情が内からほとばしった。

			「おっ、おっ……だ、だめですよ。そんなに激しくしたら……む、むうっ、すぐにイッちゃいますよ」

			　彼の言葉が耳に入らず、手首を掴まれてようやく我に返る。

			「……あ」

			「いやはや、びっくりですね。まさか、自分からチンポをしごくなんて」

			　口元に手を添えて恥じらえば、シュンは両手を伸ばし、麻衣子を強引に立たせた。

			「ンっ、むふぅ」

			　再び唇を奪われ、手のひらが背中からヒップを這いまわる。尻肉をギュッギュッと揉まれただけで脳の芯が震え、下肢から力が抜け落ちた。

			（ああっ、やあぁぁっ、だめ、だめっ）

			　光の速さで、身も心も奈落の底に落ちていく。もはや理性は少しも働かず、拒絶という選択肢はガラガラと音を立てて崩れていった。

			　彼の舌が口の中でうねるたびに性感が上昇し、自ら頬を窄めて吸引してしまう。しかも指はいまだに逞しい棍棒を握りこんだまま、ゆったり揉みしごいては男根の感触を味わった。

			（あぁ、だめ、も、もう止まらないわ）

			　昂奮と期待感が波状的に襲いかかり、牝の本能が覚醒する。

			　ひと際熱い潤みが腟から噴きだした瞬間、身体がふわりと浮かんだ。

			「きゃっ」

			　お姫様抱っこされ、ライトブルーの天井が視界を横切る。シュンは器用にも片足で掛け布団を捲りあげ、麻衣子の身体をベッドに横たわらせた。

			　反動からペニスがメトロノームのように揺れ、先端から粘液がツツッと滴り落ちる。

			　ここまで来たら、もう後戻りはできない。

			　まがまがしい牡茎に目を釘づけにしながら、今の麻衣子は感情をコントロールする術すら失っていた。

			　　　　　４

			「あぁっ」

			　初めて会ったばかりの男に、淫らな行為を仕掛けられている事実が信じられない。

			　正常な思考が働いたのは、ほんの束の間。みたび情熱的なキスを仕掛けられ、牝の本能が理性を丸呑みする。

			　拒絶する気は起こらず、ここまで来たら、流れに身を任せるしかなかった。

			「ン、ン、ンぅぅっ」

			　鼻から甘ったるい声を洩らし、自ら逞しい身体を抱きしめる。彼の右太腿が足を割り開き、股間に押し当てられただけで女陰が熱化した。

			　昔から恋人だった錯覚に陥り、今まで味わったことのない高揚感に包まれる。

			　これが、恋愛の与えてくれる女の悦びなのか。

			　シュンは耳たぶを甘噛みし、続いて首筋に唇を這わせていった。

			　性電流が絶えず身を駆け抜け、情欲の戦慄に総毛立つ。フロントホックのブラが外され、乳房がまろびでると、乳頭を指先で転がされ、はたまたあやされた。

			「はっ、はっ、はあぁっ」

			「かわいい、かわいいですよ」

			　彼の言葉が呪文のように聞こえ、身がぶるぶると震えだす。

			「……あっ」

			　突端の肉粒を口に含まれた瞬間、麻衣子はあまりの快感に両足を突っ張らせた。同時にスカートをたくしあげられ、ショーツがヒップのほうから剥き下ろされていく。

			　羞恥心から腰をくねらせるも、布地はスルスルと太腿をすべり落ち、シュンは慣れた手つきで足首から抜き取った。

			　下腹部は完全に無防備な状態で、大切な箇所を隠すものは何もないのだ。

			　とっさに足を閉じたものの、細長い指はためらうことなくＹ字ラインの中心部に差しこまれる。

			「あ、ふぅぅっ！」

			　指先が頂上の尖りに触れたとたん、強大な快感電流が股間から脳天を突き抜け、麻衣子は身を大きく仰け反らせた。

			「すごい……溢れかえってるじゃないですか」

			「い、やぁあぁっ」

			「ここですか？　ここが、いちばん感じるんですね」

			　陰核を転がされるたびに、にちゅにちゅと卑猥な音が鳴り響き、快美の電磁波に身が焦がれる。

			（あ、う、嘘っ）

			　自分の指とは比較にならぬ気持ちよさに戸惑う一方、知らずしらずのうちに腰がくなくな揺れた。

			　子宮の奥が疼き、愛の泉が秘裂から無尽蔵に溢れこぼれる。七色の閃光が脳裏で瞬き、髪の毛の一本一本まで快楽一色に染められる。

			「信じられないですよ。初めてなのに、こんなに感度がいいなんて」

			　指のスライドがピッチを上げた直後、性感はさらなる上昇のベクトルを描き、全身が天空に舞いあがる感覚に包まれた。

			「だめ、だめです」

			「何が、だめなんですか？　身体のほうは、そう言ってないみたいですよ」

			　今や言葉責めすら快楽のスパイスと化し、麻衣子を極みへと追いつめていく。

			　絶頂を迎えた姿を晒す恥ずかしさと怖れが交錯し、歯列を噛みしめて肉悦に抗うも、指が与えるバイブレーションに自我が崩壊した。

			「あ、くふぅっ」

			　恥骨が迫りあがり、ヒップが小さなグラインドを開始する。性感をこれでもかと撫でられ、切ない痺れが子宮を灼く。

			「ホ、ホントに……だめです」

			　頭を起こし、涙目で懇願すれば、ピアニストを彷彿とさせる指がスリット上を目にもとまらぬ速さでスライドした。

			「ひっ、くっ!?」

			　両足で踏ん張るような体勢から、身をアーチ状に反り返す。眉間に縦皺を刻み、ヒップをわななかせる。

			（あ、あ、あ……イクっ、イッちゃう……イックぅぅっ）

			　ついにエクスタシーに導かれた麻衣子はベッドに沈んだあと、全身を小刻みに痙攣させた。

			　頭の中が真っ白になり、今は何も考えられない。

			　もどかしい思いはすっかり消え失せ、中心部で炸裂した快感は甘いしぶきと化して身体の隅々まで拡散した。

			　初対面の男でも、たとえ指だけでも、これほどの愉悦を与えてくれるのだ。性体験をこなしていったら、どうなってしまうのだろう。

			　頭の隅でふと思った刹那、またもや下腹部に快美が走った。

			　虚ろな目を下方に向ければ、いつの間にか足がＭ字に開かれ、シュンがデリケートゾーンに顔を埋めている。

			「あ……く、ふぅ」

			　慌てて制そうとした瞬間、うねる舌がクリットをとらえ、快感の高波が再び打ち寄せた。

			「ひっ、ぃぃンっ！」

			　ぷちゅ、くちゅ、ぬちゅっ、ずちゅちゅちゅっ！

			　ふしだらな水音が高らかに響き渡り、身が裂けそうな羞恥心が襲いかかる。

			「だ、だめ、や、やめてください。汚いですから」

			　シーツを引き絞って泣き声をあげるも、シュンはかまわず女陰を貪り、肉悦から両足の爪先が内側に湾曲した。

			「あなたの身体に汚いところなんて、ありませんよ。実際に穢れを知らない、とても純粋な人でしょ？」　

			　彼はそう告げたあと、恥丘の膨らみにかぶりつき、小さな肉粒を陰唇ごと口中に招き入れる。

			「あ、ふわぁ」

			　肉芽をくにくにとこねられ、浮かせた恥骨を自ら打ち揺すった。骨の髄まで蕩かされ、なりふり構わず快楽の海原に身を投じた。　　　

			　もはや、ためらいは微塵も残っていない。

			　処女を捨てるのではなく、今は目の前の男に捧げたいという気持ちが勝った。

			　愛欲が燃えさかり、女の情念が牡の証をいやが上にも欲する。

			　シュンは女陰に軽く息を吹きかけたあと、左右の鼠蹊部から内腿をチュッチュッと吸いたてた。

			「あ、ンっ、やっ、ふあっ」

			　全身が性感帯と化してしまったのか、ソフトな愛撫でも身体が釣りあげられた魚のようにひくつく。

			　舌先が再び中心部に近づき、大いなる期待感が込みあげるも、唇は無情にも火陰を飛び越え、逆側の内腿を舐めまわした。

			「あ、はあぁぁっ、やあぁぁっ」

			　同じ手順を何度も繰り返され、もどかしい思いがじりじりと身を焦がす。

			　麻衣子は目尻に涙を溜め、媚びた視線を下腹部に注いだ。

			　なぜ、ストレートに快楽を与えてくれないのか。焦らしのテクニックだとは予想だにせず、脳漿が沸騰し、体温が臨界点まで上昇する。

			　麻衣子は眉尻を下げ、鼻にかかった声で限界を訴えた。

			「あ、あ、も、もう……」

			　浅はかだとはわかっていても、ヒップを揺すっておねだりしてしまう。

			　シュンは上目遣いに見つめたあと、さもうれしげに問いかけた。

			「もう、何です？」

			「あ、ンっ、ふっ、はっ」

			　恥ずかしさのあまり、大きな快楽を与えてほしいという言葉が口から出てこない。

			　唇のあわいから湿った吐息をこぼし、ただ切なげな目でシュンを見つめることしかできなかった。

			「ふふっ、すごいや。あそこが充血して、とろとろですよ。どんなふうになってるか、わかります？」

			　唇を噛みしめてコクリと頷けば、またもや熱い息を吹きかけ、腰がビクビクとバウンドした。

			　余裕たっぷりの彼が、心の底から恨めしい。初対面の男に、まさかこれほどまで性的な翻弄を受けようとは夢にも思っていなかった。

			　今や性感覚は剥きだしにさせられ、全神経も頂点まで研ぎ澄まされている。陰核は疼きが収まらず、子宮の奥がキュンキュンとひりついた。

			（あぁ、いや、こんなこと初めて）

			　困惑する一方、ヒップのグラインドは止まらない。

			「あ、あ、は、早く……」

			「ん、早く、何ですか？」

			「そ、それは……」

			「もしかして、挿れてほしいのかな？」

			　麻衣子はこのとき、性交渉は強要しないというシュンとの約束を思いだした。

			　ひょっとして、女の口から求める言葉をはっきり聞きたいのかもしれない。

			　ねっとりした舌は相変わらず大陰唇をなぞりあげ、頭を掠めた女のプライドを瞬く間に忘我の淵へと沈めていく。

			「はあっ、いや、いやっ」

			　このまま焦らされつづけたら、人格が破壊されてしまうのではないか。涙の雫がこぼれ落ちた刹那、麻衣子はついに身にまとっていた鎧をかなぐり捨てた。

			「い、挿れて」

			「は、何ですか？」

			「挿れて……ください」

			　掠れた声で哀願すると、シュンは顔を上げ、これ以上ないというほどの笑みを浮かべた。

			「そうですか。女の人にそこまで言われたら、応えないわけにはいかないですね。わかりました」

			　彼はそう言いながら身を起こし、手に含ませた唾液を肉棒になすりつける。

			　コチコチのペニスには、いつの間にか避妊具が装着されていた。

			　おそらく、アクメの余韻に浸っていたときに準備を整えたのだろう。

			　生理の直前で妊娠の可能性はなかったが、その事実を知らない彼は最低限のエチケットを忘れずに接してくれたのだ。

			　初めての男がこの人でよかったと思った瞬間、亀頭の先端が女肉の狭間にあてがわれた。

			（あ、あ……いよいよ、バージンを捨てる日が来たんだわ）

			　またもや不安が頭をもたげるも、拒絶する気はさらさらない。肉体は明らかに男を欲し、性感は沸点をとうに超えているのだから……。

			「挿れて……挿れてください」

			　再びおねだりした直後、陰唇が割り開かれ、巨大な圧迫感が押し寄せた。

			　自然と下肢に力が込められ、歯列を噛みしめる。

			「あ、い、痛いっ」

			「もっと力を抜いて」

			　女陰に走った疼痛に、麻衣子は顔を背けて涙をぽろぽろこぼした。

			（やっぱり……無理。無理よ）

			　先端が挿入されただけでも、これほどの痛みを与えるのだ。身体が真っぷたつにされそうな感覚に恐怖心が甦り、どうしても身を強ばらせてしまう。

			「あ、ふっ」

			　シュンがクリットをさわさわいじり、薄れかけていた快美が腰を打つ。一瞬、力が抜け落ちたところで雁首が膣口をくぐり抜け、勢い余ってズブズブと埋めこまれた。

			「ひ、ぃぃっ」

			　激しい痛みに喉を晒し、思わず太い腕にしがみつく。

			　いつの間にか恥骨同士がピタリと合わさり、麻衣子は二十六にして、ついに男を知った。

			「おめでとう。初体験を済ませたね」

			「あ、あ……」

			　膣内をいっぱいに満たす男根の感触、ドクドクと脈打つ熱い血潮は処女喪失の現実を如実に物語る。

			　快感は少しもなく、膣内のひりつきと抵抗感に口元が歪んだ。

			　大人の余裕なのか、シュンは微動だにせず、優しげな顔で見つめている。

			「大丈夫かな？」

			「だ……だめです」

			「痛いのは最初のうちだけだよ。たっぷり濡れてたから、次第に馴染んでくると思うけど」

			　そういうものなのだろうか。膣道にはジンジンとした疼痛が絶えず走り、まともな息継ぎさえできない。

			　赤子のようにひたすら身を縮めるなか、シュンは腰をゆったり引いた。

			「は、うっ！」

			　眉根を寄せ、彼の腕に爪を立てて拒絶の姿勢を示すも、肉棒はソフトな律動を繰り返す。徐々にピストンが速まると、麻衣子は苦悶に顔を歪めた。

			（あ、や、や、痛い、痛いぃっ）

			　セックスで快感を得られるなんて、とても信じられない。

			　臍をかんでも遅かったが、できることなら、今すぐにでもやめてほしかった。

			「おっ……少しこなれてきたかな？」

			　シュンの言葉どおり、やがて抽送がスムーズになり、次第に痛みが薄れていく。

			　愛液と破瓜の血が潤滑油の役目を果たしていたのだが、もちろんそんなこととは露知らず、次第に馴染んでくるという彼の言葉を鵜呑みにした。　

			「むっ、むむっ。すごい……キュンキュン締めつけてくる。どうです？　今は、どんな感じですか？」

			「最初は……痛かったけど、今は……それほどでもないです」

			「おおっ、そうですか。もう少し激しくしてもいいですか？」

			「そっと、そっとお願い……ひ、ンっ!?」

			　言い終わらぬうちに、シュンは腰のスライドを加速させ、煮え滾った男根を打ちこんでくる。にちゅくちゅと、結合部から卑猥な音が洩れ聞こえ、同時に快感が緩やかな上昇カーブを描いた。

			　ピストンのたびに、雄々しい波動が身体の芯にズシンと響く。えも言われぬ悦楽が、定期的に襲いかかり、破瓜の痛みを塗りつぶす。

			　やがて女の悦びが勝った瞬間、麻衣子は愛欲の炎に包まれた。

			「あ、あ……気持ちいいかも」

			「おおっ、そうですか！」

			　無意識のうちに心の内を告げたとたん、逞しい腰が反動をつけて膣肉を掘り起こし、再び痛みがぶり返す。　

			「ンっ、くふぅっ！」

			　口元を引き攣らせて悲鳴をあげるも、スライドは少しも緩まない。

			「はあふうはあぁっ！」

			　シュンは低い呻き声をあげて恥骨を繰りだし、麻衣子は快感と苦痛の狭間でひたすら煩悶した。

			「ああっ、いいっ！　もうイッちゃいますよ」

			「ン、ンぅぅっ」

			　バツンバツンと肉の打音が鳴り響き、男の象徴がひと際膨張する。媚肉が狂おしい痙攣を開始し、剛直をギューギューに引き絞る。

			「あっ、イクっ、イックぅぅっ！」

			　腰の動きがピタリと止まるや、ペニスが激しくひくつき、麻衣子は薄れゆく意識の中で射精したのだと認識した。

			「はあはあはあっ」

			　怒張が膣から抜き取られるあいだも、目を固く閉じて身を震わせる。当然のことながら、シーツに付着した赤いシミは視界に入らなかった。

		

	

			第二章　羞恥に身悶える露出プレイ

			　　　　　１

			　九月十九日　土曜日。

			　今日、初めて会った男性にバージンを捧げてしまった。

			　本当にあったことなのか、いまだに信じられない。

			　彼は帰り際、本名を名乗り、私も名前を教えた。

			　辻つじ倉くら俊しゅん一いち──。

			　彼の名は、生涯忘れることはないだろう。

			　二週間後の金曜の夜、シティホテルのレストランで食事をする約束をした。

			　慌ただしい思いをするのはいやだから、その日は有休を取るつもり。

			　順番が違ってしまったが、次回は生まれて初めてのデートだ。

			　でも、それまでに体調は元どおりになるのかしら。

			　あそこの痛みはいっこうに引かないし、まるで木の棒が挟まってるみたい。

			　いまだに不安はあるけど……会いたい。

			　ああ、早く彼の顔を見たい。

			　十月に入った最初の週末、麻衣子は精いっぱいのおめかしをして約束の場所に赴いた。

			　襟元と裾に紺色のパイピングが入ったライトグレーのワンピース、誕生日プレゼントに両親からもらったブランドのイヤリング。服を購入したのは半年ぶりのことで、選んでいる最中は乙女のように胸が弾んだ。

			　素朴な女性が好きだという彼の趣味に合わせるため、今回も薄化粧に抑えたが、それでもゆうに三十分はかけた。

			　本当に来てくれるのか、すっぽかされるのではないか。

			　ハラハラのしどうしで、俊一が待ち合わせ場所のロビーに現れたときは泣きたい心境に駆られた。

			　オーダーメイドと思われるスーツは身体のラインにぴったりフィットし、すらりとした体型に見とれてしまう。

			　彼はホテルの部屋をリザーブしているらしく、食事のあとは間違いなく男女の蜜事を交わすことになるのだ。

			　胸が早くも締めつけられ、足が雲の上を歩いているようにおぼつかなかった。

			　レストランはホテルの最上階にあり、美しい夜景を一望できる眺めに感嘆の溜め息を洩らす。

			　豪勢なディナーにカクテルと、大人のムードは満喫できたが、緊張から味はまったくわからなかった。

			「うちのほうは、大丈夫ですか？」

			「あ、あの、私……一人暮らしなんです」

			「あ、そうだったんですか。本当なら、このまま泊まっていきたいところなんですが、申し訳ありません」

			「いえ、そんな……謝ることないです」

			　もとより、面倒な思いをしたくないという理由から既婚者を選んだのだ。それでも妻子がいるという現実を突きつけられ、胸がチクリと痛む。

			（ＩＴ企業の社長さんだもの。言い寄ってくる女の人はたくさんいただろうし、やっぱり……いい男って、早く売れちゃうんだわ）

			　肩を落とすも、自分はまだ二十六歳であり、悲観する必要はない。これをきっかけに、俊一以上の男性を射止めることができれば……。

			「何か、日常の生活に変化はありましたか？」

			「……は？」

			「あなたにとっては、大きな冒険だったわけですよね。何か、心境に変化があったのかなと思いまして」

			「いえ……取り立てては」

			　麻衣子は平静を装いつつ、とっさに嘘をついた。

			　この二週間は朝から晩まで俊一の面影が頭にちらつき、仕事にも集中できなかったのである。　　　　　

			　淫らな光景や逞しいペニスを思いだすたびに、身体の芯が熱く火照った。

			　破瓜の痛みはすっかり消え失せ、体調はすこぶるいい。

			「なんか……この前会ったときよりも、きれいになってませんか？」

			「そんなこと……ないです」

			　女性ホルモンが活性化しているのか、毎日の生活に張りが出て、心なしか肌も艶々した気がする。

			　女にとって、やはり恋愛は必要不可欠なものなのか。

			（でも……こちらがいくら望んでも、この人との先はないんだわ）

			　目の前の男は既婚者であり、あくまで自分の人生を切り開くためのきっかけにすぎない。それらを再確認したところで、俊一は伝票を手に椅子から腰を上げた。

			「そろそろ、行きましょうか？」

			「……はい」

			「タクシー代は出しますけど、あまり遅くなるとご迷惑でしょうから」

			「そ、そんな。けっこうです」

			「察してください。一分一秒でも長く、あなたといたいんです」

			　中年男の口説き文句に、頭がポーッとしだす。

			　心が浮つくと同時に、子宮は早くも男を欲して甘く疼いた。

			　　　　　２

			　俊一がリザーブした部屋は、二十七階の中ほどにあるデラックスタイプだった。

			　室内はチャコールグレーの絨毯とクリーム色の壁紙が目を惹き、落ち着いた雰囲気を漂わせている。

			　広さは、四十平米ほどだろうか。出入り口を入った左サイドにはウォークインクローゼット、右側のドアには洗面所と浴室、トイレが設置され、奥の部屋に目を向ければ、大型テレビと冷蔵庫、プライベートバーが視界に入った。

			（すごくお洒落な部屋だわ）

			　ラブホテルの部屋もこぎれいだったが、あまりにもレベルが違う内装に口元が自然とほころんだ。

			　高級ラウンジといい、この部屋といい、どうやらＩＴ企業の社長は想像以上に高収入らしい。

			　いくら年上とはいえ、ここまでされると申し訳ない気持ちになる。

			　至れり尽くせりのアメニティグッズを確認したあと、麻衣子は神妙な面持ちで口を開いた。

			「あの……食事代とホテル代、私も払います」

			「そんなこと、気にしなくていいですよ」

			「でも……」

			「それに、私のほうが十七も年上ですからね」

			「……わかりました。じゃ、次は私にご馳走させてください」

			「その気持ちだけで十分ですよ。さ、こっちへ」

			　奥に促されると、丸テーブルとふたつの籐椅子に続いてキングサイズのベッドが目に飛びこむ。

			　テーブルの上には書類らしきものが置かれており、どうやら俊一はレストランを利用する前に入室していたらしい。

			「会社のほうで、ちょっとしたトラブルがありましてね。ここで、仕事をしていたんです」

			「そ、そうですか……忙しいのに、申し訳ありません」

			「いやいや、いつものことですから。そんなことより、どうですか、この部屋。お気に召しましたか？」

			「え、ええ」

			　麻衣子はベッドに視線を向けず、真横を通り過ぎて突き当たりの窓に向かった。

			「……あ」

			　高級レストラン同様、美しい夜景を一望できると思ったのだが、部屋の真向かいには百メートルほど先に同タイプのホテルが建っていた。

			（景色を見られないのは残念だけど、都心のホテルじゃ仕方ないかも）

			　観光地ではないうえに宿泊するわけでもなく、滞在の目的はあくまで男女の営みなのである。

			　俊一といっしょにいられる時間は限られており、部屋の造りに酔いしれている暇はないのだ。

			「大きな窓でしょ？」

			　大型テレビの真横にある窓ガラスは膝下まであり、遠目から見ると姿見と勘違いしてしまうかもしれない。

			「え、ええ……怖くて下を見れないです」

			　視線を上げれば、向かいのホテルの複数の窓に人影が映っていた。

			（あっちのホテルの窓も大きい……でも、これだけ離れてれば、部屋の中まではっきりとは見えないわよね。でも……なんかやだわ）

			　気まずげに唇を歪め、カーテンを閉めて窓際から離れる。

			「何か飲みます？」

			　振り返ると、俊一はいつの間にか上着を脱ぎ、ネクタイもほどいていた。

			「いえ、けっこうです。カクテルを飲んで、酔いがちょっと回っちゃって……」

			　言い終わらぬうちに彼は真剣な表情で近づき、麻衣子の顔から笑みが消えた。

			「会いたかったですよ」

			「わ、私も」

			「一日中、あなたのことばかり考えてしまって」

			「……あぁっ」

			　男の放つ言葉が心に沁み入り、胸の内にひた隠していた女が顔を覗かせる。そっと抱きしめられただけで、守られているような幸せな気分になった。

			　樫の葉にも似た匂いにうっとりし、目を閉じてキスを待ち受ける。

			「ン、ふぅ」　

			　唇が重なると、鼻から甘ったるい吐息が抜け、熱い情動が内からほとばしった。

			　髪の毛に続いて背中を優しく撫であげられ、腰が勝手にくねりだす。

			　下腹に押しあてられた強ばりの感触に胸が騒ぎ、官能のほむらが揺らめいた。

			「ふっ、ンっ、ふぅぅっ」

			　体液と粘液をひたすら交換し、互いの思いを確かめ合ったところで唇がほどかれる。

			「こっちに来てください」

			「……あ」

			　俊一は手首を掴み、麻衣子をベッドに連れていった。

			　ベッドカバーとブランケットを剥ぎ取り、シーツの上に押し倒される。

			「きゃっ」

			　覆い被さってきた彼は再び情熱的なキスを仕掛け、身体がピタリと密着し、服の上からでも熱い体温を伝えた。

			「ま、待ってください」

			「……ん？」

			「メガネを外しますから」

			「いいですよ、そのままで。私、メガネをしてる女性が好きなんです」

			　耳に吐息を吹きかけられただけで、女の悦びに身が震える。

			　この二週間で性感が発達したとは思えなかったが、乳首は硬くしこり、青白い性電流が絶えず背筋を駆け抜けた。

			「ああ、この瞬間をずっと待っていました」

			　俊一は甘い言葉を囁き、背中に回した手でワンピースのファスナーを引き下ろす。

			　まったりした感覚に陶酔する一方、麻衣子は戸惑った。

			　家を出る前にシャワーは浴びてきたが、すでに四時間は経っており、汗臭いのではないかという思いに心が乱れる。

			（ま、まさか、このまま……しないわよね）

			　一刻も早く汗を流したかったが、俊一は当然とばかりにワンピースを肩から下ろしていった。

			「あ……だめ……だめです」

			「ん、どうしてですか？」

			「シャワー……浴びさせてください」

			　泣き顔で懇願すると、男は涼しげな笑みを浮かべて首を横に振った。

			「それまで我慢できないですよ。今は、少しの時間でも惜しいんです」

			「そ、そんな……あっ、ンっ」

			　またもや唇を奪われると同時に手を掴まれ、股間の膨らみに導かれる。彼の言葉どおり、牡の証はすでに限界まで張りつめていた。

			　硬直と化した怒張の感触に、性感がボーダーラインを飛び越え、自制心がゆっくり突き崩される。

			　俊一はワンピースを脱がせる合間、器用にもブラジャーのホックを外した。

			「あぁ、いやっ」

			　身をよじって拒絶の姿勢を示すと、彼は身を起こし、ライトグレーの布地を足元から抜き取った。

			「あ、は、恥ずかしいです」

			　この日の麻衣子は服ばかりでなく、下着も新品を購入していた。

			　淡いピンクのブラとショーツは縁にフリルをあしらい、全面レース仕様の代物だ。

			　派手ではないかとギリギリまで迷ったのだが、魅力的な自分を見せたいという女心には勝てなかった。

			「よく見せてください」

			　腕で胸を隠し、片足をくの字に曲げてＶゾーンを隠す。俊一は正座の状態から、目をらんらんと光らせた。

			「おぉ、今日はひと際エロチックな下着じゃないですか。私のために、身に着けてくれたんですか？」

			「そ、そういうわけじゃ……」

			「ちゃんと見せてくださいよ」

			「その前に、シャワーを浴びさせてください」

			「シャワーを浴びてから下着をまた穿くなんて、おかしいじゃないですか」

			「だって、それじゃ……あ」

			　俊一は抱きつきざま首筋に唇を這わせ、麻衣子は泡を食った。

			「あ、や、やめてください。汗を流させて……あ、ンっ」

			「あぁ、麻衣子さん」

			　俊一はかまわず、分厚い舌で首筋から鎖骨をペロペロ舐めまわす。

			　それにしても、これまで紳士的だった男が部屋に入るや、突然豹変するとは。

			　激しく動揺しながらも、なぜか胸がドキドキし、性的な昂奮はまったく衰えない。

			　陰裂から花蜜がしとどに溢れだし、麻衣子はことさら焦った。

			　胸はいまだにガードしていたが、下腹部はほぼ無防備な状態なのだ。

			　案の定、俊一は女の園に狙いを定め、背中に回した手をヒップに下ろし、ショーツの上縁から指先を潜りこませた。

			「あっ、だめですっ」

			　慌てて制そうとしたものの、しなやかな指はひと足先に股ぐらに忍びこみ、縦溝に沿って突き進む。すかさずクリットを爪弾かれた瞬間、快感のパルスが炸裂し、麻衣子は身を仰け反らせた。

			「ン、ひっ!?」

			　くちゅくちゅと淫らな擦過音が響き、秘園はすでに大量の愛液で潤っているのは明らかだ。

			　指がスライドを繰り返すたびに性電流が身を焦がし、いやが上にも身体から力が抜け落ちていった。

			（あ、あ……嘘、すぐにイッちゃいそう）

			　二週間のあいだに欲求が臨界点まで溜まっていたのか、それともお姫様気分のシチュエーションに酔わされたのか。

			　いずれにしても性感は天井知らずに上昇し、全身がふわふわした感覚に包まれた。

			「すごいや……こんなに濡れて。クリちゃんも、しこり勃ってるじゃないですか。麻衣子さんて見かけによらず、スケベな人だったんですね」

			　言葉でなじられると、性的な昂奮はなおさら増し、悦楽の火の玉が中心部で駆け巡る。敏感な箇所を責められてから三分と経たず、麻衣子は性の頂にのぼりつめた。

			「くっ、くっ、くふぅっ」

			　快楽の高波に呑みこまれ、ヒップが大きくわななく。

			　絶頂を悟ったのか、俊一はショーツから手を引き抜き、上体を起こしながら小さな息を吐きだした。

			　甘い余韻が延々と続き、憑きものでも取れたかのように身も心も軽くなる。

			　紛れもなく、肉体は男を迎え入れる準備を整えているのだ。

			　俊一が服を脱ぎ捨てていることさえ気づかず、麻衣子は法悦のど真ん中にどっぷり浸っていた。

			　　　　　３

			　どれくらい、意識を朦朧とさせていたのか。

			　ショーツを下ろされている感覚に、麻衣子はようやく我に返った。

			「あ……だめです」

			「だめって、裸にならなきゃ、あなたを抱けませんよ。さ、ブラも取って」

			　全裸の俊一にドキリとし、身をくの字に曲げて縮ませる。

			　我慢できないとは言っていたが、血気盛んな若い男性ではあるまいし、抑えが利かないはずがない。

			　もとより、シャワーを浴びるつもりはなかったとしか思えなかった。

			　無理やり剥ぎ取ったショーツとブラジャーをベッドの端に放り投げ、俊一が獣のごとく迫り来る。

			　股間の中心から聳え立つ怒張は目に入らず、今は羞恥心だけに苛まれた。

			　胸と股間を手でガードするも、彼は指先を股の付け根に侵入させようとする。

			「あ、やっ」

			　身をひねって不埒な手から逃れたところで、俊一は再び正座の状態から苦笑した。

			「今日は、やけに頑なですね」

			「だって、明かりだってつけっぱなしだし……」

			「恥ずかしいんですか？」

			「恥ずかしいです。せめて、照明を暗くしてください」

			「真っ暗にしたら、あなたの美しい裸が見られないじゃないですか。さ、こっちを向いて」

			　いくら懇願されても、これだけは請け負えない。ひたすら身を丸めていると、やっとあきらめてくれたのか、小さな溜め息が聞こえた。

			「わかりました。お望みどおりにしますよ」

			　大きな手がヘッドボードに伸び、室内の照明が絞られる。

			「これぐらいで、どうですか？」

			「……もう少し」

			　薄暗くなったところで気持ちがやや落ち着いたものの、俊一はなぜかヘッドボードに手を伸ばし、テレビのリモコンらしき器具を手に取った。

			（……え？）

			　怪訝な視線を送るなか、スイッチが何度か押され、テレビの画面が明るくなる。彼はリモコンを元の位置に戻すや、ブランケットを手に取り、麻衣子の背後に寝転びながら柔らかい布地を肩まで覆い被せた。

			「これなら、全然恥ずかしくないでしょ？」

			「え、ええ」

			「少しは、恋人気分を楽しみましょう」

			「……はい」

			　ホッとはしたものの、なぜテレビをつけたのか、気にかかる。

			（画面、真っ白なままだけど、どういうことかしら？）

			　少なくても、テレビ番組を視聴する気はないようだ。眉をひそめた直後、俊一がぴったり寄り添い、ぬっくりした体温が肌を通して伝わった。

			　まったりした触れあいが心の安定を与える頃、テレビ画面に映しだされた映像に、目がみるみる見開いていく。

			（あっ、あっ、あっ）

			　女性が男根を咥えているシーンが視界に入り、心臓の鼓動が一気に跳ねあがった。

			　わざわざテレビをつけたのは、いかがわしい動画を再生させるためだったのだ。

			「あのテレビはＤＶＤ再生機能付きなんです。あらかじめエロビデオをセットしておいたんですが、どうです？　六十インチの画面、すごい迫力でしょ？」

			「あ、あ」

			　無修正はもちろん、アダルトビデオの観賞すら初めての経験で、いやでも目が釘づけになった。

			『ンっ、ンっ、ンっ、はふぅっ』

			　見るからに艶っぽい女性は鼻からくぐもった吐息をこぼし、ぐっぽぐっぽっと、ペニスをおいしそうに舐めしゃぶる。

			　ビンビンにしなった怒張は大量の唾液で濡れ光り、淫靡なことこのうえなかった。

			　顔を左右に揺らし、頬を窄めて吸引する口戯にはただ目を見張るしかない。

			　全身の血が逆流し、知らずしらずのうちに口から湿った吐息が放たれた。

			　俊一は麻衣子の手を掴み、当然とばかりに自身の逸物に導く。そっと握りこめば、極限まで張りつめたペニスが激しい脈動を打った。

			　彼はさらに背後から手を伸ばし、腕の隙間から指先をすべりこませる。

			　硬くしこった乳頭を転がされると同時に子宮の奥がひりつき、再び愛液が秘肉の狭間から溢れでた。

			（あぁ……いやっ）

			　テレビ画面の中の女性は飢えた獣のように剛直を貪り味わい、男性の喘ぎ声が高みを帯びていく。

			『お、おおっ……気持ちいいぜ』

			『ンっ、ふンっ、ンふぅぅ』

			『はあふう、も、もう我慢できないよ』

			　ペニスが口から抜き取られると、女は大股を開いてベッドに寝転び、すかさず男がぱっくり開いた女芯にかぶりついた。

			　ナメクジを思わせる舌が、発達した陰唇とクリトリスをベロベロ舐めあげる。女性は細眉をたわめ、肉厚のヒップをさも狂おしげにくねらせた。

			『あぁあぁっ……いい、もっと、もっと舐めて……ン、はぁぁあぁっ』

			　甲高いよがり声が耳朶を打つたびに、自分がされているような錯覚に陥る。

			　無意識のうちに生唾を飲みこめば、俊一の指は下腹部に向かい、股間を隠す手の隙間から潜りこんだ。

			「ン、ふっ！」

			　にちゃっという音に続き、繊細な動きを見せる指先が性感ポイントを撫でまわす。

			　触れるか触れぬ程度の力加減でクリットをあやされ、性感がゆったりした上昇カーブを描いた。

			（あ、あ、やっ……き、気持ちいい）

			　意識せずとも腰がくねり、もどかしい思いが牝の情欲を目覚めさせる。

			　ＤＶＤの映像は、相変わらず淫靡なシーンを圧倒的な迫力で流しつづけていた。

			　男優が仰向けに寝転がり、女優が舌なめずりしながら腰を跨ぐ。

			　麻衣子には背面騎乗位の知識はなく、女が大股を開いて上になる体位にただ驚嘆するしかなかった。

			『そのままヒップを落として』

			『ン……ン、ンぅ』

			　極太の肉茎が陰唇を割り開き、膣内に埋めこまれていく。

			　ペニスが根元まで埋没すると、女優はＭ字開脚の体勢からヒップを打ち下ろし、バツンバツンと肉の打音がスピーカーから鳴り響いた。

			『ああっ、いい！　突いて、下から突いてっ！』

			　言われるがまま、男優が猛烈な勢いで腰を振りたて、剛槍が膣への抜き差しを繰り返す。男性器は瞬く間に愛液でぬめり返り、牡と牝の淫臭が画面を通して匂ってくるようだった。

			（あぁ……す、すごいわ）

			　汗まみれでまぐあう二人の姿に触発され、体温もぐんぐん上昇しはじめる。

			　俊一がいきなり迫ってきたのも、途中でアダルトビデオを鑑賞させたのも、性感を高めさせるための計画だったに違いない。

			　彼の目論見どおり、昂奮のボルテージは怯まず、麻衣子は自分でも気づかぬうちにペニスを握りこんだ手をスライドさせていた。

			「おぉ、気持ちいいですよ。はあふう、はあっ」

			　彼もまた、異様な状況に昂奮しているのだろう。荒々しい吐息が耳にまとわりつき、カウパー氏腺液が溢れているのか、指に粘っこい液体が絡みついた。

			　それでも、俊一は決して苛烈な刺激を与えてこない。

			（はっ、はっ……やぁぁ）

			　ゴールの見えない焦燥感に追いたてられ、クリットを押しつけようと恥骨を迫りだすも、指先は心憎い距離を保ち、望んでいた快楽は少しも得られなかった。

			　動画の中の男女の行為は佳境に入り、充血した強ばりが目にもとまらぬピストンで膣肉をほじくり返す。

			『ああっ、イクっ、イッちゃう、イッちゃう！』

			　女優の視線は虚空をさまよい、エクスタシー間近を迎えているのは明白だった。

			　逞しい牡の肉が膣の奥をドシンと小突き、金切り声が室内に反響する。

			『いやっ！　イクっ！　イクイクっ、イックぅぅぅっ!!』

			　彼女が大口を開けて天を仰いだあと、愛液をべったりまとわせたペニスが膣から抜き取られた。

			『うおぉぉっ！　俺もイクぞっ』

			　剛直がビクビクと引き攣るなか、女は虚ろな表情でヒップを男の首にまで移動させ、前屈みの体勢から怒張をしごきたてる。

			　ほっそりした指先が雁首を強烈にこすりあげた瞬間、鈴口から濃厚なエキスがほとばしった。

			　彼女はどろどろの粘液を顔に浴び、噴出を繰り返す男根を口腔に招き入れる。

			（う、嘘、いやぁ）

			　獣としか思えぬ振る舞いに仰天する一方、身体の疼きは極限に達し、麻衣子は映像の中の女性とシンクロするかのごとくペニスをしごきたてた。

			　おねだりするように、はたまたその気にさせたいあまり、無我夢中で肉幹に刺激を与えていく。

			「はあはあ、そ、そんなにしごいたら、イッちゃいますよ。いいんですか、出しちゃっても？」

			「あぁっ」

			　性欲の暴風雨が全身に吹き荒れ、まともな思考が働かない。

			　彼の言葉が耳に届いても、手の動きは止まらず、今の麻衣子は完全に盛りがついていた。

			「だ、だめですよ」

			「ン、ふぅ」

			　背後から唇を奪われ、堪えきれぬ淫情が器から溢れだす。

			　舌を激しく吸いたてると、彼の指先にようやく力が込められ、クリットをグリグリこねまわされた。

			「はっ、ンはぁあぁぁっ！」

			　待ち焦がれていた強大な快感が津波のごとく押し寄せ、恥骨を前後に振りたてる。

			　不埒な指が縦横無尽に蠢き、脳幹で白い火花が八方に飛び散る。

			（ああっ、ふぅ、イクっ、イッちゃう！）

			　めくるめく桃源郷に飛びたとうとした刹那、指は無情にも性感ポイントから離れ、煮え滾った情欲が冷や水を浴びせられたように鎮火した。

			（あっ……いや、いやぁぁっ）

			　身体を反転させ、恨めしげな眼差しを送るも、快感は得られない。

			「だめですよ。さっきはあなたの言うことを聞いてあげたんですから、今度はこちらの言い分を聞いてくれないと」

			　俊一はブランケットをはねのけ、床に下り立つや、股間をグイと突きだした。

			　男優に勝るとも劣らぬ巨大なペニスが目の前でしなり、女芯がピリリと疼く。喉をコクンと鳴らすなか、経験豊富な男性は不敵な笑みを浮かべつつ口を開いた。

			「しゃぶってください」

			「はあはあ」

			「エロビデオ、真剣な顔をして観てたでしょ？　あれと、同じようにしてください」

			「……え」

			　目の前でいななくペニスに恥じらいながらも、逞しい昂りに視線をチラチラ向けてしまう。

			　情欲はいまだに収まらず、愛液の湧出も止まらないのだ。

			　言われたとおりにペニスを口に含めば、願いを叶えてくれるのだろうか。

			　もちろんためらいはあるし、動画の中の女優のような手慣れた口戯はできない。

			　それでも好奇心は抑えられず、上目遣いに反り勃つ棍棒を注視した。

			「さあ、やってみてください」

			　俊一は腰に両手をあてがい、一歩踏みだして怒張を突きだす。麻衣子は身を起こし、正座の状態から唇を舌先でなぞりあげた。

			「最初から、無理しなくていいですからね。ソフトクリームを舐める感じで、やってみてください」

			　緊張の面持ちで身を屈め、震える手を伸ばしてペニスに指を絡める。

			　顔をゆっくり近づけた瞬間、ソープの香りが漂い、麻衣子は怪訝な顔から鼻をひくつかせた。

			（シャ、シャワーを浴びてるんだわ）

			　俊一はデートの前にこの部屋に来ており、そのときに汗を流したのだろう。

			（ずるいわ。私には浴びさせなかったのに）

			　ムッとする一方で、清めた男性器なら抵抗感は少なからず和らぐというものだ。

			　今さら拒否する度胸もなく、麻衣子は仕方なく赤褐色の亀頭に唇を寄せていった。

			　舌を申し訳程度に差しだし、テカテカしたグランスをそっと舐めあげる。

			　さほどの匂いも味もなかったが、すぐさま牡のムスクが立ちのぼり、獣じみた匂いに脳幹がジンジンと疼いた。

			　今度は唇で先端を挟みこみ、舌先で鈴口をためらいがちに這い嬲る。とたんに苦味としょっぱさが口中に広がるも、なぜか不快な思いは生じない。

			　それにしても、まさか自分がペニスを口に含もうとは、二週間前までは考えられなかったことだ。

			　飴玉を舐めるように先端に刺激を与えていると、俊一はさらに腰を迫りだした。

			「さあ、口の中に入れてみてください」

			「あ、ンっ、ぷふうっ」

			　口が強引にこじ開けられ、肉棒が口腔に埋めこまれていく。

			（あ、ンうぅ……大きいわ。唇の端が裂けちゃいそう）

			　息苦しさも尋常ではなく、ぬるぬるした感触に顔をしかめるも、彼は決して無茶なことはしなかった。

			　ペニスを中途まで挿入したところで腰を引き、軽い律動を繰りだしながらフェラチオの仕方をレクチャーする。

			「麻衣子さんも、顔をスライドさせてください。唾をたっぷりまぶして……そう、そうです。ああ、気持ちいいですよ」

			　指示どおりに首を前後に打ち振り、男根を唾液まみれにしていく。

			　じゅぷっ、じゅぷっ、ぢゅちゅちゅちゅっ！

			　空気混じりの唾液の音が鳴り響き、口腔への出し入れを繰り返せば、ふしだらな気持ちが脳裏を占めはじめた。

			　俊一は手を伸ばし、乳頭を指でつまんでクリクリとこねまわす。

			「ン、ふぅぅっ」

			　ただでさえ焦らしに焦らされ、性感は崖っぷちまで追いこまれているのである。

			　許されることなら股の付け根に手を伸ばし、ひりつく女芯を自ら慰めたかった。

			（ああ、ほしい……ほしいわ）

			　口の中をいっぱいに満たす怒張に酔いしれ、微かに残っていた嫌悪も霧のように消え失せる。胴体に唇をすべらせ、懸命な口唇奉仕を繰りだせば、俊一の太腿が小刻みな痙攣を始めた。　

			「む、むむっ」

			「ンっ、ンっ、ンっ！」

			　鼻から抜ける吐息を小気味よくスタッカートさせ、柔らかい唇の裏側で雁首をこすりあげる。

			　牝の本能の為なせる業か、律動のたびに縫い目を舌でチロチロとなぞりあげる。

			「お、おおっ、これは……驚いた。初めてのフェラで、ここまで気持ちよくさせてくれるなんて」

			　賞賛の声が高揚感を与え、気をよくした麻衣子はヘッドバンギングさながら顔をスライドさせた。　　

			　口の中でぷちゅんと跳ねた唾液が、口唇の端から溢れだす。顎からつららのごとく垂れ滴るも、意に介さず男根に刺激を注入していった。　

			「はあふう、ん、むうっ」

			　俊一は肩で息をしだし、切迫した吐息を途切れなく放つ。やがて肉槍が微かな脈を打ちはじめる頃、頭を掴まれ、淫らな奉仕を強引にストップさせた。

			「はあぁっ……あなたは、やっぱり最高の女性ですよ」

			「あ……ンっ」

			　分厚い胸が覆い被さり、ベッドに仰向けに寝転ぶ。乳房をギュッギュッと揉みしだかれ、乳頭を舌先で上下左右に舐め転がされる。

			「はっ、はっ……挿れて……挿れてください」

			「お望みどおりに挿れてあげますよ。さ、足を広げて」

			「あ、あぁ」

			　照明を絞ったとはいえ、大股を広げるのはやはり恥ずかしい。それでも情欲は待ったなしに男を欲し、麻衣子は秘園を片手で隠しながら両足を開脚した。

			　俊一は身を起こして剛直を握りしめ、肉刀の切っ先を手の真下に潜らせる。

			　宝冠部が恥割れにあてがわれ、先日同様、またもや巨大な圧迫感が下腹部を覆い尽くした。

			（あ、あ……やっぱり、きついわ）

			　二度目の情交でも、雁首は膣口を容易にくぐり抜けない。

			「く、くふぅ」

			「もう少し、力を抜いてください。二週間も経ってるんだから、それほど痛くはないはずですよ」

			　無駄な力が入っていたのか、意識的に脱力したところで肉棒が埋めこまれ、こぶ状に浮きでた静脈が膣壁をこすりあげた。

			「ン、ひっ!?　は、はあぁあぁぁっ！」

			　勇ましい牡の証は蜜壺を突き進み、子宮口をガツンと叩きつける。

			　結合が完了した瞬間、一条の光が身を駆け抜け、麻衣子は呆気なくオルガスムスに導かれた。

			　　　　　４

			　

			　アクメの余韻に浸る間もなく、俊一は延々と膣肉を抉りたてた。

			　正常位から座位、横臥の体勢からのバック責めと、汗まみれで絡み合う。経験豊富な大人の男性は射精にまで至らず、麻衣子の身体を貪りつづけた。　　

			「はあふう、こんなに昂奮したのは初めてです。まだまだ、こんなものじゃ終わりませんよ」

			「……あ」

			　身体が抱えあげられ、今度は騎乗位の体勢に取って代わる。

			　先ほどの動画の光景が脳裏をよぎり、麻衣子は苦悶の表情で身をくねらせた。

			「はあはあはあっ」

			　極太のペニスで膣壁を執拗にこすられ、熱い吐息が間断なくこぼれる。

			　すでに軽いアクメには何度も達しており、様々な角度から肉洞を攪拌かくはんされ、今や完全なる悦楽の虜と化していた。

			　こなれはじめた媚肉が男根に絡みつき、怒張が抜き差しを繰り返すごとに性感が開発されていく。それでも俊一は激しい律動には移行せず、煮え滾った淫情はボーダーラインを行ったり来たりするばかりだった。

			「い、ひぃぃぃンっ」

			　突然の猛烈ピストンに期待感が高まるも、俊一は十往復ほどで腰の動きを止める。

			　意識が朦朧とし、虚ろな視線が宙を舞った。

			　五感が麻痺し、半開きの口から涎がこぼれ落ちそうだった。

			　余計な力はすっかり抜け落ち、今はひたすら巨大な快感を待ち受けるも、さざ波ピストンは麻衣子の焦燥感を限界まであおる。

			（あ、あ、も、もう……おかしくなっちゃう）

			　媚びた眼差しを向け、ヒップを微かにくねらせたが、心の内を見透かされているのか、俊一は余裕の表情で仰ぎ見るだけ。今度は寝そべったまま、ピクリとも動こうとしなかった。

			「ああ、ああっ、やあぁっ」

			　少しでも快感を得たいがために、恥骨を前後に振りたてる。それだけでも十分気持ちはいいのだが、期待していたものには程遠く、もどかしげな思いが身を焦がした。

			「ふふっ、いやらしい顔だ。ほっぺが真っ赤ですよ」

			「ン、ふわぁっ」

			　俊一は乳房を手のひらで引き絞り、しこり勃った乳首がくびりでる。たったそれだけの行為で腰がぶるっと震え、口から甘ったるい嬌声が放たれた。

			「ああ、あぁっ、あぁン」

			　さらにヒップを揺すれば、陰核が下腹にこすれ、性感が再び上昇気流に乗りだす。

			　顔をくしゃりと歪めたところで、俊一は含み笑いをこぼした。

			「あれ？　自分から腰を振っちゃうんですか？」

			「あ……やっ」

			　肉悦に代わって羞恥心が込みあげ、口元に手を添えて身をくねらせる。とたんに剛直が砲弾のごとく撃ちこまれ、背筋に火柱が走ると同時に全身が浮きあがった。

			「ン、はぁぁあぁっ！」　　

			「とても二度目とは思えない反応ですね。もう、百戦錬磨の熟女と変わりませんよ」

			「そ、そんなこと……」

			「痛みはまったくない、と見ていいわけですね？」

			「は、はい」

			「いや、よかった。これでも、ずっと遠慮してたんですよ」

			　俊一はそう言いながら身を起こし、両手を腰に回す。そして抱きかかえる恰好で身を回転させ、床に足を下ろした。

			「あ……」

			　再び座位からの抽送で、快楽を与えてくれるのか。

			　期待感に胸を弾ませた瞬間、彼はベッドから腰を上げ、部屋の奥に向かってゆっくり突き進んでいった。

			（え？　いったい、何をするつもりなの？）

			　不安の影が忍び寄るも、今の自分にはどうすることもできない。

			　窓際に達すると、俊一は膣からペニスを抜いて言い放った。

			「後ろを向いてください」

			「あ、あの……」

			「後ろから挿入する体位があるのは、知ってますよね？　本格的なバック責めは、まだしてませんからね」

			　後背位なら、ベッドでも可能なはずだ。

			　なぜ、何もない部屋の隅に連れてきたのか。目的が理解できず、麻衣子は困惑顔で口を引き結んだ。

			「さ、早く」

			「……あンっ」

			　強引に身を転回させられ、両手を広げてカーテン越しの窓に両手をつく。

			「そのまま、お尻を突きだすんです」

			　臀裂の下方からいきり勃つ男根が潜りこみ、いまだに愛液で濡れそぼつ陰唇をミリミリと押し広げた。

			　路のついた膣道は張りつめた亀頭冠を容易に招き入れ、鋼の蛮刀をさほどの抵抗もなく受けいれる。

			「ン、ふっ!?」

			　肉根は瞬時にして膣奥まで埋没し、鎮火しかけた性感が息を吹き返した。　　

			「おっ、おっ、チンポをすごい力で締めつけてくる。バックからのセックスは、これがいいんですよね」

			　確かに両足を閉じて立っているせいか、ペニスが与える圧迫感はベッド上での情交とは比較にならない。

			　鉄の棒を差しこまれたような感覚に息を詰まらせた刹那、ヒップをがっちり抱えこまれ、大きなストロークのピストンが繰りだされた。

			「ンっ、ひっ!?」

			　バチンバチーンと恥骨が双臀を高らかに打ち鳴らし、身体が激しく前後する。麻衣子は天を仰ぎ、待ちに待った荒々しい抽送に黄色い声を張りあげた。

			「あっ、やっ、やぁあぁああぁっ！」

			「すごいです。チンポが入ってるとこも、お尻の穴も丸見えですよ！」

			「み、見ちゃだめです……ンっ、はっ！」

			　俊一は臀部でんぶをグリンと回転させ、はたまた八の字を描きつつ、男根で膣肉をほじくり返す。

			　イレギュラーな動きが峻烈な快感を肉体に吹きこみ、性感があっという間にリミッターを振り切った。

			　大量の淫蜜がぐっちゅぐっちゅと淫靡な音を奏で、結合部から溢れこぼれる。

			「ああっ、ああっ、やぁあぁっ！」

			「やあ、じゃなくて、気持ちいいでしょ？」

			　俊一は上ずった口調で呟き、腰をいちだんとしゃくりあげた。

			「ンっ、ひっ！」

			　長大な逸物が猛烈な勢いで膣内粘膜をこすりたて、亀頭の先端が子宮口をこれでもかと叩きつける。

			（あ、あ……イ、イキそう）

			　膝に力が入らず、やや内股の姿勢から必死に堪えるも、絶頂を迎える瞬間が刻一刻と近づき、白い肌がおびただしい量の汗でぬめり返った。

			　腰椎が甘く痺れ、激情の嵐が襲いかかる。

			（イクっ、イックぅぅ）

			　媚肉が収縮を開始し、上体を弓なりに反らせた瞬間、麻衣子は天地がひっくり返るような驚きに目を見開いた。

			　俊一が後方から手を伸ばし、カーテンを素早く開け放ったのである。

			（あっ!?）

			　心臓が止まりそうな衝撃とともに、凄まじい恐怖心に見舞われる。

			　前方に面したホテルに続き、窓の向こう側に佇む人影が視界に入ると、麻衣子は甲高い声をあげ、引き攣った顔を慌てて伏せた。

			「い、やぁあぁああぁっ！」

			「ははっ、びっくりしなくても大丈夫ですよ」

			「やめて、やめてください」

			「真向かいのホテルとは百メートルも離れてるんですから、こっちの顔なんて見えやしません」

			「だって、だって！」

			　顔までは確認できなくても、何をしているのかはわかるはずだ。

			　キスぐらいならまだしも、二人とも全裸の状態で絡んでいるのだから、冷静になれるはずがない。

			　麻衣子は身体をくの字に曲げ、顔を隠そうとしたが、窓は膝下まであるので、しゃがみこんだところで意味はなさない。それがわかっていても膝が折れ、いやが上にも腰が沈みこんだ。
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			　こちらの行動などお見通しなのか、俊一はウエストに指を食いこませ、ヒップを強引に引きあげる。

			「あ……やっ、やっ」

			「そんな恥ずかしがらないで、見せつけてやりましょうよ。あれ……あそこの部屋、女子会でもしてるのかな？　若い女の子たちが、こっちをじっと見てますよ」

			「やぁぁっ」

			　顔が火傷しそうなほど熱くなり、目を背けて現実逃避する。この時点で、俊一がこの部屋をリザーブした意味が理解できた。

			　メガネを外させなかったのも、向かいのホテルの様子をはっきり見させるためだったのだろう。

			「私の視力は、二・〇ですからね。かなり、よくわかるんですよ。ほら、見てごらんなさい」

			「や、やです……あ」

			　突然、排泄口に違和感が走り、ギョッとして肩越しに振り返る。

			　俊一は尻肉を割り開き、禁断の箇所に押しつけた指先をくるくると回転させた。

			　窓際の露出プレイですら驚天動地の出来事なのに、さらに倒錯的な行為を仕掛けてこようとは……。

			　まさしく前門の虎、後門の狼だった。　　

			　嫌悪から後ろ手を伸ばして制そうとするも、力がまったく入らない。

			「指に唾をたっぷり塗ったから、痛くはないでしょ？　さあ、顔を上げて前を見てごらんなさい」

			「いやです。お願いします……やめてください」

			「駄々をこねるなら、お尻の穴に挿れちゃいますよ」

			「ン、ふっ！」

			　アヌスを使用したプレイの知識はあったが、麻衣子にとってはバージンを喪失してから二度目の交歓なのである。

			　素直に受けいれられるはずもなく、顔を左右に振って拒絶の姿勢を示す。やがて指先が裏の花弁をミリミリと広げ、えも言われぬ戦慄に鳥肌が立った。

			（あ、あ、やぁあぁっ）　

			　括約筋を引き締めたものの、指は無情にも肛穴をかいくぐり、腸内を突き進んでいく。予想だにしない事態の連続に思考回路がショートし、舌がもつれて、まともな言葉が出てこない。

			「痛くないでしょ？」

			　確かに疼痛はなかったが、違和感は尋常ではなく、今はただ身を硬直させるばかりだ。それにしても、二度目の逢瀬でこんな目に遭わされるとは思ってもいなかった。

			　四十路を過ぎた中年男は、もはや普通のセックスでは満足できないのか。それとも、元から変態的な嗜好を持ち合わせていたのか。

			　ＳＮＳの出会いには大きなリスクもあり、やはり最初から無理があったのかもしれない。後悔の念が頭を掠めた直後、指が軽やかなスライドを始め、肩がビクリと震えた。

			「あ、あ……やぁぁっ」

			　指腹が腸内粘膜をこすると同時に排泄時の感触が走り、麻衣子は顔をしかめて嗚咽を洩らした。

			「あ、あぁ……出ちゃう、出ちゃう」

			「ははっ、出やしませんよ。そう感じるだけです。気持ちいいでしょ？」

			「ン、ふぅ」

			　指がスライドを繰り返すたびに違和感は失せていき、彼の言葉どおり、なぜか快感にも似た気持ちが込みあげる。

			「あ、やっ、やっ」

			　認めたくないと思う一方、肉悦は徐々に高みを帯び、抵抗感や緊張感は自然と抜け落ちていった。

			「おおっ、すごい。膣のあいだから、大量の愛液が出てきましたよ」

			　ペニスは挿入されたままなので、そんなはずはない。わかってはいても、女芯が再び疼き、膣襞の狭間から淫蜜が湧出しているのは紛れもない事実だった。

			（ああ、どうして……どうして）

			　アヌスを責められて感じてしまうとは、変態そのものではないか。

			　かぶりを振って抗おうとするも、指のピストンはますます苛烈さを増し、青白い性電流も脊髄を駆け抜けはじめた。

			「ンっ、ふっ、ふっ」

			　律動のピッチに合わせてリズミカルな吐息を放てば、全身の細胞が快感の渦に巻きこまれる。

			「おやおや、お尻の穴がこなれてきましたよ。麻衣子さんは、お尻でも感じる人だったんですね」

			「あ、あ……ンふわぁぁっ」

			　腸内の奥まで埋没した指が一気に引かれた瞬間、強大な性電流が身を貫き、麻衣子は上体を起こして悦の声を放った。

			（……あっ）

			　向かいのホテルが視界に入り、一瞬、背筋が凍りつく。

			　複数の窓に人影が張りつき、こちらの倒錯的なプレイを注視しているかに思えた。

			　驚いたことに、自分らと同じく、立ちバックからまぐわっている者までいる。

			　見知らぬ男は手を大きく振り、明らかに覗き見されている状況を楽しんでいるようだった。

			（嘘っ、嘘よ……こんなことって）

			　額に脂汗を滲ませたところで肛穴から指が引き抜かれ、再び怒濤のピストンが開始される。ぶり返した理性は瞬時にして砕け散り、巨大な肉悦が内から逆巻きながら迫りあがった。

			「い、ひぃぃぃぃっ！」

			「おおっ、あそこがぐちゅぐちゅだ。チンポが蕩けそうですよ！」

			「ひっ!?」

			　尻肉を割り広げられ、充血の昂りが執拗な出し入れを繰り返す。結合部から卑猥な破裂音が鳴り響き、脳幹が性感一色に染められる。

			　意識が混濁する頃、さらなる驚愕が襲いかかった。

			　背後から両足を抱えあげられ、全身がふわりと浮きあがったのだ。

			「あ、あああっ」

			「そこに、足をかけてください」

			　窓はくり抜いた壁の奥、十センチほど先にはめ込まれており、俊一は麻衣子の足の裏を桟の上に乗せてから手に力を込めた。

			「やっ、やっ、だめ！」

			　両足が徐々に割り開き、あられもない姿がさらけ出される。

			　秘園を遮るものは何もなく、身が裂かれそうな羞恥に自尊心が崩壊した。

			「さあ、麻衣子さんの破廉恥な姿、たっぷり見てもらいましょうね」

			「いやぁあぁぁっ！」

			　絹を裂くような声をあげた直後、猛々しいピストンが再開され、麻衣子は本能と理性の狭間で悶絶した。

			　ヒップの重みが影響しているのか、肉の砲弾がドシンドシンと子宮を響かせる。

			　こんな非人道的な行為は、絶対に認めたくない。

			　想定外の展開を受けいれられず、懸命に顔を背けるも、快感はとどまることを知らずに上昇し、やがて分水嶺を越えて悦楽へと溢れだした。

			「あらら、みんな窓に張りついて、こっちを見てますよ」

			「く、くっ」

			「どうですか？　おマ〇コにチンポが出たり入ったりしてるとこ、他人に見られてる気分は？」

			「ン、はっ！」

			　俊一は腰を蒸気機関車の駆動のごとく回転させ、膣肉を延々と抉りまわす。

			「あっ、あっ、あっ」

			　常識やモラルという鎧にヒビが入り、隙間から牝の淫情がほとばしった。下腹部の打ち震えが全身にまで伝播し、七色の光が脳裏で瞬きはじめた。

			　ふしだらな恰好を、他人の目に晒している事実が信じられない。

			　異常とも思えるシチュエーションがさらなる昂奮を呼び、生真面目な女性のストッパーを弾き飛ばした。

			（あ、嘘……イッちゃう、イッちゃう）

			　絶頂の兆しに怯え、奥歯をギリリと噛みしめるも、快楽の暴風雨は微かに残った理性を呑みこんで吹きすさぶ。

			「あぁ、やぁ、やぁぁっ」

			「むむっ、いいっ、私も我慢の限界ですよ！」

			「くはっ！」

			　腰のシェイクがいちだんと高まり、極太の逸物が蜜壺の中で縦横無尽に跳ね躍る。

			（ああ……も、もう……だめっ）

			　雄々しい波動が子宮口を刺し貫いた瞬間、自ら悦楽の奔流に身を委ねた。

			「おおっ、イクっ、イキそうだ！　このまま、中に出してもいいですか!?」

			　俊一の言葉が耳に入らず、官能の頂点を極めていく。

			（イクっ……イクっ、イックぅぅぅっ！）

			　灼熱のしぶきが膣の中に放たれた瞬間、麻衣子は二度目の交わりで初めての大絶頂に達した。

		

	

			第三章　アナル感覚に酔わされて……

			　　　　　１

			　十月二日　金曜日。

			　彼と会ったあとは実家に帰る予定だったが、両親と顔を合わせるのがつらく、アパートに戻ってきてしまった。

			　初めて、セックスで絶頂まで導かれたのに……ああ、今は喜びよりも、ショックのほうが大きいかも……。

			　窓際ではしたない行為をし、向かいのホテル客にさんざん見せつけてしまった。

			　そればかりか、後ろの穴まで責められて感じるなんて……。

			　思い返すたびに、あまりの恥ずかしさで死にたくなるけど、快感の残り火がまだ身体の奥で燻っている感じ。

			　彼とは、来週の土曜日に会う約束を交わした。

			　料亭に連れていってくれるらしいが、今度は何をされるのか……。

			　不安だし、怖い。

			　ああ、どうしよう。

			　日記を書き終えたあと、麻衣子は小さな吐息をこぼした。

			（やっぱり……来週のデートは断るべきだわ）

			　決意を秘めたものの、後ろ髪を引かれるこの思いは何なのだろう。

			　元の生活に戻ることへの不安なのか、それとも寂しさなのか。

			　新たに交際相手を見つけるにしても、まともな男性と知り合える保証はない。

			　俊一の面影と淫らな行為が交互に頭をよぎり、胸が甘く締めつけられた。

			　彼に対する思いが恋心によるものなのか、単なる性愛なのか、それすらもわからない。

			　やがて先ほどの倒錯的なプレイが脳裏を占め、身体がみるみる火照った。

			「ああ……だめよ」

			　日記を閉じ、椅子に腰かけたまま股のあいだに両手を差し入れ、ふしだらな思いを抑えこむ。それでも火のついた肉体を鎮めることはできず、麻衣子はパジャマズボンの上縁から右手をくぐらせた。

			　ショーツの中に指をすべらせれば、肉の尖りはピンとしこり勃ち、軽く触れただけで甘美な電流に身を震わせる。

			（はあっ、お風呂に入ったばかりなのに……）

			　秘裂はすでにたっぷり潤い、粘り気の強い淫液がくちゅんと跳ねた。

			（あ、いい……気持ちいいわ）

			　処女を喪失してから二週間、性感は以前より二倍にも三倍にも増したような気がする。陰核を撫でつけると、熱い溜め息が洩れ、麻衣子はあまりの快感に目元を紅潮させた。

			　わずか数時間前まで、激しい情交からいやというほど愉悦に浸ったのである。

			　自分の身体に、いったい何が起きているのか。

			　燃えあがる情欲に翻弄されっぱなしで、これでは淫乱としか思えない。

			　訳のわからぬまま、性感は一瞬にして頂点に向かい、性の悦びに咽び泣く。中指を絶え間なくスライドさせ、自ら巨大な快感を吹きこんでいく。

			　頭に浮かぶ光景は、俊一が仕掛けた荒々しい行為の数々だった。

			　虐げられるほど肉体は疼き、なぜか昂奮の坩堝と化してしまうのだ。

			「はっ、はっ、やあぁっ、すぐにイッちゃいそう」

			　麻衣子は椅子に背もたれ、虚ろな表情からエクスタシーの波に呑みこまれていった。

			　　　　　２

			　翌週の土曜日、麻衣子はやるせない心境のまま都心に向かい、駅前で待ち受けていた俊一の車に乗りこんだ。

			　黒光りする外国車に目を見張ったのも束の間、心の中はどんより曇ったままだ。

			　直前まで断ろうと悩んだのだが、今日の待ち合わせ時間が夜ではなく、昼間だったことから多少なりとも安心していた。

			　しかも料亭で食事をするなら、不埒な目的だけの逢瀬とは思えない。

			　俊一との出会いは大人になるためのきっかけに過ぎなかったはずなのだが、バージンを捧げた相手だからか、複雑な女心が顔を覗かせる。

			　性の対象としてではなく、一人の女として見てほしいと考えてしまうのは虫がよすぎるだろうか。

			「どうしました？　今日は、なんか元気ないですね」

			「そ、そうですか」

			「仕事が忙しいのかな？」

			「……いえ」

			　Ｋ支店は片田舎といっても過言ではない立地にあり、行員はパートを含めて二十五人しかいない。高齢者の顧客が多いためか、のんびりしており、都心の大手の銀行と比べたら、忙しさとは無縁といってもよかった。

			「お腹、減りました？」

			「ええ、少し」

			「一時の待ち合わせじゃ、ちょっと遅かったかな。いちばん混んでる時間は、外したほうがいいと思ったんですが」

			「いえ……気をつかっていただきまして、ありがとうございます」

			　作り笑いを返せば、俊一はいかにも心外といった表情を見せる。

			「そろそろ、敬語はなしにしましょうよ」

			「あ、ごめんなさい」

			「いや、謝る必要はないですよ。まあ、そこが麻衣子さんのいいところかな」

			　屈託のない対応を目にすると、荒々しく迫った彼と同一人物だとは思えない。

			「今日のことなんですけど、実は用事ができてしまいまして、三時までしか、ごいっしょできないんです」

			「……え？」

			「申し訳ありません」

			　食事を済ませたあとは実家に戻るつもりだったので、麻衣子にとっても願ったり叶ったりの申し出だった。

			（今は一時過ぎだし、食事のあとは一時間ほど、いっしょにいられるかしら）

			　淫らな行為に耽る余裕があるとは思えず、ホッとする反面、ちょっぴり残念な気持ちもある。

			（やだわ……いいじゃない。会うたびに、いやらしいことばかりしてるほうがおかしいんだから）

			　苦笑を洩らしたところで車が赤信号により停車し、俊一が後部座席に手を伸ばして白い手提げ袋を手に取る。

			「お詫びといってはなんですが」

			「え、これって……」

			「プレゼントです」

			「見ても、いいですか？」

			「もちろんです」

			　袋の中から小さな箱を取りだし、リボンをほどいて上蓋を開ければ、中に入っていたのはブランド物の香水だった。

			「いや、何がいいのか、さんざん迷いましてね。無難なところで香水にしたんですが、いかがでしょう？」

			　異性から、プレゼントを贈られたのは初めての経験だ。

			　感激に胸が熱くなり、言葉に詰まる。

			「やっぱり、ありきたりでしたか。服にしようかと思ったんですが、好みもサイズもわからなかったもので。今度は、いっしょに買いにいきましょう」

			「あ、ありがとうございます」

			　麻衣子は、心の底から感謝の意を述べた。

			　身体だけが目当てだったなんて、単なる取り越し苦労だったのだ。

			　大人の男性が見せる細かい気配りに、恋愛感情が大いなる刺激を受ける。

			「さ、着きましたよ」

			　車が料亭の敷地内に乗りこむと、麻衣子の恋心はさらに燃えあがった。

			　和風建築の落ち着いた佇まいは清潔感があり、高級旅館を彷彿とさせる。車内から玄関口をチラリと見やると、広いロビーが目に入り、特別扱いされているという思いとともに胸がときめいた。

			（都内に、こんな大きな料亭があるなんて、思ってもいなかったわ）

			　俊一は駐車スペースに車を停め、満面の笑みを浮かべる。

			「さ、行きましょうか。お腹、ペコペコだ」

			「はい」

			　車を降り、彼のあとに続けば、間口にはすでに二人の女性が待ち受けていた。見るからに高価な着物を着た品のある女性が女将で、もう一人は仲居なのだろう。

			「いらっしゃいませ」

			「やあ、どうも」

			「いつも、ご贔屓を賜りまして、ありがとうございます」

			　俊一はたびたび、この店を利用しているらしく、女将とは顔見知りのようだ。

			「さ、あがりましょう」

			「あ、は、はい」

			　パンプスを脱いで間口にあがれば、会計所と思われる大きなカウンター、壁に掛けられた日本画やランプ型の照明が目を惹く。

			　ピカピカに磨かれた廊下は、塵ひとつ落ちていない。

			「おいしい料理、期待してるからね」

			「かしこまりました。ごゆっくり、おくつろぎくださいませ」

			　女将が深々と頭を下げると、初老の仲居がにこやかな顔で廊下の奥に促した。

			「どうぞ、こちらです」

			　やや緊張の面持ちで二人のあとに続き、広い廊下を二度曲がったところで感嘆の溜め息をこぼす。

			（すごいわ。都心のど真ん中でこれだけの建物なら、維持費だけでも月に一千万以上はかかるんじゃないかしら）

			　銀行員らしく推察した直後、廊下の奥に突き当たり、仲居が跪いてチャコールブラウンの引き戸を開けた。

			「どうぞ、お入りください」

			「し、失礼します」

			　軽く頭を下げて入室すれば、仲居は足早に回りこみ、襖戸をゆっくり開く。十五畳ほどはあろうかと思える畳部屋に、麻衣子は目をぱちくりさせた。

			　重厚な木造のテーブル、向かい合わせに置かれた肘掛け付きの座椅子。床柱の棚板には生け花が置かれ、自分のような質素な生活をしている人間には場違いと思えた。

			「それでは、ごゆるりと」

			　仲居は余計な挨拶や説明をせず、正座の状態から頭を下げ、そそくさと部屋をあとにする。

			　俊一は革のショルダーバッグをテーブルの脇に置くや、奥に向かって歩を進め、ガラス戸を開け放った。

			「……まあ」　

			　日本庭園が視界に広がり、静謐な雰囲気に二度目の溜め息をつく。

			　竹の塀で仕切られているので、他の部屋から覗かれる心配がなく、この時点で麻衣子の高揚感はピークに達した。

			「すごいわ」

			「ここ、ときどき商談で利用してるんです。さ、座って、さっそく料理を注文しましょう」

			　よほど空腹なのか、俊一は庭園には目もくれずに座椅子へ腰かける。麻衣子も仕方なくあとに続き、テーブルの上に置かれたお品書きを手に取った。

			（た、高い）

			　コース料理はいちばん安いものでも一万五千円と、倹約生活に慣れている身にとっては目が飛びでるほどの値段だった。

			　ブランド物の香水までプレゼントされ、申し訳ないという気持ちに駆られる。

			（今日こそ、ちゃんとお金を払わないと）

			　意を決したところで俊一が顔を上げ、涼やかな表情で口を開いた。

			「車で来てるので、お酒は飲めませんが、麻衣子さんはどうします？」

			「私も、けっこうです」

			「じゃ、ジュースにでもしますか。あとは、私に任せてもらっていいですか？」

			「え……あ、は、はい」

			　彼はテーブルに据え置かれた電話を手に取り、お品書きを見ながら料理を注文していく。

			「松のコースでお願いします。あと、オレンジジュースを二本つけてくれますか。はい、ええ……よろしく」

			　指定したコースは二万五千円もし、思わず目眩を起こした。

			（ＩＴ企業の社長って、それほど儲かるのかしら）

			　気をつかってくれるのは女としてうれしいのだが、度が過ぎると、身分の違いをまざまざと見せつけられているようで萎縮してしまう。

			　しかも彼には妻子があり、不貞の関係を築いている事実は打ち消せないのだ。

			　それでも身体だけが目当てでないとわかり、不快という気持ちはなく、麻衣子は大人の男性の包容力にポーッとするばかりだった。

			（この人との関係は、切りのいいとこで終わらせないと。あぁ、でも……）

			　別れのタイミングを推し量れず、この一週間の心境と同じく堂々巡りを繰り返す。

			「……お気に召さなかったですか？」

			「は？」

			「いえ、まだ沈んだ表情をしてるから」

			「い、いえ。あまりにも高級な料亭だったんで、ちょっと驚いただけです」

			「そうですか。いや、今日は落ち着いて話したいと思ったもので、こちらの店を選んだんです。今までは、ゆっくり話せなかったでしょ？」

			「え、ええ」

			　作り笑いを返し、何気なく視線を横に振れば、部屋の奥にある引き戸が目に入る。

			「あの戸は……」

			「ああ、単なる物入れですよ」

			　今日は二人だけだが、多人数の予約のときに備えて座椅子や座布団などが置かれているのかもしれない。

			　納得げに頷くと、俊一は身を乗りだして問いかけた。

			「麻衣子さんは一人暮らしですよね。兄弟は、いないんですか？」

			「いません、一人っ子です。そのせいか、両親がとても厳しくて、週末に帰ってくることを条件に、ようやく上京を許されたんです」

			「……ということは」

			「今日も、このあと、実家に帰る予定です」

			「そうですか。一人娘なら、親が心配するのは当然だ。私も娘が一人いるので、その気持ちはわかります。でも、そこまでして、なぜ東京に？」

			「私の場合、反抗期らしい反抗期がなくて、いつも親の言いなりだったんです。何となく、このままじゃいけないと思って……」

			「なるほど。息苦しかったのかな？　何となく、わかります」

			　家庭環境や自身の人生観を他人に話すのは、初めてのことだ。俊一が頷くたびに心が軽くなり、緊張感も自然と和らいだ。

			「娘さん、おいくつなんですか？」

			「九歳、小学三年生です」

			「かわいい盛りですね」

			「いやいや、生意気盛りで困ってます。最近は、おしゃまになっちゃって」

			　互いの身の上を話している最中に先ほどの仲居が顔を見せ、麻衣子はテーブルに置かれていく料理に目を丸くした。

			　木の芽と菊菜のおひたし、松茸の土瓶蒸し、鮮魚のお造り、牛フィレ肉のステーキ、

			野菜の天ぷら、鰻のせいろ蒸しご飯に香の物と、ランチとは思えぬ豪華さとボリュームに気後れしてしまう。

			「ステーキはＡ５ランク、天ぷらは新鮮な加賀野菜です」

			「こんなにたくさん……入るかしら」

			「品数が多いというだけで、それぞれの量は控えてありますからね。見た目と違って、さっぱりしてるし、問題なく入りますよ。さ、熱いうちに食べましょう」

			「はい、いただきます」

			　麻衣子は先付けから箸を伸ばし、繊細な味覚を時間をかけて堪能した。

			　俊一の言葉どおり、どの料理も脂っこくなく、すんなり喉を通る。恋人同士のような雰囲気で語らいつつ、食事は四十分ほどで終了した。

			（二時ちょっと過ぎ……三時まで、一時間もないわ）

			　これからホテルに移動するにはどう考えても無理があり、どうやら三度目の逢瀬は食事だけで済みそうだ。

			　安堵する一方で、物足りない気持ちは否めない。

			　男女の関係は抜きにして、もっといっしょにいたい、そばにいてほしいという女心が頭をもたげる。

			　こちらの心情が伝わったのか、デザートの杏仁豆腐を食したところで、俊一が媚びを含んだ眼差しを向けてきた。　　

			「そっちに行っても……いいですか？」

			「……え？」

			「今日は時間がないし、少しでも長くいたいんです」

			「え、ええ」

			　心臓がドキリとし、気持ちが浮つきだす。

			　彼はテーブルを回りこみ、となりに腰を下ろすや、そっと抱きついてきた。

			「ああ……早く会いたかったですよ」

			「わ、私もです」

			「こっちを向いてください」

			　座椅子ごと身体を真正面に向けられ、熱い眼差しが燦々と注がれる。恥ずかしさから視線を逸らせば、顔が近づき、唇へのキスが繰り返された。

			「……あぁっ」

			　ソフトな口づけだけでも気分が高揚し、全身の血が妖しくざわつきだす。

			　ブラウスの上から乳房に手を押し当てられ、横座りの体勢から腰がくねった。

			　女芯までもが疼きだし、いやが上にも牝の本能が揺り動かされる。

			（はぁ、だめ……ほしくなっちゃう）

			　いくら欲したところで、今日は交歓する時間的余裕はないのだ。

			　ほとばしる情動を無理やり抑えこんだ直後、彼は唇を外し、右手がスカートをたくしあげた。

			「……ンっ!?」

			　太腿から鼠蹊部を這った指が、ショーツの上から敏感な箇所をとらえる。

			　麻衣子は鼻からくぐもった吐息を洩らしたあと、か細い声で拒絶の言葉を放った。

			「……だめです」

			「どうして？」

			「だって、ここじゃ。時間もないし……」

			　料亭の中で、不道徳な行為に耽ることはできない。

			　眉尻を下げて恥じらうも、俊一はかまわず中心部に刺激を与え、性感はみるみる高みに向かってのぼりつめていった。

			「あ、あぁ」

			「我慢できますか？」

			　スラックスの中心部は小高い盛りあがりを見せており、牡の昂りをまざまざと見せつける。とたんに性欲のスイッチが入り、脳漿がグラグラと煮え立った。

			「そんなこと言ったって……あ、やっ」

			「じっとしててください」

			　ショーツの裾から指が潜りこみ、スリット上を一往復しただけで秘裂の奥から淫蜜が掻きだされる。

			「あ、いやっ」

			「おおっ、ちょっと触っただけなのに」

			　羞恥心から自制を試みても、性感は緩まず、にっちゅくっちゅと淫靡な音が響き渡った。

			（あぁ……やだ。ほしくなっちゃう）

			　共有できる時間は限られていたが、ホテルに誘われれば、迷うことなく首を縦に振るに違いない。陰核は完全にしこり勃ち、指のスライドが繰り返されるたびに目が虚ろと化していった。

			「すごいですよ。エッチな尖りが、もうピンピンだ」

			「はあ、はふぅ、ン、ふぅ」

			　さらなる強い刺激を求めて、恥骨を自然と迫りだしてしまう。

			　このまま、指だけでイカされてしまうのか。

			（あ……イクっ、イキそう）

			　熱い想いが溢れこぼれた瞬間、指先がショーツから抜き取られ、麻衣子は切なげな表情から空腰を振った。

			「は、はあぁぁっ」

			　捨てられた子犬のような目を向ければ、俊一はにやりと笑う。

			「ほしいですか？」

			「ほしい……ほしいわ」

			　一時間と言わず、三十分でも十五分でもいい。愛を確かめ合う場所に連れていってほしいという本音が喉まで出かかる。

			　口の中に溜まった唾を飲みこんだ刹那、指がまたもやショーツの裾をかいくぐり、不可思議な感触に眉をひそめた。

			（え……な、何？）

			　淫裂にあてがわれた物体は明らかに指ではなく、丸みを帯びた固い物体に不安が募る。反射的に腰をよじった直後、小さな異物は膣の中に潜りこみ、麻衣子は口元を歪めて下腹部に力を込めた。

			「……あ」

			「何だか、わかりますか？」

			　俊一は指を再び恥部から離し、にんまりとほくそ笑む。そして目をぎらつかせながら、スラックスのポケットに手を突っこんだ。

			「……あっ!?」

			　とたんにモーター音が鳴り響き、膣の中の物体が猛烈な振動を開始する。

			「やっ、やっ」

			「ふふっ。ピンクローターを挿れたんです。女性用のアダルトグッズですね。使ったこと、ありませんか？」

			　インターネットのサイトで小さな卵形の物体を閲覧した記憶はあったが、もちろん使用するのは初めてだ。

			　唇を噛みしめて首を左右に振れば、彼はさもうれしげに息を弾ませた。

			「このリモコンでね、遠隔操作ができるんです。かなり、すごい振動でしょ？」

			「あ、くううっ」

			　俊一はズボンのポケットから平べったい器具を取りだし、これ見よがしに振りかざす。さらにスイッチらしき丸いボタンを押し、振動を一段階アップさせた。

			「ンっ、ふぅぅぅっ!!」

			　アダルトグッズに膣壁を掻きまわされ、強大な快感電流が身を駆け抜ける。

			　麻衣子は喉を晒して双眸を閉じ、悦の声を懸命に堪えた。

			「あ、あ、ああぁ……止めて、止めて……ください」

			「気持ちいいでしょ？」

			「ン、はぁあぁぁっ」

			　驚いたことに、バイブレーションはいっそう強くなり、腋の下がじっとり汗ばむ。　　　

			　あんな小さな物体が、まさかこれほどの快美を与えようとは思ってもいなかった。

			「ちょっと、刺激が強すぎるかな？　仕方ないですね。『弱』にしましょう」

			　額に脂汗を滲ませたところで振動が控えめになり、麻衣子は半開きの口から熱い息を吐きだした。　　　

			「はあはあはあっ」

			「これなら、我慢できそうですか？」

			　涙目でコクリと頷くも、意識は朦朧とし、脳幹はすでにピンク色の靄に包まれている。スカートの上から股間に両手をあてがい、気持ちを落ち着かせようとした瞬間、麻衣子は驚愕の展開に総身を粟立たせた。

			　俊一が電話の受話器を手にし、フロントに食事の完了を告げたのである。

			「ごちそうさまでした。食器、下げていただけますか？　ええ、ええ……はい、よろしく」

			　背筋を伝った汗がいっぺんに冷え、恐怖心から顔面蒼白になる。

			「と、取って……ください」

			「……え？」

			「すぐに取ってください」

			「そんなに怖がらなくても、大丈夫ですよ。普通にしてれば、ローターを挿れてるなんて、傍目からは絶対にわからないから」

			　確かに、彼の言うとおりなのかもしれない。それでも生まれて初めて体験するアダルトグッズは、想像を絶する肉悦を与えているのだ。

			　仲居に気取られないか、考えただけでおののいてしまう。

			（はあふう……こうなったら、自分で外すしか……ううん、トイレに身を隠したほうが手っ取り早いわ）

			　部屋の出入り口の脇にあったドアが、トイレに違いない。

			　座椅子から腰を上げかけた瞬間、ローターが唸りをあげて媚肉を抉りまわし、麻衣子は気を失うほどの悦楽にへたりこんだ。

			　　　　　３

			「あ、く、く、くぅぅっ」

			「だめですよ。トイレに逃げこもうとしても」

			　俊一は先手を打ち、リモコンのスイッチをまたもや『強』に入れ直したのだ。

			「と、止めて……ください」

			　股間を押さえつけてヒップを揺すった直後、扉がノックされ、厳寒の地に放りだされたように身が震えた。

			「失礼します」

			「はい、どうぞ」

			　あまりの恐怖に口元を強ばらせたところでローターの振動が弱まり、同時に襖が開いて仲居が姿を現した。

			「お粗末さまでした」

			「いやぁ、今日のコース料理は、特別おいしかったですよ」

			「お口に合いましたようで、何よりです。いかがでしたか？」

			　初老の女性の問いかけに、麻衣子は平静を装いながら答えた。

			「と、とても……おいしかったです」

			　彼女は満面の笑みを返すも、ふしだらな行為がバレるのではないかとハラハラするばかりだ。

			「それでは、空いた食器を下げさせていただきます」

			　一秒でも早く、部屋を出ていってほしい。心の中で懇願するなか、仲居はテキパキと動いて仕事をこなしていく。

			「失礼します」

			　彼女が頭を下げて部屋をあとにし、ホッとしたのも束の間、入れ替わりにスーツを着た見知らぬ中年男性が入室してきた。

			「どうも、いつもご贔屓いただきまして、誠にありがとうございます」

			　畳に膝をつき、丁寧な挨拶をする男性に向かって俊一は高らかな笑い声をあげた。

			「おいおい、冗談はよせよ」

			「あははっ！　お客様には変わりないからな」

			「紹介しますよ。大学時代の友人で、この店の社長です」

			「堂本どうもとです。初めまして」

			　堂本と名乗った男性はやけに陽に焼けており、エネルギッシュな雰囲気を全身から発散させている。俊一とはいかにも気が合いそうで、友人と言われても意外という印象はまったく受けなかった。

			「は、初めまして。浦木……です」

			　笑顔で自己紹介しようにも、突然の状況に気持ちがついていかず、どうしても口元が引き攣ってしまう。

			　心の中は嵐が吹き荒れ、麻衣子は異変を悟られぬよう、ハンカチで額の汗をさりげなく拭った。

			「料理のほうは、いかがでしたか？」

			「あ、はい。とても豪勢で、おいしかったです」

			「そうですか。それは、よかった」

			　ローターは相変わらず膣肉を掻きまわし、少しでも油断をすれば、気を失ってしまいそうだ。

			（お願い……早く出ていって）

			　手に汗握った瞬間、膣内に埋めこまれたローターが回転率を増した。

			「……ひっ!?」

			　堂本が怪訝な顔を向け、慌てて口元を手で隠す。

			「どうしました？」

			「す、すみません。ちょっと食べすぎてしまって」

			「そうですか」

			　彼は苦笑を洩らし、腰を上げつつ俊一に視線を振った。

			「追加で、何か注文は？」

			「いやいや、腹はもう満たされたよ。食ったばかりだし、三十分ほど休んでから、帰るから」

			「わかった。今度、飲みにいこうや」

			「ああ、連絡するわ」

			「それじゃ、浦木さん。ごゆっくり」

			「あ、ありがとうございます」

			　堂本が頭を深々と下げ、ようやく部屋をあとにする。扉を閉める音が聞こえてくると、緊張感から解放された麻衣子は頭をクラッとさせた。

			　まさか、この料亭の経営者が俊一の友人とは……。

			　今日も驚きの体験をさせられ、何とも底の知れぬ男だ。

			「はあっ」

			　大きな息をつくと、俊一は座椅子から立ちあがり、ゆっくり近づいた。

			「……ひどいです」

			　涙目で仰ぎ見れば、彼は畳に膝をついて微笑をたたえる。そして、そっと抱きしめてから囁いた。

			「すみません。好きな女性には、つい意地悪をしたくなって……悪い癖ですね」

			「どうなることかと……気が気でなかったです」

			「どんなふうに、なりそうだったんですか？」

			「そ、それは……」

			　蜜壺の中は大量の愛液で溢れかえり、淫情は限界を超えていたが、恥ずかしくて言葉にできない。

			　俊一はじっと見据え、今度はブラウスの上から乳房を揉みしだいた。

			「あ、あン……だめです」

			　拒絶しながらも、甘ったるい声が口をついて出てしまう。

			「胸、見せてください」

			　彼はそう言いながら、ためらうことなくブラウスのボタンを外していった。

			「あ、待ってください……こんなとこで」

			「時間がないので、おっぱいだけでも拝ませてください」

			　胸を見られるのが、いやなのではない。自制できなくなることが怖いのだ。

			　ブラウスの前合わせがはだけ、ブラジャーのフロントホックが外される。カップがずれ、露にされた乳房がふるんと弾み揺れる。

			　先端の肉実は早くもしこり勃ち、羞恥心から顔が熱くなった。

			「相変わらず、きれいな胸だ」

			「ン、ふっ！」

			　乳頭を指先でつつかれただけで淫蕩な血が騒ぎ、腰がひくつく。

			　俊一は身を屈め、唇を窄めて桜色の頂に吸いついた。

			　チュバッチュバッという音に続いて、舌が乳首を上下左右に転がしはじめる。

			「あっ……ン、ふわぁ」

			　心地いい感覚が身を包みこみ、ヒップが勝手にくねりだした。

			　それにしても、いったいどういうつもりなのだろう。大の男がペッティングだけで満足できるとは考えられず、彼だってつらいはずだ。

			　頭の隅で思った刹那、大きな手が両の乳房をやんわり引き絞った。

			　俊一は徐々に力を込め、手のひらからはみ出した乳丘がいびつになる。

			「く、くふぅ」

			　子宮の奥がキュンとひりつき、膣襞の狭間から大量の愛蜜が滲みだした。

			　乳房と膣内を同時に責められ、性的な昂奮をとても抑えられない。

			「ふわふわのおっぱいだ。手のひらに吸いついてくるようですよ」

			「そ、そんな……」

			「乳首も、こんなに勃っちゃって。気持ちいいのかな？」

			「あ、ンっ！」

			　肥厚した乳頭をあやされ、牝の淫情が堰を切って溢れだす。

			　このまま帰らされたのでは、とても納得できない。火のついた情感は、今や男を求めて荒れ狂っているのだ。

			「お願い……します」

			「え？」

			「……してください」

			　もはや恥や外聞もなく、本音を素直に告げると、俊一は麻衣子の身体をギュッと抱きしめた。

			「そうしたいのは山々なんですけど、今日はどうしても外せない用事があって」

			「も、もう……我慢できないです」

			「そんなに我慢できないんですか？」

			「はあっ、すぐにイッちゃいそう」

			　腰をぶるっと震わせた直後、俊一は立ちあがりざま、スラックスのジッパーを下ろしていった。

			　中から赤黒い逸物が引っ張りだされ、目の前でビンビンと反り返る。汗臭い匂いが鼻先を掠めたとたん、女の情欲は崖っぷちまで追いこまれた。

			「……あぁっ」

			「あなたの気持ち次第では、私も我慢できなくなるかもしれません。必然的に、予定を変更せざるをえなくなるかも」

			　含みを持たせた言い方に破顔し、大いなる期待を寄せてしまう。

			　俊一を満足させることができれば、予定を変更してくれるかもしれない。ただその一心から、麻衣子はペニスにむしゃぶりついていった。

			「おっ……いきなりですか」

			「はっ、ンっ、ふっ、ふぅぅン」

			　鼻から湿った吐息をこぼし、雁首や縫い目に舌を這わせ、たっぷりの唾液を滴らせる。そして肉の弾頭に唇を被せ、一気に喉深くまで咥えこんでいった。

			　くぽっ、くぽっ、ヴプッ、ぎゅぷぷぷぷっ。

			　頬を鋭角に窄めて吸引すれば、卑猥な擦過音が鳴り響き、脳幹が瞬く間に白い膜に覆われた。

			　しょっぱなからのフルスロットルで首を打ち振り、肉筒に強烈な刺激を吹きこんでいく。さらには顔をＳ字に振り、口腔粘膜で胴体を引き転がす。

			「む、むむっ」

			　頭上から洩れ聞こえる呻き声に背中を押され、麻衣子はふしだらな口唇奉仕を延々と繰り返した。

			　ペニスだけでなく、ズボンの上からふたつの肉玉を撫でさする。

			「お、おおっ……気持ちいい」

			　彼の両足が震えだし、抽送を速めれば、硬直の肉棒が口の中でのたうちまわり、同時に秘裂から愛の泉が滾々と溢れでた。

			「はあっ、ふぅン、ン、ふぅぅっ」

			「くうっ……すごいフェラだ」

			　一分一秒でも早くホテルに赴き、疼く女体を巨根で貫いてほしい。

			　激しい口戯が自らの性的昂奮を高め、右手が知らずしらずのうちにスカートの裾をかいくぐる。

			　麻衣子はショーツの上縁から指を忍ばせ、力を込めてクリットをこねまわした。

			（あ、ああっ、いい、おかしくなっちゃう）

			　電気ショックを受けたように腰が痙攣し、身も心も愛欲に溺れる。

			　唇を窄め、短いストロークから雁首を執拗にこすりあげると、青筋がドクンドクンと脈打った。

			「だ、だめだ……我慢できませんよ」

			「……あ」

			　ペニスが口から抜き取られ、腋の下に太い腕が差し入れられる。無理やり立たされ、俊一の顔を見つめれば、目は完全に血走り、こめかみの血管も膨らんでいた。

			「いけない人だ。こんないやらしいフェラで昂奮させるなんて」

			「ン、ふっ」

			　唇を奪われ、熱化した舌が口腔に潜りこむ。

			　屹立を下腹に押しあてられただけで、またもや花蜜が恥割れから溢れこぼれた。

			　長いキスが途切れたあと、俊一はテーブルの脇に置いてあったショルダーバッグを手に取り、腕を掴んで部屋の奥に向かって歩きだす。

			（え……え？）

			　いったい、どこへ行くつもりなのか。

			　訝しんだ直後に引き戸が開け放たれ、廊下を挟んだ真向かいの襖を目にした麻衣子は心の中であっという声をあげた。

			「あ、あの、これって……物入れのはずじゃ」　

			　俊一が問いかけを無視して前方に突き進むなか、廊下の右奥に視線を向けると、扉がもうひとつある。

			（ど、どういうことなの……あっ）

			　想定外の事態に頭の中が混迷した瞬間、襖が開けられ、畳部屋に敷かれたひと組の布団が目に飛びこんだ。

			　行灯型のフロアスタンドが室内を仄かに照らし、淫靡な雰囲気に呆然とする。

			「さ、入って」

			「あ、あ……」

			　腕を引っ張られ、麻衣子は前のめりの体勢から室内に足を踏み入れた。

			（な、何で……料亭に、こんな部屋があるの？）

			　状況がまったく理解できずに惚けていると、俊一は疑問に答えるかのように口を開いた。

			「ごめんなさい。驚かそうと思って、物入れなんて言ったけど……ここね、実は割烹旅館なんです」

			「……え？」

			「わかりやすく言えば、料亭とホテルをドッキングさせた店です。おいしい料理を食べられて宿泊することもできるんですから、大人の男女がデートするにはうってつけの場所でしょ？」

			　どうりで、仲居が余計な説明をせずに部屋をあとにしたはずだ。

			　廊下の右奥にあるドアは、おそらく浴室なのだろう。

			　堂本を紹介されたときのことを思いだし、顔を真っ赤にさせるも、俊一は平然とした表情で掛け布団を捲りあげる。

			「は、恥ずかしいわ」

			「何がですか？」

			「だって……さっき、お友だちと顔を合わせたし……」

			「ああ、大丈夫ですよ。実際に商談で何度も使ってるのは事実だし、あなたのことも取引先の相手だと伝えてありますから」　

			「でも、部屋の掃除をする仲居さんには、二人の関係が知られるわけですよね」

			　枕元に置かれたティッシュケースとゴミ箱を見つめて恥じらえば、俊一は高らかな笑い声をあげた。

			「あははっ、ラブホテルの掃除のパートさんとは違います。お客のことをペラペラ話すのは禁じられているし、心配する必要はないですよ」

			「あ……やっ」

			　シーツに無理やり押し倒され、俊一が獣のごとくのしかかる。

			　依然として愛液の湧出は止まらなかったが、今にも泣きそうな顔をした麻衣子はただ身をよじるしかなかった。

			　　　　　４

			「あ、だめ、だめです」

			　俊一はスカートをたくしあげ、ショーツを強引に引き下ろす。純白のセミビキニがヒップのほうからくるんと剥かれ、あっという間に足首から抜き取られた。

			「のんびりしてる時間はないですからね。さ、四つん這いになってください」

			「……あぁっ」

			　割烹旅館をあとにする時間が遅くなればなるほど、堂本に勘ぐられる可能性も高くなるのではないか。

			　彼と再会する機会があるかはわからなかったが、ありきたりなモラルに目覚めた麻衣子はすぐさま身体を反転させた。

			　もちろん、シャワーを浴びている時間があるはずもない。

			　片手で恥芯を隠そうとした寸前、膣の中のローターが猛烈な唸りをあげて暴れまわった。

			「ンっ、ふぁぁああぁっ!?」

			「おマ○コを隠したら、取れないじゃないですか。それとも、ずっと挿れっぱなしにしててほしいのかな？」

			「はっ、ふうぅ……取って、取ってください」

			「そのまま、じっとしててくださいよ」

			　巨大な快楽に翻弄され、俊一が服を脱ぎ捨てているのかすらわからない。

			　麻衣子は俯せの体勢から、ただ歯列を噛みしめるばかりだった。

			「もっと足を広げて、お尻を高く上げて」

			「あぁ……は、恥ずかしいです」

			「部屋は薄暗いし、こちらからははっきり見えませんよ」

			　言われるがまま腰を上げれば、尻肉を割り開かれ、股の付け根に熱い眼差しが注がれる。

			「うわっ、すごい。麻衣子さんのおマ○コ、愛液でビチャビチャじゃないですか」

			「あぁ、いやあぁっ」

			　スリットを撫でつけられただけで心地いい性電流に腰がわななき、熱い泉がしとどに溢れだした。

			「ンっ、はぁぁあぁぁっ」

			　今度は二本の指で陰核ごと掃き嬲られ、意識せずとも唇のあわいからソプラノの声が放たれる。

			「や、ンっ、くふっ」

			　俊一は指先で敏感な尖りを掻きくじり、麻衣子は片頬をシーツに押しつけ、悦の声を途切れなく洩らした。

			「あぁ、あぁ、はああぁっ」

			「このいやらしい音、聞こえますか？　信じられないですよ。いやがってたのに、すごい溢れようじゃないですか」

			「ンっ、ふうぅっ！」

			　言葉で嬲られるたびに快楽のほむらが全身に飛び火し、さらなる快楽に身悶えてしまう。このとき、麻衣子は自分が生粋のマゾヒストであることをはっきり自覚した。

			　もっといじめてほしい、汚い言葉で罵ってほしい。

			　本音を正直に告げる心の強さはなかったが、経験豊富な中年男性はとうに気づいているのだろう。息もつかせぬ言葉責めで、こちらの性感を的確にあおった。

			「クリちゃんもビラビラも、こんなに大きくさせちゃって。なんて、スケベな女なんですか」

			「ンっ、ひぃ」

			　俊一は陰核を指でつまみ、クリクリとこねまわす。そして、鼠蹊部と内腿にキスの雨を降らした。

			「あぁ、あぁ、あぁ！」

			　あまりの昂奮に脳漿が煮え滾り、熱い吐息が間断なくこぼれる。身の打ち震えが顕著になり、女の中心部がカッカッと熱化する。

			「ふふっ。この格好、堂本に見てもらいましょうか？」

			　初めて会ったばかりの男に、はしたない姿を注視される。被虐的な光景を思い浮かべただけで、麻衣子の性感は頂点に達した。

			「電話をかければ、すっ飛んできますよ。どうします？」

			「あぁ、だめ、だめっ」

			「おやおや、これは驚いた。中から、どろっとした愛液が垂れてきましたよ。ホントは、見てほしいんじゃないですか？」

			「い、いや、いやです」

			　拒絶の言葉を発する一方、胸が甘くときめいているのは紛れもない事実なのだ。

			　俊一は指で膣口を開き、またしても不埒な言葉で責めたてた。

			「中のお肉が真っ赤だ。ローター、よっぽど気持ちよかったみたいですね」

			「取って、取ってください」

			　ヒップを悩ましげに揺すった瞬間、膣内に生じた圧迫感に身が引き攣った。

			「お望みどおり、取ってあげますよ」

			「ひぃンっ」

			　ローターはスイッチを入れたまま、強烈な振動が膣前庭を引っ掻きまわす。

			「あ、ああっ、早く、早く……」

			「力を抜かないと、取れませんよ」

			「ンふっ！」

			　無理をして脱力したとたん、凶悪なグッズが膣から飛びだし、ヒップがぶるぶると震えた。

			「は、はああぁっ」

			　軽いアクメに達し、半開きの口から涎が滴り落ちる。うっとりした表情で甘い余韻に浸る最中、モーター音が途切れ、続いて禁断の場所に違和感が走った。

			「ンっ、ンっ、ンうぅ」

			　正常な思考が働かず、今は拒否する気力すらない。

			　ヒップを高々と上げたまま、麻衣子は肛穴への異物の侵入をいやでも受けいれるしかなかった。

			（あ、あ……）

			　先日の指とは明らかに違う感触に、ハッとして身を引き締める。

			　怯えた視線を後方に向ければ、俊一はしたり顔で答えた。

			「今日は指じゃなくて、アナル用の張形ですよ」

			　畳に置かれたバッグは口が開いており、最初からアヌスを蹂躙するつもりで用意していたのだろう。

			　思わず息を詰まらせるも、彼はかまわず張形とやらを腸内に押しこんでくる。

			「く、くうっ」

			「アナル棒といいましてね。指より太いとはいっても、先は丸まってるし、太さも中細のマジックペンほどですから、痛くはないはずですよ」

			　疼痛よりも、異物が肛門に埋めこまれる際の感触に抵抗があるのだ。眉間に皺を刻んで耐え忍ぶも、硬直の棒はさほどの抵抗もなく腸内を突き進んでくる。

			「ほうら、あっという間に根元まで入っちゃいましたよ」

			「いやぁぁっ」

			　糸を引くような声を絞りだした直後、張形がスライドを開始し、同時に想定外の快感が襲いかかった。

			「ンっ、ふうぅっ」

			　俊一は腕を打ち振り、腸内粘膜を遠慮なく穿つ。ときおり手の動きを止めてはぐるぐると回転させ、放射線状の窄まりを拡張していった。

			「ふふっ、お尻の穴がほぐれて、早くも馴染んでますよ」

			「あぁ、ンっ、ンっ、ンうぅっ！」

			「おっ、あそこから、また愛液が滴ってきた。見てごらんなさい。ほら、股のあいだを覗きこむんです」

			　シーツに片頬をつけたまま視線を股ぐらに向ければ、信じられないことに、とろみの強い粘液がゆるゆると途切れなく滴っていた。

			　排泄口を穢されているにもかかわらず、肉体が悦楽を享受しているのは疑いようのない事実なのだ。

			「いやああぁっ」

			　眼下の光景を受けいれられずに細い悲鳴をあげるも、快感は意に反して全身に拡散していく。交感神経が完全に麻痺したところで愉悦に身を委ねた瞬間、棒状のアダルトグッズが凄まじいピストンを繰りだした。

			「あっ、ひっ！」

			「腸液がガンガン溢れて、すべりがすごくいいですよ」

			「ひっ、ひっ、だめ、だめっ」

			「何が、だめなんですか？」

			「イッちゃう、イッちゃう！」

			「お尻でイッちゃうんですか？　なんてどスケベな女なんだ!!」

			　猛烈なスライドとともに罵られた瞬間、目の前が真っ白になり、麻衣子は己のリビドーを解き放った。

			「あっ、イック、イック、イックぅぅっ！」

			　ヒップを派手に打ち揺すり、脳髄がとろけそうな快美を全身で受け止める。麻衣子はシーツを引き絞り、絶頂の海原に身を投げだした。

			「あふっ、あふっ、ふっ、ふうぅっ」

			「ふふっ。こりゃ、壮観だ。身体がビクビクしてる」

			　陶酔のうねりに身を任せる間もなく、またもや肛華に違和感が走り抜ける。

			（こ、今度は何!?）

			　括約筋がすっかりほぐれているのか、かなりの丸みを帯びた物体は少しのひりつきもなく埋めこまれていった。

			「ひ、ぃぃンっ！」

			　猛烈な振動に続いてモーター音が下腹部から鳴り響き、背中がうねりくねる。

			　悪辣なローターを、またもや肛穴に忍ばせたのだろう。いくら下腹を波打たせても丸いグッズを押しだすことはできず、麻衣子は次々と襲いかかる快感の高波に髪を振り乱してよがり泣いた。
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			「いやぁぁっ！　いやぁぁっ!!」

			「ふふっ。お尻の穴、これからたっぷり調教してあげますよ」

			　不敵な笑みを浮かべて呟く彼の言葉は、もはや耳に入らない。

			　精神が崩壊しそうな肉悦にどっぷり浸り、パクパクと口を開く女肉の狭間から淫蜜がどろっと溢れだす。

			「ああぁ、ああぁっ」

			　意識が朦朧としだした頃、今度はペニスが秘裂にあてがわれ、陰唇をメリメリと押し開いた。

			「ぐっ、くうっ」

			　待ちに待った牡の肉が膣内に埋没し、青白い稲妻が総身を貫く。

			「い、ひぃぃぃぃっ！」

			　腸内のローターはいまだに唸りをあげ、最強の振動で粘膜に刺激を与えつづけているのだ。ノーマルとはかけ離れた二点責めに、麻衣子は白目を剥き、恍惚の表情から口を大きく開け放った。

			「ああっ、ああっ、ああっ！」

			「ははっ！　振動が、チンポにまで伝わってきますよ」

			　膣道と腸内を隔てる壁が薄いのか、ローターとペニスの青筋がゴリゴリとこすれ合う。さらに俊一は、岸壁を打ちつける荒波のごとく腰を叩きつけた。

			「ンっ、ひっ！」

			「ぬ、おおおぉっ!!」

			　バッチンバッチンと、彼の下腹がヒップを高らかに打ち鳴らす。逞しいピストンと倒錯的な快美にアドレナリンが湧出し、脳幹が灼き尽くされる。

			「ああ、イッちゃう、イッちゃうぅっ！」

			「もうイッちゃうんですか!?」

			「我慢できない！　我慢できないのぉぉっ！」

			「いやらしい女ですね。これなら、どうです？」

			「ひ、やぁあぁぁぁっ!!」

			　ローターのスイッチを『強』に入れ直したのか、猛烈な振動が腸内粘膜をこれでもかと掻きまわす。

			「イックぅっ！　イッちゃう！　イックぅぅぅぅっ!!」

			　挿入してから三分と経たず、麻衣子は慟哭に近い声を張りあげながら旭日昇天していった。

		

	

			第四章　愉悦のアナル凌辱

			　　　　　１

			　十月十日　土曜日。

			　料亭だと思われた場所は、彼の友人が経営する割烹旅館だった。

			　思いだしただけで、顔が熱くなってしまう。

			　まさか別部屋に寝室が用意されており、淫らな関係を結ぶことになろうとは夢にも思っていなかった。

			　堂本という男に二人の関係を悟られなかったか、とても心配だ。

			　今日も後ろの穴を責められ、乱れに乱れてしまった。

			　変態的な行為だとはわかっていても、拒絶することもできず、彼の為すがまま。怖いという気持ちもあるけど、快楽に抗えない。

			　二人の関係は、これからどうなるのだろう。

			　そして……いつまで続くのか。

			　不安はあるけど、彼のことを思いだすたびに、身体の疼きを抑えられなくなる。

			　もう……自分を止められない。

			　

			　師走に入り、銀行業務は忙しい日々が続いていた。

			　昼休憩に入り、喫茶店「Ｌ」で、しばしくつろぎの時間を過ごす。

			　俊一の面影が絶えず脳裏をよぎり、口から自然と深い溜め息がこぼれた。

			（はあっ……もう三週間も会ってないわ）

			　十一月までは二週間に一度の割合で逢瀬を繰り返し、食事を済ませたあとはホテルでただれた関係を結んできたのだ。

			　どうやら、彼も多忙な毎日を過ごしているらしい。

			　妻子持ちの男性と交際している以上、個人的な連絡先は互いに教え合わなかった。

			　デートの約束はＳＮＳのダイレクトメッセージのみで、いつも彼からの連絡を待ち受けるばかりなのだ。

			　本音を言えば寂しかったし、そろそろ関係を終わらせるべきだと何度も思ったが、彼からのメッセージがあると、ネガティブな考えは頭から吹き飛び、迷うことなくイエスの答えを返してしまうのである。

			（ひょっとして、このままフェイドアウトするつもりかしら）

			　アカウントを削除されたら、こちらから連絡する手段はなくなる。それならそれで、きっぱりとあきらめもつくのだが……。

			「いけない……もうこんな時間だわ」

			　席を立ち、伝票を手にレジカウンターに向かうと、いつものバイト青年がおどおどした表情で話しかけてきた。

			「ど、どうも、毎度ありがとうございます」

			　マスターは、彼をミキヤと呼んでいたか。

			　よほど人見知りなのか、彼はいつもどおり、目元を赤く染める。その姿がとてもコミカルで、麻衣子は口元に手を寄せてクスリと笑った。

			「お、お仕事、がんばってください」

			「ふふっ、ありがと。あなた、学生？」

			「いえ、フリーターです。でも、将来は役者を目指して、がんばってます」

			「まあ、劇団か何かに所属してるの？」

			「はい……小さな劇団ですけど」

			「そう、あなたもがんばってね」

			　笑顔を返して店を出たところで、またもや俊一の面影が脳裏をよぎり、慌ててかぶりを振る。

			　バージンを捨て、女の悦びにも目覚めた。

			　彼とは別れ、既婚者ではない独身の男性と前向きな恋をしなければ……。

			　足早に銀行に戻る途中、ファミリーレストランの窓越しに悠輔と奈津美の姿が目に入った。

			　慌てて電柱の陰に隠れ、楽しげに話す二人を羨望の眼差しで見つめる。

			　初恋の男に対しては踏ん切りがついていたが、人目を気にせず、堂々と食事ができる彼らが羨ましい。

			　悔しげに唇を噛んだ瞬間、スマホの着信音が鳴り響いた。

			（誰かしら？　あ……主任だわ）

			　直属の女上司からの連絡に、神妙な面持ちで通話ボタンをフリックする。

			「はい、もしもし。浦木です」

			『あ、浦木さん？　支店長が、すぐに帰ってきてくれって』

			「え……あの、何かあったんでしょうか？」

			『詳しいことはわからないけど、とにかく至急よ』

			　女性主任は一方的に告げ、電話を切ってしまった。

			　何か、大きなミスでもしたのだろうか。

			　俊一と人知れぬ関係を結んでから、仕事中にポーッとしている機会が増えたため、決して考えられないことではない。

			（はあっ……憂鬱だわ）

			　重い足取りで銀行に戻ると、驚いたことに、支店長が行員専用の通用口で待ち受けていた。

			「浦木くん、浦木くん！」

			　五十代半ばの恰幅のいい男は、口角泡を飛ばして駆け寄る。

			「た、大変だよ。大口のお客さんだ！」

			「はあ？　何のことですか？」

			　彼はいつもオーバーアクションぎみだったが、この日の動きは特に派手だ。

			「ああっ、もう焦れったい！　とにかく早く来なさい!!」

			　訳がわからぬまま支店長のあとに続き、通用口から二階への階段を駆け昇る。

			　応接室の扉が開かれ、中を覗きこんだ麻衣子は心臓が止まりそうなほどびっくりした。

			　黒革のソファに、なんと俊一が腰かけていたのである。

			　　　　　２

			（ど、どうして……）

			　室内には二人の先輩行員も直立不動で佇んでいる。

			　職場は教えていなかったのだが、なぜ俊一がこの場にいるのか。

			　激しい動揺に心が乱れ、状況がまったく把握できない。愕然としていると、彼はソファから立ちあがり、にこやかな顔で近づいてきた。

			「やあ、久しぶりだね」

			「あ、あの……」

			　支店長がこぼれそうな笑みを浮かべ、二人のあいだに割って入る。

			「いや、浦木くんも人が悪い。叔父さんの存在を隠してたなんて」

			「……え？」

			「いや、私自身、アメリカから戻ってきたばかりなので、仕方がないんです。それに、姪は昔から口数の少ない子でしたから」

			「何にしましても、本日は誠にありがとうございます！」

			「あ、あの、どういう……」

			「君の叔父さんが、我が行に二億円の預金をしてくれることになったんだよ！」

			「え、えぇっ！」

			　マイナー銀行の支店にとって、二億円はとてつもない大口の顧客となる。

			　テーブルの横に置かれた台車には、見るからに重厚なアタッシュケースがふたつ並べられていた。

			　それにしても、いつの間にか叔父と姪の関係にさせられていたとは……。

			　突拍子もない事態の連続に、麻衣子は茫然自失するばかりだった。

			「支店長。姪と久しぶりに話したいんで、二人きりにさせてもらっていいですか」

			「もちろんです！　預金の手続きはさせていただいてもよろしいでしょうか？」

			「ええ、お願いします」

			「ありがとうございます！　おい、君たち」

			　支店長は二人の先輩行員に目配せし、台車を押させて出入り口に向かう。そして、これ以上ないというほど頭を深々と下げた。

			「お話がお済みになられましたら、お呼びください」

			「わかりました」

			「それでは、失礼いたします」

			　彼らが応接室から出ていくと、麻衣子は胸に手を添えてからひと息ついた。

			「ははっ、びっくりさせちゃったかな」

			「心臓が止まるかと思いました。車で来たんですか？」

			「ああ、そうだよ」

			「どうして、ここがわかったんですか」

			「住んでる場所だけは聞いていたからね。実はこれから出張で、大宮まで行かなければならないんだ。ちょうど通り道だったんで、おどかしてやろうと思ってね。マップ検索して、この銀行に当たりをつけ、午前中に行内を覗いてみて、君の姿を確認したというわけだ」

			「それにしても、二億だなんて……」

			「ちょっと早いクリスマスプレゼントみたいなものさ。ここのところ、会えなかったから。君の評価はアップするだろうし、喜んでもらえると思うけど」

			　うれしい気持ちがないわけではなかったが、こんなプレゼントよりも二人の時間を共有したほうが何倍も価値がある。

			「そうかぁ……確かに、この銀行じゃ、出会いはないかもね」

			「……え？」

			「言ってたじゃないか。まともな男はいないって」

			「あ、ええ」

			「でも、一人だけ若い色男がいたぞ」

			　おそらく悠輔なのだろうが、今は彼の話はしたくない。

			「彼にはもう、将来を誓い合った人がいるらしいので……」

			　とっさに嘘をつくと、俊一は思いだしたように呟いた。

			「そっか。あ……ひょっとして、相手は窓口の女の子かな？　目がクリッとして、高校生みたいに童顔な子」

			　ズバリと言い当てられ、あまりの驚きに目を丸くする。人生の成功者ともなると、男と女の機微を見抜く力も長けているのだろうか。

			「最初、あの子に声をかけたんだよね」

			「そ、そうですか」

			　奈津美の話など、悠輔以上に聞きたくない。

			　複雑な表情を見せると、俊一の口から思わぬ提案が飛びだした。

			「なかなか連絡できなくて、申し訳ない。今は本当に忙しくてね。クリスマスも会えないけど、年明けに私の家に来ないかい？」

			「……え」

			「二日の日、女房と子供が里帰りするんだが、向こうの家に挨拶したあと、仕事を理由に私だけ帰る予定なんだ。二日の夜、どうかな？」

			「で、でも……」

			　彼の申し出は素直にうれしかったが、妻の不在中に自宅を訪問するのは抵抗がある。

			　困惑げに口を噤むと、そっと抱きしめられ、心臓がトクンと拍動した。

			「頼むよ。たまには、二人だけでのんびり過ごしたいんだ。正直に言うけど、女房とはうまくいってなくてね。もう一年以上も、セックスレスなんだ」

			　不倫する男の常套句だとはわかっていても、信じたいと思ってしまうのは女の悲しい性なのか。

			「いいだろ？」

			　無言で頷くと、俊一は下腹に熱い昂りを押しつけた。

			（あぁ、勃ってるわ）

			　前回の逢瀬から三週間、麻衣子自身も欲求が溜まっており、ここのところはオナニー三昧の日々を過ごしているのだ。

			　クリットや膣内ばかりでなく、今ではアナル感覚にも目覚めはじめていた。

			　彼は会うたびにアナル棒のサイズを太くしていき、先日はペニスとほぼ変わらぬ極太のグッズでアヌスを拡張された。

			　女芯はもちろん、禁断の場所も疼きだし、できることなら仕事を終えたあとに落ち合いたかった。

			「今日は……帰り、遅いの？」

			「いや、仕事が済んだら、東京にとんぼ返りして、別の取引先相手との商談があるんだ」

			「……忙しいのね」

			「目まぐるしくて、ぶっ倒れそうだよ。だから……」

			　俊一はスカートをたくしあげ、手のひらでヒップを撫でまわした。

			「あ、だめよ」

			「我慢できないんだ。君のその薄桃色の制服、かわいくてさ。目にしたとたん、スイッチが入ってしまったみたいだ」

			「ンっ、ふぅ」

			　指先が股ぐらにすべりこみ、ショーツ越しの小さな尖りとアヌスをつつかれる。

			　条件反射とばかりに淫液が媚肉の狭間から滲みだし、麻衣子は眉尻を下げて吐息を放った。

			「はあっ、もう我慢できないよ」

			「だめ、だめよ」

			　ただでさえ規律の厳しい職種のうえに、行内でいかがわしい行為に耽るなど言語道断である。それでも内から溢れだす情動は止められず、右手がマストの張った股間を勝手に握りこんでいた。

			（あぁ、すごい……コチコチだわ）

			　逞しい逸物で、火のついた肉体を鎮めてほしい。

			　至極当然の欲求に駆られた瞬間、細い指がショーツの裾をかいくぐり、恥肉のあわいにすべりこんだ。

			「ンふっ！」

			「おぉ、すごい……もう溢れかえってる」

			「あぁっ、だめ、だめです」

			「やめちゃっても、いいのかな？　こんなに濡らして」

			「い、ひぃっ」

			　鉤状に曲げられた指が蜜壺に挿入され、荒々しいピストンで膣天井を研磨される。

			　めくるめく快美が総身を駆け抜け、性の悦びにヒップがわなないた。

			「ぐっちゅぐっちゅと、なんていやらしい音を響かせるのかな」

			「あぁ、いやあぁっ」

			　悦の声を必死に堪えるなか、快感は瞬く間に倍増していき、全身の血が沸騰する。

			「あ、だめ……イッちゃいそう」

			　ズボンの上から肉棒をこすりたてれば、俊一は冷ややかな笑みを浮かべた。

			「あらら、自分からそんなにしごいちゃうの？」

			「だって……」

			「だって、何？」

			「ンっ、くふうっ」

			　媚びた視線を向けた瞬間、膣内を往復する指が苛烈さを増し、大量の花蜜が卑猥な肉擦れ音を奏でた。

			「はぁっ、イッちゃう、イッちゃう」

			「いいよ。この銀行内で、おマ○コいじられてイッた人は麻衣子さんが初めてなんじゃない？」

			　モラルからかけ離れたシチュエーションにことさら性感が高まり、自制心がまったく働かない。

			（あ、あ、あ……イクっ、イックぅぅっ！）

			　恥骨を前後に振りたくった麻衣子は、絶頂への扉を開け放ち、膝から崩れ落ちていった。

			　膣から指が抜け落ちても、陶酔のうねりは怯むことなく押し寄せる。

			「うはっ、愛液が手首のほうまで垂れちゃってる」

			「はあはあっ」

			　やや俯き加減で荒い息を吐くなか、頭上からジジッと、低い金属音が響き渡った。

			「こっちも、我慢の限界だよ」

			　上目遣いに仰ぎ見れば、赤褐色の肉根が眼前でビンビンしなる。

			「……ああっ」

			　瞳をどんより濁らせた麻衣子は舌舐めずりしたあと、有無を言わさず男根に貪りついた。

			「お、おおっ」

			「ンっ、ンふっ、ンっ、ぷふうっ」

			　唇、舌、口腔粘膜を駆使し、逞しい極太を懸命に舐めしゃぶる。

			　三週間ぶりの味覚と匂いが妙に懐かしく、猛烈な勢いで首を打ち振った。

			　口の中でのたうつペニスが、心の底から愛おしい。

			（はぁっ、このおチンチンは私だけのものよ！）

			　まだ見ぬ俊一の妻に宣戦布告し、マーキングをするかのごとく、唾液をたっぷりまぶしては顔を螺旋状に振りたくる。

			　男根を口の中でギューギューに引き絞ったところで、彼の口から切羽詰まった呻き声が洩れ聞こえた。

			「む、むむっ、そんなに激しくしたら、出ちゃうよ。いいのかな、出しても」

			　応接室で、ザーメンを撒き散らすわけにはいかない。精液臭が室内に充満していたら、支店長や他の行員に勘ぐられる可能性もありうるのだ。

			　こうなれば、精飲するしかない。

			「うぅン！　うぅンっ！」

			　高らかな吸茎音を響かせながら頷くと、俊一は一転して目をぎらつかせた。

			「はあっ、イクよ！」

			「むふっ!?」

			　彼は頭を鷲掴み、ガンガンと腰を振りたてる。肉刀の切っ先が喉を打ちつけ、息苦しさに顔をしかめるも、女芯は逆にひりつくばかりだ。

			「くふっ、気持ちいい、最高だ」

			「ぶふぅ、ぷぷっ、ぷぅぅっ！」

			「おぉっ！　イクっ、イクぞぉぉっ」

			「ぶっ、ぷっ、ンっふぅぅっ！」

			　荒々しいイラマチオに意識が朦朧とするも、性感はなぜか上昇の一途をたどった。

			（あぁ……イッちゃう……イクっ、イックぅ）

			　内腿をこすり合わせ、自ら陰核に快美を吹きこむ。目尻に涙が溜まり、口唇の端から白濁とした涎がこぼれ落ちる。

			「あっ、イックっ……ぐっ、くうっ」

			　青筋がドクンと脈動した直後、熱いしぶきが口内にぶちまけられた。

			　濃厚な一番搾りは飽くことなき吐出を繰り返し、麻衣子は眉間に皺を刻みながら牡の証を胃の中に流しこんだ。

			　栗の花の香りが、鼻腔粘膜から大脳皮質を突きあげる。俊一の匂いが身体に沁みこみ、女の悦びに打ち震える。

			（あぁ……またイッちゃう）

			　職場という状況にもかかわらず、麻衣子は惚けた表情から怒張をねちっこく舐りまわし、三度目のエクスタシーに達していった。

			　　　　　３

			　年が明けた正月の二日、実家から都心に戻った麻衣子は駅前で俊一と落ち合ったあと、中華料理店で夕食を済ませた。

			「知り合って、初めてだね。朝まで、いっしょにいられるのは」

			　彼は車に乗りこむや、さっそく満面の笑みを浮かべる。どうやら、自宅に招く気持ちに変わりはないようだ。

			「あの、そのことなんですけど、家のほうにうかがうのは……」

			「いやかな？」

			「さすがに、図々しいような気がして」

			　宿泊するなら、ホテルにしてほしい。

			　困惑げに告げると、俊一は顔色を変えずに答えた。

			「ううん、今からホテルの予約、取れるかなあ」

			「ラブホテルでもかまわないです」

			「正月の三が日は、いちばん混むときだからね。ラブホテルでも、空いてるかどうか。とにかく、家でくつろいでから考えよう」

			「わ、わかりました」

			　彼は、どうしても家に連れていきたいらしい。仕方なく頷くと、車が発進し、麻衣子はとたんに暗い表情になった。

			　強引な性格は今に始まったことではなかったが、今回ばかりは抵抗がある。

			　彼の自宅に足を踏み入れれば、妻子持ちという現実をいやでも突きつけられるのだから、後ろめたい気持ちになるのは当然のことだ。

			　戸惑っているうちに、車は閑静な高級住宅街に入った。

			「あの、それじゃ……今日は、ちょっとだけお邪魔して帰ります」

			「そうかぁ。残念だけど、仕方ないかな。まあ、確かに、君の立場からしたら、長居はしたくないかもしれないね」

			「ごめんなさい」

			「そうだ、来週の連休は暇？」

			「連休……ですか？」

			「うん、成人の日を含めた、土、日、月の三連休。軽井沢に別荘があるんだけど、そこでゆっくりするのはどうかな」

			「……え？」

			「やっぱり、自宅はいきなりすぎたね。ホントにごめん」

			「い、いえ。こちらのほうこそ申し訳ないです。せっかく誘っていただいたのに」

			「その代わりといっては何だけど、別荘のほうはつき合ってよ」

			　さすがに、二度続けて断るのは気が引ける。

			　別荘なら、自宅よりも生活感をイメージさせることはないのではないか。そう考えた麻衣子は、小さく頷きながら答えた。

			「わ、わかりました」

			「そう、よかった！　おっと……着いたよ」

			「え、こ、ここですか？」

			　車が停車するやいなや、眼前に佇む白亜の豪邸に呆然とする。

			　俊一がリモコンでシャッターを開けると、照明がともり、真紅のスポーツカーとワゴンタイプのファミリーカーが目に入った。

			「家族用と遊び用。こっちの車は、主に仕事用に使い分けてるんだ」

			「自家用車を三台も所有しているなんて……すごいです」

			「いやいや、たいしたことないよ」

			　富裕層だとはわかっていたが、目を見張るばかりの豪邸といい、想像を遥かに超えた資産家らしい。

			　俊一は車をバックで車庫に入れたあと、エンジンを切り、運転席から降りて助手席側に回った。

			「さあ、どうぞ」

			「す、すみません」

			　ドアが開かれ、やや緊張の面持ちで車から足を下ろす。

			「こっちだよ」

			　シャッターが自動で閉まるなか、車庫の奥に促され、麻衣子はややためらいがちに歩を進めた。

			　奥の扉が開け放たれ、あたりを見回しながら中庭を通り抜ける。

			　手入れの行き届いた常緑樹や灌木かんぼく林、イギリスのガス灯を彷彿とさせる洒落た外灯には感嘆の溜め息が洩れるばかりだ。

			　博物館のような三階建ての邸宅にひたすら惚けるなか、俊一はコートのポケットから取りだしたキーで重厚な玄関扉を開けた。

			「いつもは家政婦が二人いるんだけど、正月休みを取っててね」

			「家政婦……ですか」

			「だから、この日ぐらいしか、君を呼べなかったというわけ」

			　それほど、大切な存在だと考えてくれているのだろうか。彼の気持ちはうれしかったが、今の自分の立場が愛人である以上、やはり後ろめたい気持ちは隠せない。

			「あ、あの……」

			「とにかく、あがってお茶でも飲んでいってよ。そのあと、自宅まで送るから」

			「い、いえ、それは……近くの駅までで、けっこうですから」

			　やんわり断ると、俊一は腕を掴み、強引に邸内へ招き入れた。

			（仕方ないわ。お茶を飲むだけなら……）

			　覚悟を決めた直後、玄関口の照明がともり、広い間口が視界に入る。

			　豪奢なシャンデリア、足首まで埋まりそうな絨毯、壁に掛けられた見るからに高価そうな絵画。室内の奥には大きな階段が二階に向かって緩やかなカーブを描き、外国映画に出てくる洋館を思わせる造りだった。

			「す、すごい」

			「さ、あがって。コートは預かるから」

			　室内にあがり、コートを脱いで手渡すと、俊一は傍らにあるドアを開け、広いウォークインクローゼットに目をしばたたかせる。

			「自宅でパーティーをする機会も多くてね。来客用のクローゼットだよ」

			「敷地面積は、どれくらいあるんですか？」

			「三百坪ぐらいだったかな……さ、こっちへ」

			　右サイドにある観音開きの扉の向こうには、五十畳はあろうかと思えるリビングが広がっていた。

			　左奥にはアイランドキッチン、そのとなりには北欧のダイニングテーブルセット、右奥にはコの字形のソファに大画面テレビが設置されている。

			　大きな窓から庭が一望でき、たっぷりの採光を取り入れる設計には、もはや羨望の眼差しを向けるしかない。

			「ホ、ホントに……すごいですね」

			「先祖代々、このあたりの土地を所有してるんだ。俺だけの稼ぎじゃ、こんな贅沢はできないよ」

			　俊一は謙遜していたが、平凡な家庭環境で育った自分と比べると、いやが上にも身分の違いを痛感してしまう。

			　驚きの連続に唖然とするなか、彼はキッチンに回りこみ、小洒落たポットに水を入れて火をかけた。

			「あ、私がやります」

			「いいよ。ソファに座って、ゆっくりしてて。ハーブティーでいいよね？」

			「え、ええ」

			　革張りのソファもイタリアの高級家具で、この大きさなら三十万は下らないはずだ。

			　上着を脱いで腰を落とせば、身体がゆっくり沈みこみ、麻衣子は心地いい弾力感に酔いしれた。

			（奥さんて、どんな人なのかしら）

			　夫婦仲はよくないと聞いていたが、いかなる人物なのか、どうしても気になる。

			　あたりをキョロキョロ見回すと、ダイニングテーブルの向こう側にウイスキー瓶を並べたキャビネットがあり、天板の上に写真立てが伏せた状態で置かれていた。

			（きっと……家族写真だわ）

			　おそらく、俊一が事前に伏せておいたのだろう。好奇心が頭をもたげるも、あからさまに確認するわけにもいかず、麻衣子は悲しげに視線を逸らすしかなかった。

			「お待たせ。ハーブティー、大丈夫かな？」

			「はい、平気です。でも……この家、帰ってきたばかりなのに、玄関もこの部屋もあったかいですね」

			「ああ、どの部屋もエアコン類は置いてないんだ。空調設備が整っていて、コンピューターが状況を判断して、温度や湿度、換気を自動調節してくれるからね」

			「はあ……なるほど」

			　セレブな生活すぎて、もうついていけない。

			　嘆息してから、ガラステーブルに置かれたハーブティーを口にする。

			「……おいしいわ」

			「そう、それはよかった。そのハーブティーは、リラックスさせる効果があるからね。少しは、緊張がほぐれたかな？」

			「え、ええ」

			　俊一は当然とばかりにとなりに腰かけ、手を握りしめた。

			「残念だな。初めて、君と朝のコーヒーが飲めると思ったのに」　

			「ごめんなさい」

			「でも、いいや。来週の連休、別荘でゆっくりできるから。日にちは、金曜から土曜の一泊がいいかな」

			「……え？」

			「実家に帰らないと、いけないんでしょ？　本当は、月曜までいっしょにいたいんだけど」　

			　麻衣子も同じ気持ちだったが、深入りしないためにも一泊だけで我慢したほうがいい気がする。

			「金曜からの一泊で……」

			　伏し目がちに答えた直後、軽快な着信音が鳴り響き、スマホを手にした俊一が舌打ちした。

			「あれ、堂本だ。いいとこなのに、相変わらず無粋な奴だな。ちょっと、席を外させてもらうね」

			「ど、どうぞ」

			　彼がリビングから出ていくと、伏せられた写真立てが気になり、そわそわと落ち着きなく肩を揺する。

			（奥さんの顔を見たからって、どうなるものでもないじゃないの）

			　冷静になろうと紅茶を飲み干しても、一度芽生えた好奇心は抑えられない。

			　リビングの出入り口を確認してから立ちあがり、写真立ての置かれたキャビネットに向かって歩きかけたところで女芯がひりつきはじめた。

			（あ……な、何？）

			　アルコールを口にしていないのに、全身の血が逆流し、デリケートゾーンがカッカッと火照りだす。

			　麻衣子は空いたティーカップに視線を向け、額に脂汗を滲ませた。

			（まさか、あの紅茶の中に変なクスリでも入ってたんじゃ）

			　ムズムズする感覚を少しでも抑えようと内股をこすり合わせるも、快感電流はなおさら増していく。

			　もはや家族写真どころではなく、今度は膣内に尋常ではない掻痒感が走り抜けた。

			（いったい、何をしたの？）

			　耐えられずに股間に手を伸ばした瞬間、リビングの扉が開き、口元に淫靡な笑みを浮かべた俊一が姿を現す。

			「あれ、どうしたの？」

			「あ、あ……」

			「顔が真っ赤だよ。汗も掻いてるし、室温が高すぎるのかな」

			「何を……入れたんですか？」

			「は？」

			「ハーブティーの中に、何か入れましたよね？」

			「ああ、ちょっとブランデーを入れたんだ。今日は、特別寒かったからね。アルコールが効きすぎたのかな？」

			　彼はとぼけた表情でシラを切ったが、おそらく飲み物の中に性感を刺激するクスリを混入させたのではないか。

			　疑念の目を向けると、俊一はニヤリと笑い、腰を抱き寄せて唇を奪った。

			「ンっ、むっ、ふぅっ」

			　舌と唾液がじゅるじゅると吸われ、スカートの上から尻肉を揉みしだかれる。ソフトな愛撫だけで陰裂から愛液が溢れだし、肉体の芯部で情欲のほむらが渦巻いた。

			「あ、ああっ」

			「ふふっ。麻衣子さん、すごくエロい顔してるよ」

			　彼は唇をほどいて微笑み、スカートの中に手を忍ばせる。そしてショーツの中心部を指先でつつき、さらに性感をあおった。

			「はあぁ、いやぁ」

			「本当は、紅茶の中に強力な媚薬を入れたんだよ。性感を剥きだしにさせるクスリ。害はないので、安心して」

			「ど、どうして、そんなものを……」

			「前にも言ったでしょ。好きな人は、いじめたくなっちゃうって。今夜はずっといっしょにいられると思ったのに、帰らなければならないということで、ちょっと意地悪しちゃったんだ。ごめんね」

			「……ひどいわ」

			「その目、その目で見つめられると、背中がゾクゾクするんだ」

			「……あ」

			　ブラウスのボタンが外され、スカートのファスナーが下ろされる。

			　肌を合わせるなら汗を流したかったが、シャワーを浴びる余裕がないほど性的な欲求に駆り立てられた。

			「君があまりにもエッチな顔を見せるから、チンポがビンビンだよ」

			　俊一はニヤニヤしながらズボンとトランクスを引き下ろし、充血した強ばりが反動をつけて跳ねあがる。飴色の極太には太い静脈が無数に浮き立ち、これまでにない異様な昂りを誇っていた。

			　　　　　４

			「俺も、同じクスリを飲んだんだよ。高いだけあって、すごい効き目だよね。もう我慢できないよ」

			　彼は肉幹を自らしごきたて、包皮が蛇腹のごとく往復し、宝冠部がパンパンに張りつめる。雄々しい牡茎を目にしたとたん、麻衣子は唇のあわいで舌を物欲しげにすべらせた。

			「むぅ、気持ちよくて、このままイッちゃいそうだよ」

			「あぁ……だめ」

			　自慰行為を制し、脈打つ肉胴に指を絡める。熱い血潮が手のひらを通して伝わった瞬間、鈴割れから先走りの汁が溢れだし、堪えきれない情欲が内から噴出した。

			「はあはあ、はあっ」

			　虚ろな顔で剛直をいじりまわすなか、ブラウスを脱がされ、ブラジャーのホックが外される。

			　スカートがたくしあげられ、ショーツを引き下ろされたところで我に返ったが、もはや身をよじることすらできない。

			　麻衣子は棒立ち状態のまま、惚けた表情で熱い溜め息をこぼすばかりだった。

			「おぉっ、もう大洪水じゃないの」

			「やっ、は、恥ずかしい」

			　俊一が腰を落とし、ショーツをするすると捲り下ろす。恥芯とクロッチのあいだで透明な粘液が糸を引き、全身の血が逆流した。

			　考えてみれば、俊一と肉の契りを交わすのはひと月半ぶりになるのだ。発達した性感が男を欲し、媚薬が性的な昂奮を極限まで高める。

			　全裸にされても、今は羞恥心より欲望のほうが圧倒的に勝っていた。

			　俊一は再び立ちあがり、その場足踏みからズボンとパンツを脱ぎ捨てる。続いてセーターを頭から剥ぎ取る最中、麻衣子の視線は股間の一点だけに注がれた。

			（あぁ、ほしい……ほしいわ）

			　肉棒に再び指を絡め、量感と質感を心ゆくまで確かめる。しこしこと撫でさすっているだけで胸が高鳴り、本能の赴くまま跪いてはペニスを頬張った。

			「おっ、自分から……」

			「ン、ぷぷふぅ」

			　聳え立つ男根を喉の奥まで咥えこみ、唾液をたっぷりまぶす。間を置かずに顔をスライドさせ、派手な吸茎音を響かせては淫猥なおしゃぶりに没頭する。

			　ぎゅぽっ、ぎゅぷっ、ぶぷっ、ヴポポポポっ！

			　リズミカルに首を打ち振れば、牡の蛮刀は瞬時にして激しい脈を打った。

			「お、おおっ」

			「ンっ、ンっ、ふぅぅっ」

			　汗臭い匂いとしょっぱい味覚が鼻腔を燻し、女の情欲を沸点に近づける。大量の涎をまとった肉根は妖しい照り輝きを放ち、口腔粘膜を通して熱い昂りを訴えた。

			「く、くうっ……すごいフェラだ」

			　低い呻き声が徐々に感覚を狭め、太腿の筋肉がぷるぷるしだす。

			　首を左右に揺らして刺激を吹きこめば、前触れの液が口の中に広がり、今度は苦みが舌の上に走った。

			　あまりの昂奮から愛液が滴り落ち、今や鼠蹊部はもちろん、内腿のほうまでぬめり返っている。

			（あぁ……いや、ほしい、ほしいわ）

			　女芯の疼きも限界に達し、逞しいペニスで一刻も早く身を貫いてほしかった。

			　腰をくねらせてペニスをおしゃぶりするなか、俊一が上ずった声で我慢の限界を訴える。

			「はあはあ……立って」

			　麻衣子は剛槍を口から抜き取り、媚びを含んだ表情で立ちあがった。

			「こっちに来て」

			　ソファに促され、仰向けに押し倒される。両足を目いっぱい開かされ、猛烈な羞恥心から身悶える。

			「おおっ、おマ〇コがぱっくり開いて、いやらしい汁がどんどん出てくる」

			「あ、い、いや……見ないで」

			　拒絶の言葉を発するも、秘園を隠す気になれない。

			　恥ずかしい箇所に熱い視線を浴びれば浴びるほど、肉体は燃えあがるのだ。

			　俊一は荒い息を吐きつつ、敏感なポイントを避けて大陰唇に唇を這わせる。小憎らしい愛撫に性感を撫でられ、恥骨が上下にぶるぶる震えた。

			「ああっ、ああっ、ああっ」

			　熱病患者のように吐息が絶え間なく放たれ、切なげな顔で小指を噛む。

			「あ、ンっ、やっ、も、もう……」

			「もう、何かな？」

			「はあはあ……い、挿れて……挿れてください」

			「何を、どこに挿れるの？」

			　彼自身も切羽詰まった状況にあるのだろうが、焦らしの手順は決して省かない。

			　鼠蹊部の筋を舌でなぞられただけで、狂おしい情動が内から迫りあがった。

			「う、ンふっ！」

			「ちゃんと言ってくれないと、わからないよ」

			「はあはあ……」

			　はしたない言葉が喉から出かかるも、頭の隅にこびりついた理性が待ったをかける。縋りつくような目で訴えても、俊一は意に介さず、小陰唇をてろてろと舐めあげては口に挟んで引っ張った。

			「あ、くうっ」

			「口に出して言わなければ、このままお預けだからね」

			「はっ、ふうぅっ！」

			　今度は陰核に熱い息を何度も吹きかけられ、官能の嵐に身が焦がれる。目の縁に涙を溜めた麻衣子は、震える唇をゆっくり開いた。

			「……挿れてください」

			「は？　声が小さくて、聞こえないよ」

			「おマ〇コに……おチンチンを挿れてください」

			　唾を飲みこみ、破廉恥な言葉を喉の奥から絞りだせば、俊一はしてやったりの笑みを浮かべる。そして大口を開け、恥丘の膨らみにかぶりついた。　

			「いっ、ひぃぃンっ!?」

			　しこり勃った小さな肉粒を、陰唇ごと口中に招き入れる。じゅるじゅると愛液を啜られ、陰核が上顎と舌の上で上下左右に転がされる。

			　脳漿が爆発するような快美に襲われた麻衣子は、口元を歪めて身をよじった。　　

			「あぁ、やぁっ」

			「麻衣子さんのラブジュース、おいしいよ」

			「だめっ、イクっ、イッちゃう！」

			　性の悦びに腰がわななき、甲高いよがり泣きが室内に轟く。

			　目の前で白い火花が飛び散った瞬間、俊一は女肉から口を離して身を起こした。

			「ああ、やぁあぁあっ！」

			　絶頂間際に寸止めされ、ヒップが小刻みなバウンドを繰り返す。目尻を吊りあげた麻衣子は、肩で息をしながら嘘偽りのない心境を吐露した。

			「挿れてっ！　早く挿れてっ!!」

			「ふふっ、そんなに挿れてほしいんだ。それなら、どでかいチンポでたっぷり悶絶させてあげるよ。俯せになって」

			　言われるがまま身体を反転させ、双臀を突きあげて交歓の瞬間を待ちわびる。

			「なんてまろやかなヒップだ。最初の頃より、いちだんと大きくなったね。牡の精を適度に味わった女性だけが持つ魅力的なお尻だよ」

			　賞賛の言葉などいらない。恥肉は男根の侵入を待ちわび、狭間からつららのような淫液を滴らせているのだ。

			（あぁ……早く、早くっ！）

			　ヒップを振っておねだりすると、大きな手が腰に添えられ、股ぐらにペニスの熱気が立ちこめる。甘い期待感に打ち震えたのも束の間、麻衣子は突然の違和感にあっという悲鳴をあげた。

			「ん、むむっ」

			「ち、違います。そ、そこは……あ、くうっ」

			「違っちゃいないよ。お尻の穴に、挿れるんだから」　

			「そ、そんな……無理です」

			　裏の花弁に強烈な圧迫感が押し寄せ、恐怖心とともに脂汗が額からこぼれる。

			「無理じゃないさ。前回会ったときは、チンポと同じサイズのアナル棒を咥えこんだんだから」

			　確かに彼の言うとおり、逢瀬のたびにアダルトグッズでアヌスを拡張されてきたが、実際にペニスを挿入されるとなると、嫌悪感が津波のごとく押し寄せた。

			「チンポもお尻の穴も、唾液と愛液でベタベタだからね。力さえ入れなきゃ、ちゃんと入るよ」

			「くっ、ひっ！」

			　ヒップをパチンと叩かれ、衝撃から下肢の力が抜け落ちる。一瞬の隙を突き、亀頭の先端が肛門括約筋をミリミリと押し広げた。

			「あ、あ、あ……やっ」

			「あと、もうちょっと。そのまま、脱力してて」

			「だめ、だめ……ンっ、ンっ」

			　雁首が肛穴をくぐり抜けず、錐で突かれたような疼痛に涙が込みあげる。

			「や、やっぱり……無理です」

			「もっと力を抜いて！」

			「あっ、やっ！」

			　俊一が尻肉を鷲掴みにして左右に大きく広げた瞬間、えらが裏門を通り抜け、勢い余ってズブズブと埋めこまれた。

			「く、ふうぅぅっ」

			　極太の肉棒が腸内を突き進み、異物感が下腹部全体を覆い尽くしていく。

			「……いやぁ」

			　ペニスの熱い脈動が粘膜を通して伝わり、麻衣子は苦悶の表情で唇を噛みしめた。

			「チンポ、根元まで入っちゃったよ」

			「あぁ……ひどいわ」

			「痛くはないでしょ？」

			　挿入の際には肛穴が裂かれそうな感覚が走ったが、今はまったく痛みがない。

			　猛々しい逸物がアヌスを貫いたとは、いまだに信じられない思いだ。

			「さてと、そろそろ動くかな」

			「あ……だめ」

			「心配しなくて、大丈夫。慎重にやるから」

			「ンっ、ふぅっ」

			　男根がゆったり引かれ、ソフトな律動が開始される。息を止めて耐え忍ぶあいだ、不可思議な感覚が徐々に快感に変わっていく。

			（あぁ、どうして……）

			　肛華がジンジンと疼きだし、排泄時の爽快感が交感神経を麻痺させる。

			　麻衣子は拳を握りしめたまま、いつしか甘え泣きに近い嗚咽を洩らしていた。

			「あぁ、あぁ、ふわぁっ」

			「ふふっ。腸液が溢れてきたよ。おや、おマ○コも、いやらしい汁でビチャビチャじゃないの」

			　指摘されずとも、ふしだらな淫蜜の湧出はとうに自覚している。

			　初めてのアナルセックスで快感を得ているのは、紛れもない事実なのだ。

			「君は、おマ○コよりもお尻のほうが感じるタイプなのかもしれないね」

			「そんなこと……うふっ！」

			　肛門と腸内のひりつきが増すごとに、麻衣子は大口を開け、尻上がりの嬌声を張りあげた。

			「お尻の穴もこなれてきたし、もう少し速く動くよ」

			「ンっ、はぁぁあああっ！」

			　凶悪な肉棒がスライドを繰り返すたびに、今まで経験したことのない悦楽が波状的に襲いかかる。

			「だめっ、だめっ、だめっ」

			「ふふっ。身体のほうは、そうは言ってないみたいだけど。おおっ……尻の中、熱くてチンポが蕩けそうだ」

			　頃合いと考えたのか、俊一は腰の回転率を上げ、大きなストロークで腸内を穿っていった。

			「ひぃ、やぁぁあぁっ！」

			「むむっ、締めつけがすごくて、たまらん」

			　恥骨がヒップを打ち鳴らし、巨大な快感が大砲のごとく、ドシンドシンと肉体の芯部まで響かせる。

			「く、はぁぁあっ！」

			　天を仰いだ麻衣子の目は焦点を失い、開け放たれた口から涎がだらだら滴った。

			「あ、いい、いい」

			　思わず心情を吐露すれば、腰のピストンがさらに加速し、牝の本能だけに衝き動かされる。腸内はもちろん、禁断の場所も火がついたように熱い。

			　やがて紅蓮の炎と化した淫情が逆巻くように突きあげ、脳神経を隅々まで灼き尽くした。

			「気持ちいいか!?」

			「いい、いいっ！　気持ちいいっ」

			「もっと気持ちよくさせてあげるよ」

			「あ……ひぃ！」

			　腰のしゃくりがトップギアに跳ねあがり、エクスタシーの激流に足を掬われる。懸命に踏ん張ろうとするも、水嵩はみるみる増し、身体ごと一気に押し流された。

			「あっ、あっ、イクっ、イクっ！」

			「お尻でイッちゃうの？　何て、スケベな女なんだ!!」

			「ひぃ、やあぁあぁぁあっ！」

			　アヌスを巨根で貫かれ、被虐的な状況が麻衣子を堕淫の世界に貶める。白い光が脳幹で瞬き、意識が断続的に弾け飛ぶ。

			　括約筋ばかりか、膣内までもがひりつきだし、えも言われぬ肉悦に恥も外聞もなく泣き叫んだ。

			「いやぁ！　いやぁ！　イッちゃう、イッちゃうぅぅっ!!」

			「むうっ、俺もイクぞっ！」

			「あっ!!　だめっ、だっめぇぇっ！」

			「ぬおおぉおおぉっ！」

			　俊一はラストスパートとばかりに、滾る男根を腸内の奥にガンガンと突きたてた。

			　頭のてっぺんから足の爪先まで桃色に染められ、あまりの快感に自我が崩壊する。

			「たっぷり出すぞっ！」

			　熱いしぶきを腹の中にたっぷり注ぎこまれ、全身をエンストした車のごとくわななかせる。

			「イクっ、イクっ！　イクイクっ、イックぅぅっ!!」

			　麻衣子は女豹のポーズから背筋を反らし、意識が焼ききれるほどの絶頂に呑みこまれていった。

		

	

			第五章　悪夢と狂乱の二穴責め

			　　　　　１

			　一月二日　土曜日。

			　今日は初めて彼の家に招かれ、後ろの穴で行為に耽ってしまった。

			　身も心もとろとろに蕩かされ、失神までするなんて……。

			　思いだしただけで、恥ずかしくなる。

			　でも……彼がシャワーを浴びているとき、伏せられていた写真立てを見てしまった。

			　とてもきれいな奥さんと、フランス人形のようにかわいい娘さん。

			　あぁ、見なければよかった。

			　彼との関係は、いやでも終わりにする時期なのかもしれない。

			　仕事始めとなった翌々日の月曜日、麻衣子は悶々とした気持ちを振り払うかのようにイメージチェンジして出勤した。

			　髪型はセミロングのストレートヘアからセミショートボブにし、黒髪はライトブラウンに染め、メガネもコンタクトに変えた。

			　支店長はもちろん、他の行員らが目を丸くして見つめるも、心は少しも晴れず、気分転換にもならない。

			　愛人関係の継続か、それとも別離か。頭の中は、その一点に占められていた。

			（どうしよう。やっぱり……今度の別荘デートを最後にするべきかしら）

			　昼食を済ませたあと、休憩室で思案していると、扉が開いて悠輔が顔を覗かせた。

			「浦木さん」

			「……は？」

			「どうしたんですか？」

			「何がですか？」

			「イメチェンですよ。いやはや、びっくりしました」

			　彼がＫ支店に転任してから九ヶ月、仕事以外で声をかけてきたのは初めてのことだ。

			　初恋の男は真向かいの席に腰を下ろし、薄ら笑いを浮かべて身を乗りだした。

			「何か、あったんですか？」

			「いえ、別に何もないですけど」

			「恋人と別れたとか？」

			「そんな人、いません」

			「そうなんですか？　最近の浦木さん、雰囲気が違うなと思ってたから」

			「最近って……いつからですか？」

			「ううん、去年の秋口あたりさんかな」

			　プレイボーイだけに、さすがは鋭い観察眼だ。もっと早く声をかけてくれたら、ＳＮＳの利用に躊躇し、俊一と出会うこともなかったのではないか。

			（違う……俊一さんに女の悦びを教えこまれたから、この人のアンテナに引っかかったんだわ）

			　おそらく、自分でも気づかぬうちにフェロモンを発していたのだろう。

			　俊一の面影が脳裏をよぎった瞬間、悠輔は眉をひそめて問いかけた。

			「前から気になってたんですけど、浦木さん……俺と前にどこかで会ったことありませんか？　歳は同じですよね。出身地はどこですか？」

			「休憩時間が終わりますので、失礼します」

			「あ、ちょっ……」

			　訝しむ彼を尻目に腰を上げ、ぶっきらぼうに答えて出入り口に向かう。

			　妻子持ちの男とただれた関係を結んでから、悠輔に対する想いは収まっていたが、俊一と別れた場合、恋心がぶり返さない保証はない。

			　本音を言えば、かつての悶々とした自分に戻ることが怖かった。

			　いちばんの解決策は、将来を考えられる誠実な独身男性と恋に落ちること。

			（でも……今の環境じゃ、出会い系以外に交際相手を見つけるのは難しいし）

			　二十六という若さで、結婚相談所に登録するのも気が引ける。

			　消極的で社交性のない自身の性格ではいかんともしがたく、しばらくは俊一との関係を続けるしかないのかもしれない。

			　麻衣子は小さな溜め息をこぼし、悲痛な面持ちで休憩室をあとにした。

			　　　　　２

			　週末の金曜日、麻衣子は仕事を終えたあと、最寄りの駅前で俊一と落ち合い、彼の車で軽井沢の別荘に向かった。

			　いまだにモヤモヤした気持ちは拭えなかったが、異性とは初めてのお泊まり旅行になるため、甘い期待感に嘘はつけなかった。

			　お姫様扱いされる待遇は、決して不快ではない。

			　道中、フランス料理店で夕食を済ませたときも、俊一はレディファーストの気遣いを忘れなかった。

			（この人が独身なら、何の問題もないのに……）

			　あえて後腐れのない既婚者を選んだにもかかわらず、これほど心を乱されることになろうとは……。

			　自己嫌悪に陥った麻衣子は、すっかり口数が減っていた。

			「どうしたの？　元気ないね。仕事が忙しかったのかな？」

			「え、ええ。週末だったので、ちょっと」

			「……そう。でも、お泊まりということで、今夜はゆっくりできるよね。明日は、夜までに実家に戻ればいいんでしょ？」

			「は、はい」

			「じゃ、明日ものんびりできるわけだ。あぁ、楽しみだな」

			　俊一はうれしそうに呟いたが、本音はどうなのか、できることなら心を切り開いて覗いてみたかった。

			「さあ、そろそろ着くよ」

			　車は市街地を通り抜け、別荘地への緩やかな坂道を登っていく。

			　横道に入って砂利道を突き進むと、ひと際大きな建物が視界に入った。

			「あそこだよ」

			　青色の屋根、大きな窓、二階の部屋から張りだした大きなベランダ。森林に囲まれた庭も広く、感嘆の溜め息がこぼれてしまう。

			「あのベランダから、麓の町が一望できるんだ。この時間帯だと、夜景がすごいきれいだよ」

			　時刻は午後十一時。今夜は喧噪とした都会を離れ、非現実的な世界で愛欲の契りを交わすことになるのだ。

			　意識せずとも胸が高鳴り、条件反射のごとく女芯がひりついた。

			　俊一は庭の隅にある駐車場に車を停め、運転席から降りるや、いつもどおりに車を回りこんで助手席のドアを開ける。

			「さあ、どうぞ」

			「す、すみません」

			　地面に下ろした足が、なぜか小刻みに震えた。

			　肉体は早くも悦楽を求めているのか、それとも女の直感が何かしらの不安を察したのか。

			　バッグを手に、麻衣子はやや緊張の面持ちで問いかけた。

			「……大丈夫なんですか？」

			「何が？」

			「奥さんやお子さんをほったらかしにして、外泊するなんて」

			「ははっ、大丈夫。俺は釣りが趣味でね。この別荘は家族だけでなく、釣り友だちとも何度か来てるんだ」

			「釣り……ですか」

			「うん、アリバイ工作もばっちり。実は、車のトランクに釣り道具を入れてあるんだ。心配することなんて、ひとつもないよ」

			「そ、そうですか」

			　ホッとする一方、妙な胸騒ぎは収まらない。

			　俊一はにこやかな顔で別荘に向かい、ズボンのポケットから取りだした鍵で玄関扉を開ける。

			「さ、風呂で汗を流したあとは部屋でくつろごう」　

			　寒風が頬を突き刺すなか、淫らな光景が頭を掠め、麻衣子の身体は早くも火のごとく燃えあがった。

			　　　　　３

			　寝室は大きなベランダのある部屋で、俊一の言葉どおり、麓の景色が眼下に広がっていた。

			　窓を開け放ち、美しい夜景を目に焼きつけたかったが、軽井沢の一月の平均気温は氷点下になる。入浴したあとでは風邪を引く怖れがあり、麻衣子はさも残念そうに唇を噛んだ。

			（夏に誘ってくれたら、最高だったのに）

			　カーテンを閉めて振り返ると、ダブルベッドが目に入り、どうしても意識してしまう。視線を外して室内をうろつくなか、バスローブを着た俊一がワインの瓶とふたつのグラスを手に入室してきた。

			「寒くない？」

			「ええ……大丈夫です」

			　大型のエアコンが効いているので、室内にいれば、寒さはまったく感じない。

			「それじゃ、一杯やろうか。今度は変なものは入ってないので、安心して」

			　グラスを手渡されるや、彼はボトルのキャップシールを外し、ワインオープナーでコルク栓を引き抜いた。

			　白いワインがグラスに注がれるあいだ、心臓が拍動を打ちはじめる。

			「去年、初めて会ったとき、君とこうして旅行ができるとは思ってもいなかったよ」

			「私も……です」

			「これからも、よろしく」

			「こ、こちらこそ」

			　二人は向かい合わせで佇んだまま乾杯し、ひと口飲んだだけで顔が火照った。

			「……ふうっ」

			「ふふっ、早くも、頬がピンク色に染まってる」

			「やっぱり、疲れてるのかしら」

			「いやいや、かえって色っぽいよ」

			　俊一はグラスを奪い取り、自身のグラスとともに傍らの丸テーブルに置く。そして歩み寄り、抱きつきざま唇を奪った。

			「あ、ンぅぅっ」

			　ゆったりした時間の中で相対するのは、初めてのことなのではないか。

			　ロマンチックなムードに押し流され、別荘に入る前に感じた不安が霧のように失せていく。

			　愛欲の炎に身を包まれ、覚醒した性感が理性を瞬時にして蕩けさせた。身体の中心部が激しく疼き、知らずしらずのうちにヒップをくねらせた。

			　バスローブの下の逸物は反り返り、布地越しに熱い血潮を伝えてくる。

			　麻衣子は自ら舌を差し入れ、唾液を吸いながら彼の舌を搦め捕った。

			　じゅっじゅっと派手な音を響かせた直後、大きな手が背中とヒップを撫でさする。

			　下着はいっさい着けていないため、手のひらの感触が身体に伝わり、いやが上にも腰に熱感が走った。

			「はあっ」

			「こっちに来て」

			　唇を離したとたんに手を掴まれ、ダブルベッドに連れていかれる。

			　仰向けに寝かされると、バスローブの腰紐をほどかれ、合わせ目がはだけた。

			「すごく、いい匂いがする」

			　今まではシャワーを浴びずに肌を合わせる機会が多く、猛烈な羞恥心に何度も苛まれた。

			　今夜はボディソープで念入りに洗い、身体を清めて臨んでいるのだ。

			　俊一は身を屈め、乳肌を手のひらでゆったり揉みしだく。人差し指と中指で乳頭を挟んで転がされると、鼻から甘ったるい吐息が自然とこぼれた。

			「ン、ふぅぅっ」　

			「もう乳首が勃ってる。こっちのほうも、大変なことになってるのかな？」

			「ああ、やっ」

			　バスローブの裾が捲られ、恥部が露にされる。すぐさま足を閉じれば、股の付け根で愛液がぷちゅんと跳ねた。

			「はあはあっ」

			「足を開いて」

			「……いやです」

			「今さら、何を言ってるの。まあ、いいか。そのうち、自分から開くことになるんだから」

			　乳房の輪郭をなぞった人指し指が、腹部に向かって下りていき、恥毛を掻き分けられただけで身体がひくつく。

			「さあ、どうなってるのかな？」

			「ああっ……だめ」

			　今度は内腿沿いにソフトな刺激を与えられ、甘い戦慄に身が打ち震えた。

			「まだ恥ずかしいの？」

			「は、恥ずかしいです」

			「でも、股を開かないと、おマ○コはできないよ」

			「あぁ、照明を消してください」

			「ふっ、だめだめ」

			　薄暗い室内での情交はあったが、真っ暗闇の中で肌を合わせたことは一度もない。

			　懇願を聞いてくれるはずもなかったが、彼からの冷たい拒絶も性感を高めるスパイスと化すのだ。冷笑を目にしただけで背筋がゾクリとし、媚肉の狭間からさらなる花蜜が滲みだす。

			「ああっ」

			　指先がＹ字ラインの中心部に近づくと、麻衣子の性感は最高潮に達した。

			「おマ○コ、たっぷり掻きくじってあげるよ」

			「……ああっ」

			　待ちきれずに恥骨を迫りあげた瞬間、指の動きがピタリと止まり、俊一が想定外の行動に打って出た。

			　身を傾げてベッドの下に手を伸ばし、ゴソゴソと奇怪な音が聞こえてくる。

			（何、いったい何をしてるの？）

			　記憶の糸を手繰り寄せれば、ベッドの脇には彼のバッグが置かれていたはずだ。

			　また、何かしらのアダルトグッズを用意しているのか。

			　怪訝な眼差しを向けると、身を起こした俊一の手にはアイマスクが握られていた。

			「部屋の照明、消してほしいんだったね？　これをすれば、何も見えなくなるよ」

			　ぽかんとするなか、彼はアイマスクを麻衣子の頭から通して目元を覆い隠した。

			「あ、あ……」

			　視界が奪われ、目の前が漆黒の闇に包まれる。不安に襲われたところでベッドが軋み、またもや妙な物音が聞こえてきた。

			　もしかすると、新たな倒錯的なプレイを試みるつもりなのかもしれない。

			　怯えた表情で身構えた直後、手首を拘束される感触に喉が干上がった。

			「あ、な、何を」

			「もうわかってるでしょ？　ソフトＳＭ、手首をロープで縛ってるんだ」

			「こ、怖いわ」

			「怖いことなんて、何もないよ。ロープは綿でできてるから、痛くないはずだし。さ、バンザイして」

			「……え？」

			「ロープを、ベッドの棧に括りつけるんだ」

			「あ、やっ」

			　両腕が無理やり上げられ、ベッドが大きく揺れる。俊一は言葉どおり、ロープの端を頭上にあるベッドの棧に結んでいるらしい。

			「どう？　痛くないでしょ」

			「痛くはないけど……」

			　両腕にいくら力を込めても、頭より下には下ろせない。

			　彼の表情がいっさいわからず、不安と恐怖におののいたのも束の間、未知の官能を垣間見たいという好奇心が牝の淫情を募らせた。　

			「さあ、足を開こうね」

			「だ、だめっ」

			　拒絶の言葉を放つも、下肢に力が入らず、両足が割り開かれていく。猛烈な羞恥心に身を焦がした直後、俊一はマシンガントークで責めたてた。

			「おやおや、大変なことになってるよ。もう、肉びらがぱっくり開いちゃってるじゃないの。膣から愛液がゆるゆる垂れ滴って、クリちゃんも皮が剥けてピンピンだよ」

			「ああ……み、見ないで」

			　腰をよじりつつも、言葉のひとつひとつが胸を抉り、甘いしぶきと化して全身に拡散する。麻衣子は恥骨を小刻みに振り、舌先で唇を何度もなぞりあげた。

			　女芯は疼きっぱなし、巨根で身体を貫かれたいという欲求に駆り立てられる。

			（ふぅン……早く……早く）

			　意識が飛ぶほどの大きな快楽を与えてほしい。

			　腰をくねらせながら眉根を寄せると、またもや想定外の出来事が起こった。

			　突然、陰部にひんやりした感触が走ったのである。

			「あっ、やっ!?」

			「そのまま動かずに、じっとしててね」

			「な、何を？」

			「驚くことはないよ。シェービングクリームを吹きかけただけだから」

			　男性がひげ剃りのときに使用するものを、なぜ陰部に塗りつけたのか。

			（ま、まさか……）

			　ギョッとした直後、ジョリジョリと不気味な音が耳に届き、顔から血の気が失せていった。

			　紛れもなく、俊一は恥毛を剃り落としているのだ。

			「や、やめて」

			　か細い声で懇願するも、彼はまったく聞き入れず、カミソリの刃が敏感な肌の上を何度も往復した。

			「危ないから、絶対に動かないで」

			　Ｔ字カミソリか、それとも眉剃り用のカミソリを使用しているのか。

			　どちらにしても怖くて身動きが取れず、麻衣子は大股を広げたまま、倒錯的な行為を受けいれるしかなかった。

			「さあ、これで終わりと。麻衣子さんのマン毛、柔らかくて量も少ないから、あっという間に剃り落とせたよ」

			「……あぁ」

			「見てみる？」

			　タオルらしき生地で陰部に付着したクリームを拭き取られ、アイマスクが上方にずらされる。

			　恐るおそる視線を股間に向ければ、のっぺりした恥丘の膨らみに愕然とした。

			　恥毛はすべて剃り落とされ、まるで幼女のデリケートゾーンに見える。

			　クリトリスと陰唇だけがちょこんと突きだし、卑猥なことこのうえなかった。

			「い、いやっ」

			　頬を染めて目を背ければ、俊一がすかさず淫らな言葉で責めたてる。

			「くくっ、おマ〇コが丸見えだよ。なんて、いやらしいんだ」

			「……あ」

			　俊一は手を伸ばし、アイマスクでまたもや目を覆う。そして乳頭をつまんでは転がし、片方の手で鼠蹊部から大陰唇に刺激を与えた。　

			　いつもどおり、肝心な箇所にはなかなか狙いを定めず、焦らしのテクニックが昂奮度をさらに高めるのだ。

			「さあ、たっぷりと気持ちよくさせてあげるよ」

			「あ、あぁ……いやぁ」

			　視界を奪われたことで、五感が研ぎ澄まされているのかもしれない。性感は今や剥きだしの状態となり、ソフトな愛撫でも巨大な性電流が身を走り抜けた。

			「ふっ、ふっ、はあぁっ」

			　腰がグラインドを開始し、全身の毛穴から汗が噴きだす。大股を開いて恥骨をしゃくり、無言のおねだりで怒張の挿入を訴える。

			　陰核を押しつけようとするも、指は無情にもスッと離れ、ヤキモキした気持ちが麻衣子を悶え苦しめた。

			「はあはあ、はあぁぁっ」

			「肌が上気して、すっかりピンク色だ。どうしてほしいのかな？」

			「い……挿れて」

			　心の内を告げれば、含み笑いが洩れ聞こえる。

			「そういうときには、どう言うんだっけ？　はっきり言葉にしてくれないと、わからないよ」

			　羞恥心と情欲が交錯し、胸が狂おしいほど締めつけられる。麻衣子は喉をコクンと鳴らしてから、恥ずかしげに淫語を口にした。

			「お、おマ〇コに……おチンチンを……挿れてください」

			「よく言えました。ちょっと待ってて」

			　またもやベッドが軋み、ゴソゴソと不可解な音が響く。恥割れにあてがわれた硬質な感触はペニスではなく、明らかにアダルトグッズの類いだった。

			「あ……やっ」

			　これ以上、何をしようというのか。

			　不本意ながらも、丸みを帯びた先端が膣内に埋めこまれ、総毛立つほどの快美が身を貫く。麻衣子は顔をくしゃりと歪めて仰け反り、腰をぶるっと震わせた。

			「い、ひぃぃっ」

			「ふふっ、どう？　特大サイズのバイブの味は。まずはこちらでマン肉をほぐしてから、チンポを挿れてあげるよ」

			「く、ぐうっ」

			　膣内をいっぱいに満たすグッスの量感には、息が詰まるばかりだ。

			　バイブが根元まで埋没すると、俊一はすかさず大きなスライドで抜き差しを繰り返した。

			「ああっ、いっやあぁぁぁあぁっ！」

			「いや、じゃなくて、気持ちいいでしょ？」

			　ずちゅんずちゅんという猥音とともに、青白い稲妻が何度も脳天を刺し貫く。麻衣子は身をよじりつつ、大口を開けて一オクターブも高い声を張りあげた。

			「ひっ、ひぃぃいぃぃっ!!」

			「すげえや……マン汁が次から次へと溢れてくる。クリちゃんなんて、ピンコ勃ちじゃないか」

			「あふぅぅっ!?」

			　俊一はバイブの律動を繰り返しながら、クリットを指先でさわさわ撫でまわす。

			　思考が煮崩れし、息の長い快美に歯がガチガチ鳴った。

			　究極の二点責めに意識が朦朧とし、荒波に揉まれる小舟のように身を揺すった。

			「はっ、ふっ、やっ、ン、はあぁあぁっ！」

			　愛液がとめどなく溢れだし、会陰から肛穴まで滴り落ちる。腰を上下左右に打ち振る最中、絶頂の高波が押し寄せ、麻衣子は裏返った声で我慢の限界を訴えた。

			「ああっ、イッちゃう、イッちゃいます！」

			「いいよ、いつイッても。何度でもイカせてあげるから」

			「く、ひっ!?」

			　バイブのスライドが苛烈さを増し、先端が子宮口をガンガン穿つ。

			　まさに悦楽の極みに達する寸前、手の動きがピタリと止まり、燃えさかる性感は冷や水を浴びせられたように鎮火した。

			「はあぁぁ、やああぁぁっ！」

			「お、潮を吹いた！」

			　確かに恥裂から淫水がほとばしる自覚はあったが、大いなる快楽を期待していた肉体はゴールの見えない焦燥感に苛まれた。

			「はあはあはあっ、はあぁっ」

			「目を丸くするほどの乱れようだ。おチンチン、ほしいのかな？」　　　

			「ほしい、ほしいです」

			「今の状態だと、でっかいチンチンなら、誰のでもいいんじゃないの？」

			「いやっ、俊一さんのがいいですっ！」

			　かぶりを振って否定するあいだ、怯んだ性感が再び上昇気流に乗りだす。

			　彼は今、どんな顔で自分を見つめているのか。恥毛のない女陰を、どんな目で観察しているのか。

			　想像しただけでマゾヒズムが刺激され、下腹の奥がキュンと響いた。

			「もう少し我慢してね。今度は、こちらに……」

			「ンっ!?」

			　禁断のつぼみにひんやりした感触が走り、思わずギョッとする。

			「あ、やっ」

			「こちらのほうにも、同じサイズのバイブを挿れてあげるから」

			「む、無理です！」

			「さあ、どうかな。力は抜いて」

			「……ひっ」

			　小さな悲鳴を放つも、大量の愛液が付着しているのか、極太の異物は肛穴を呆気なく通り抜け、腸内粘膜を猛烈な勢いでこすりあげた。

			「さあ、入ったぞ」

			「ンっ、ンっ、ひっく!?」

			　胸を大きく波打たせた直後、長大な二本のグッズが前と後ろの粘膜を抉りたてる。

			　快感指数は瞬時にして臨界点を飛び越え、麻衣子は全身汗だくの状態から苦悶の表情で身悶えた。

			　　　　　４

			「やぁあぁああぁっ！」

			　俊一は猛烈なピストンを繰りだし、膣道と腸内粘膜を掘り起こした。

			「どう？　ふたつの穴を同時に責められる気分は？」

			「だめっ、だめっ！　イッちゃう！　イッちゃうぅっ!!」

			　身をブリッジ状に反らせば、またもやスライドがストップし、空腰を振って腹部をひくつかせる。

			「ああっ、ああっ」

			「ふふっ、すげえや。全身がビクビクしてる」

			「お、おかしく……なっちゃう」

			「首筋から胸元も紅潮しちゃってるよ。それじゃ、お望みを叶えてあげますか。その前に、お口でチンポを湿らせて」　

			　膣とアヌスからグッズが抜き取られ、ムワッとした熱気が目と鼻の先に漂う。

			　獣じみた媚臭にいざなわれるように顔を向けると、ヌルッとした感触が口元に走った。

			「あ、ン、ふ、ぷぷぷっ」

			　牡の昂りが唇のあわいに差しこまれ、自ら首を伸ばして喉の奥に招き入れる。

			　俊一も昂奮しているのか、ねとねとの先走りが舌の上に広がり、苦みと塩気が鼻腔を突きあげた。

			　決して美味とは言えないのに、高級デザートさながら貪り味わう。

			　上下の唇で肉胴を丹念にしごき、頬を窄めて唾液ごとじゅるじゅると啜りあげた。

			「ん、むうっ……数ヶ月のあいだで、こんなにフェラがうまくなるとは思いもしなかったよ」　　　

			　自分ばかりでなく、彼を気持ちよくさせればさせるほど、女の悦びに酔いしれるのだ。できることなら、ペニスをおしゃぶりしながら女陰を掻きくじりたかったが、手首を拘束されている状況ではままならない。

			　首を左右に揺らし、ヒップを盛んにくねらせ、懸命な口唇奉仕に没頭していると、官能電圧がオーバーヒート寸前まで高まった。

			「ンっ、ンっ、ンっ！」　

			　激しいスライドから亀頭冠を舐りたおし、舌先で雁首をチロチロなぞりあげる。マグマのように煮え滾った欲情に身が灼かれ、淫蕩な血が牡の証を求めて暴れだす。

			「お、おおっ……た、たまらんっ」

			「あ……ンっ」

			「そっと身を起こして」

			　ペニスが口からちゅぽんと抜き取られ、肩を抱きかかえられる。

			　手の自由は効かなかったものの、どうやらロープには遊びがあるようだ。難なく上体を起こしたところで俊一が仰向けに寝転び、今度はウエストを掴まれた。

			「そのまま、俺の腰を跨いで」

			　指示どおりに大股を開いて彼の身体を跨ぎ、期待感に生唾を飲みこむ。

			「じっとしててね。チンポを挿れるから」

			「……ああっ」

			「両手は俺の首に回して……そう、頭から通すんだ。さ、挿れるよ」

			　双臀を左右に割り開かれ、ねっとりした肉の弾頭が二枚の唇をニチニチと押し広げていく。

			「ほうら、もうすぐ入っちゃうよ」

			「おっおっ……」

			　厚みを増した陰唇が目いっぱい開き、えらの張った雁首が膣口をくぐり抜ける。

			　ぬちゅんという音に続き、灼熱の肉棒が膣内をズンズン突きあげ、麻衣子はあまりの快美に天を仰いだ。

			「く、ううっ」

			　剛槍が根元まで埋めこまれ、待ちに待った充足感にまったり浸る。快感の微電流がさざ波のごとく中心部から四方八方に広がり、今は悦の声さえ出てこない。

			　全身をぶるぶる震わせたあと、麻衣子はうっとりした表情から大きな息を吐きだした。

			「はああっ」

			　生のペニスが与える感触は、やはりバイブとはひと味違う。女の悦びを心ゆくまで満喫し、さらなる悦楽を求めて身構える。

			「どう？　お望みのチンポを挿れられた気分は？」

			「き……気持ちいいです」

			「入ってるの、わかる？」

			「は、はい」

			「夜は長いからね。いやというほど、たっぷり泣かせてあげるよ」

			「……あぁ」

			　甘い予感に腰をくねらせた瞬間、ベッドがギシッと音を立てた。

			（……え？）

			　背後から異様な気配が漂い、背筋に悪寒が走る。肩越しに振り返るも、アイマスクをされている状態では何も見えない。

			「……あっ！」

			　身を強ばらせたところで俊一が腰を突きあげ、薄れかけた快美が甦った。

			　マシンガンピストンが開始され、不安と快感が錯綜するなか、太腿がヒップを打ち鳴らす音が聴覚まで奪う。

			「やっ、やああぁあぁっ」

			　不安は拭えなかったが、交感神経が痺れだし、まともな思考回路がショートした。

			「あっ、やっ、やっ……ンっ!?」

			　男根が蜜壺内をグリンと攪拌し、俊一の腰の動きがピタリと止まる。直後に丸みを帯びた物体が尻肉を割り入り、一瞬にして心臓が凍りついた。

			「え……な、何？」

			　おののいた顔で振り返るも、相変わらず視界は暗闇に包まれたまま。自分の身に何が起こっているのか、まったくわからない。

			（俊一さんの指じゃないし、アダルトグッズの感触とも違うわ）

			　ヒップに両手が這わされると、恐怖心がピークに達し、額から冷や汗がだらだらこぼれた。

			　明らかに、自分たち以外の人間が室内にいるのだ。

			「だ、誰……いやっ」

			　慌てて身を起こそうとしたが、俊一の首に両手が引っかかり、思いどおりに動かない。ならばとヒップを揺すったものの、凄まじい力で抑えこまれ、下腹部は微動だにしなかった。

			「あ、あ、あ……」

			　肉の塊が臀裂に押しこまれ、先端が禁断の箇所を無理やり広げていく。

			　下腹に力を入れてはみたが、バイブで路をつけられた肛穴は異物の侵入を容易に許し、さほどの抵抗もなく埋めこまれた。

			「あ、ぐっ！」

			　雁首と思われるえらが肛門括約筋をこすりあげ、自分の意思とは無関係に性電流がピリッと走り抜ける。

			　裏門を貫く物体は、もはやペニス以外に考えられない。

			　いったい誰が、どうして室内にいるのか。

			　突然の蛮行に頭が働かず、麻衣子はか細い声で拒絶の言葉を発することしかできなかった。

			「やっ、やっ、やめて……ひぃぃぃっ」

			　凶悪な棍棒はかまわず腸内を突き進み、膣とアヌスが二本のペニスで満たされる。

			　強烈な圧迫感に身動きが取れず、今はただ肩で息をするばかりだ。やがてアイマスクが外され、冷笑をたたえた俊一の顔が目に入った。

			「あ、あ……」

			「ふふっ、どうかな？　おマ〇コとお尻の穴を蹂躙されている感想は？」

			　怖くて後ろを振り向けず、言葉も喉の奥から出てこない。背後から野太い声が聞こえてくると、麻衣子は片眉をピクリとたわめた。

			「ケツの穴、すごいこなれてるじゃないか。短期間のあいだに、よくここまで仕込んだな」

			　ざらついた声音は、どこかで聞いた覚えがある。

			　恐るおそる振り返った瞬間、心臓が張り裂けんばかりの衝撃が身を貫いた。

			「あ、あぁ」

			「お久しぶりですね」

			　陽に焼けた中年男は紛れもなく俊一の友人、割烹旅館の経営者、堂本だった。

			　なぜ彼が軽井沢の別荘にいるのか、状況を理解できずに歯の根がガチガチ鳴る。

			「遅かったな」

			「これでも、車をすっ飛ばしてきたんだぜ。ちょうど、グッドタイミングだったじゃないか」

			　二人の会話を聞く麻衣子の顔から、血の気がみるみる失せていった。

			　彼らは事前に話を通してあり、複数プレイをするために自分を別荘に招いたのだ。

			（ひ、ひどいわ）

			　非人道的な振る舞いにショックを受け、悲しみに打ちひしがれるも、今となっては悪夢のような状況から逃げだす術はない。

			「さあ、お望みどおり、たっぷりイカせてあげるよ」

			「い、いやっ、やめて……くっ」

			　俊一がマシンガンピストンを再開し、充血の強ばりが膣壁をこすりあげる。同時に堂本が腰をしゃくり、二本目の剛直が肛門括約筋と腸内粘膜を穿った。

			「ひっ、ひぃぃっ」

			　身が裂かれそうな圧迫感と迫力に弱々しい声をあげ、俊一の胸に顔を埋めて歯列を噛みしめる。

			「どう？　気持ちいいかな？」

			　死んでも、快感など覚えてなるものか。

			　無神経な質問に首を小さく振り、自制心を懸命に手繰り寄せる。それでも悪辣なピストンは怯むことなく、さらに苛烈さを増していった。

			　ばちゅんばちゅん、ずちゅんずちゅん、ずぷぷっ、ずりゅりゅりゅっ！

			　派手な破裂音が室内に反響し、毛穴から大量の汗が噴きこぼれる。激しい刺激を受けた膣口と括約筋が、火を吹くほど熱くなる。

			「俊一！　粘膜越しに、お前のチンポが入ってるのがわかるぞ」

			「気色の悪いこと言うな。しかし、昂奮するな。マン肉が、チンポをギュンギュン締めつけてきやがる」

			「こっちも、すごいぞ。中は熱いし、腸液がバンバン溢れてきて、チンコが溶けそうだよ」

			　確かに膣と腸内を隔てる壁越しに、二本の肉棒がゴリゴリとこすり合う感触が伝わる。

			（あぁ……もう、いや）

			　拳を握りしめた瞬間、怒涛のピストンが繰りだされ、自分の意思とは無関係に頭の中が霞みがかった。

			「ぬおおぉっ！」

			「ひぃぃぃぃンっ」

			　身体が前後に激しくぶれ、雄々しい波動が股間から脳天を何度も突き抜ける。快感が倍々増しに注入され、内臓まで掻きだされそうな刺激が脳波を乱れさせる。

			　二人の男は四十路過ぎとは思えぬスタミナを見せつけ、いつ果てるともないスライドを繰り返した。

			（あ、ああ……も、もう）

			　屈辱と怒り、女のプライドが徐々にバラ色の悦楽に取って代わる。ピストンのたびに甘美な電流が間隔を狭め、全身の細胞を情欲の渦に巻きこんでいく。

			「お、お、お……」

			　ドーパミンが大量に湧出し、麻衣子の目は次第に虚ろと化していった。

			「ンっ、ふっ!?」

			　堂本のペニスは、俊一のモノに勝るとも劣らぬほど大きい。

			　二本の巨根が膣奥と腸内粘膜をガツンと抉ると、麻衣子は顔を上げ、開け放った口から低い嗚咽を洩らした。

			「お、お、おおぉっ」

			　抽送の回転率が増し、頭の隅にこびりついていた微かな理性が根こそぎ消し飛んだ。

			　本能が一人歩きを始め、中心部で吹きすさぶ快感に身を委ねる。

			「お、ああぁあぁっ！」

			　麻衣子は天を仰ぎ、喉を絞ってよがり泣いた。

			「ああっ、いいっ、いいぃっ！」

			「そんなにいいのかっ!?」

			「いい、いいわっ！　もっと、もっと突いてっ!!」

			「こうか!?」

			「ン、ひぃぃぃぃっ！」

			　髪を振り乱し、口から涎を滴らせる。腰をくなくな揺らし、肌がオイルを塗りたくったかのようにぬらつく。

			「おおぉっ、イグっ、イッちゃうぅっ！」

			　これまで経験したことのない肉悦の嵐に抗えず、もはや為す術もなかった。

			　二本のペニスが膣と腸内の奥を小突き、快楽の海原に放りだされる。肉体が狂おしい痙攣を開始し、倒錯の愉楽を心ゆくまで貪り味わう。

			「お、お、おおおおおっ!!」

			　麻衣子は慟哭に近い絶叫を放ち、全身をわななかせて昇天した。

			「す、すげえ。おマ〇コが、チンポをキュンキュン締めつけてきやがる」

			「こっちもだ。たまらん」

			　頭の中が混濁し、今は何も考えられない。

			　荒い息を吐くなか、ペニスが体内から抜き取られ、手首の拘束が外される。

			　身がくるりと反転し、俊一の身体の上に仰向けの状態にさせられると、涙で霞んだ視界の向こうで堂本が悪鬼の笑みを浮かべていた。

			「あ……あぁ」

			「おおっ、すっげえ！　パイパンじゃねえか!!」

			「さっき剃り落としたばかりのホヤホヤだ」

			「丸見えで、いっやらしいなぁ」

			　頭がボーッとし、まともな状況判断ができない。麻衣子は虚ろな表情のまま、大股を開いて女肉をひくつかせた。

			「ふふっ……それじゃ、今度はおマ〇コに挿れさせてもらいますよ」

			　二人とも射精には至っていないようで、真正面と真下でまがまがしい剛直が隆々と反り勃っている。

			（い……いや）

			　胸底で拒絶したものの、いまだに神経が眠っているのか、指一本すら動かせない。

			　赤黒い棍棒が近づくや、俊一は背後から両内腿に手をあてがい、強引に割り開いて恥部を露にさせた。

			「ふっ、ビラビラが捲れあがって、とろとろのマン肉がはみ出てるぞ」

			「堂本、早く挿れてやれ」

			「あ……あ……あ」

			　現実を受けいれられず、目の前の出来事を惚けた表情で見つめる。同時に俊一は自身のペニスを握りしめ、ひりひりと疼くアヌスに押し当てた。

			（や、やぁぁっ）

			　心の声は言葉にならず、またもや巨大な圧迫感が押し寄せる。

			　下腹部に力を込めても、ぽっかり開いたふたつの穴は巨根をすんなり受けいれた。

			　はち切れんばかりの肉棒が膣壁と腸内粘膜をこすりあげ、鎮火しかけた快楽のほむらが再び揺らめきだす。

			「お、おぉぉっ」

			　すかさず腰に熱感が走り、麻衣子は苦悶の表情で低い呻き声をあげた。

			　肉体はすでに快感の虜と化しており、女の悦びにどっぷり浸っている状況は認めたくなくても認めざるをえない。
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			「ほうら、チンポがまたマ○コとお尻の穴にずっぽり入ったよ」

			「はあはあはあ……あぁ」

			「おい、俊一……俺、もう我慢できんぞ」

			「何だよ、もうギブアップか？」

			「仕方ないだろ。お前は慣れてても、俺にとっては初めての女なんだから。昂奮しすぎて、頭が爆発しそうだよ」

			「まあ、俺も同じ気持ちだがな。じゃ、麻衣子さんをもう一度イカせるか」

			「ン、ひぃぃぃっ！」　

			　二人は気が昂っているのか、腰をガンガン振りたて、めくるめく快美をこれでもかと吹きこんだ。

			「はっ、ふっ、やっ、ンっ、はあぁぁっ！」

			「おお、気持ちいい！　おマ〇コの中、ぐちゅぐちゅじゃないか」

			「スケベな女だからな。ひどいことをされればされるほど、昂奮するんだ。ほら、どうしてほしいんだ？　はっきり、言ってみろ」

			　愛する男になじられたとたん、胸がときめき、麻衣子は頭のてっぺんから足の爪先まで肉欲の権化となった。

			「もっと、もっと激しくしてください！」

			「こうか!?」

			「ン、ひぃぃぃぃぃっ！」

			　俊一と堂本が同時に腰をしゃくり、あまりの気持ちよさに随喜の涙を溢れさせる。

			　ちっぽけな女のプライドが粉々に消し飛び、今はひたすら快楽の波間をたゆたうばかりだ。

			「あっ、あっ、あっ！」

			　麻衣子は口をこれ以上ないというほど開け放ち、膣とアヌスに出し入れされる二本の肉棒を涙目で見つめた。

			　小さな虫が肌の表面を這うように、ぞわぞわした感覚が身を覆い尽くす。絶頂感が途切れなく打ち寄せ、体内で起きた熱の波紋に人間としての尊厳が瓦解する。

			「いやぁあぁぁっ！　イクっ、またイッちゃうぅぅっ!!」

			「お、お、こっちも我慢できない」

			「お、俺もだ！」

			「ぬおぉぉぉぉっ！」

			　二人が腰のスライドを速めると、ひと際大きな高波が打ち寄せ、麻衣子を一瞬にして呑みこんでいった。

			「あっ、あっ、イクっ、イクぞっ」

			「ようし、たっぷり注いでやるからな！」

			　耳をつんざく声は、もはやどちらが発したのかさえわからない。

			「はっ、イッちゃう……イグっ、イグっ、イッグぅぅぅうぅうっ!!」

			　火薬が爆発するような快美にエクスタシーへの扉を開け放ち、白い輝きに包まれた麻衣子は法悦の世界に身を投じていった。

			　　　　

			　どれくらい、意識を失っていたのか。

			　ぼそぼそと、背中越しに二人の会話が聞こえてくる。

			　どうやら俊一と堂本は窓際の丸テーブルに移動し、酒を飲みながらくつろいでいるようだ。

			「それにしても、正月、いきなり中止の連絡をもらったときは参ったぜ。家を出る直前だったからな」

			「だから、今日に延期してやったじゃねえか。お楽しみが延びただけ、昂奮度も増しただろ？」

			「まあな」

			　頭はまだぼんやりしていたが、次第に思考が働きだす。

			　俊一が自宅に招いたのは、はなから堂本との３Ｐが目的だったらしい。

			　心臓がキュッと締めつけられ、大きな悲しみが心の内に広がった。　　　　

			「それにしても……初めて会ったときはやけに地味な女だと思ったけど、よくここまで仕込んだものだな」

			「地味だから選んだんだよ。無垢な女を自分色に染めるのは男冥利に尽きるし、人の家庭を壊す無粋なマネもしなさそうだからな」

			「なるほどね」

			「お前だって、燃えただろ？」

			「確かに！　今までの女の中でいちばんだ」

			　俊一はＳＮＳで都合のいい女を漁り、最後は悪友を巻きこんでの複数プレイで自らの欲望を満足させていた。

			　妻とはセックスレス、うまくいっていないという話も嘘なのだろう。

			　自分のバカさ加減を悔やむも、腹立たしいどころか、もう涙さえ出てこない。

			　肌の表面にはいまだに性電流のさざ波が走り、身体は快楽の余韻にどっぷり浸っているのだ。

			「さあ、二回戦イクぞ。時間はたっぷりあるからな」

			　椅子から立ちあがる音が聞こえ、いたたまれなさと戦慄に身を震わせる。それでも淫らな光景が脳裏をよぎると、女芯はまたもやひりついた。

		

	

			第六章　童貞青年との倒錯プレイ

			　　　　　１

			　一月九日　土曜日。

			　あの男は、私を愛してなどいなかった。

			　昨夜は朝まで寝かせてくれず、二人がかりで何度も何度も私を陵辱したのだ。

			　ケダモノ、悪魔！

			　昼前に目覚めると、二人の姿はどこにもなく、「釣りにいきます」というメモだけがテーブルの上に置かれていた。

			　あんなひどい対応をされるなんて、今頃になって、激しい怒りが込みあげてくる。

			　呼びだしを受けても、二度と出ていかない。

			　ＳＮＳのアカウントは削除し、彼との繋がりはいっさい絶つのだ。

			　でも……職場は知られているし、もし銀行に連絡してきたら……。

			　ああ、どうしたらいいの？

			　悪夢の体験から一週間後、麻衣子はぼんやりした表情でデスクの前に座っていた。

			　心にぽっかり穴が空いたようで、仕事に集中できない日々が続いている。

			　幸いにも俊一からの連絡はなかったが、ＳＮＳのアカウント削除はいまだに実行できず、どうすべきか懊悩した。

			（このまま連絡が来なければいいんだけど、もし誘いのメッセージが来たら……）

			　毅然と断る自信がなく、自分の弱い心にも憤りを感じてしまう。

			　麻衣子は椅子から立ちあがり、気分転換に休憩室へ向かった。

			　行員専用の通路に出たところで背後から呼びとめられ、生気のない顔で振り返ると、悠輔が小走りで駆け寄ってくる。

			　どうやら、外回りから帰ってきたらしい。

			「浦木さん。ちょっと、いいかな？」

			「……何ですか？」

			「相談したいことがあるんだけど、時間とってもらえない？」

			　彼の懇願を吟味することなく、表情を変えずに答える。

			「……いいわ」

			「ホントに？　それじゃ、仕事が引けたら、落ち合おうよ。俺、これからまた外回りに出かけるんで、そうだな……七時半に駅の裏側にある交番の前でどう？」

			「ええ、わかりました」

			「じゃ、よろしく」

			　事務的に受け答えしたあと、麻衣子は踵を返して休憩室に向かった。

			　以前の自分なら何かを期待してドキドキしたのだろうが、不思議と何の感情も湧かない。

			（私……どうしちゃったんだろ）

			　初恋の相手からの誘いに胸ときめかせることもなく、まるで心が死んでしまったかのようだった。

			　その日の夜、悠輔に連れていかれた店は全国チェーンの安っぽい居酒屋だった。

			　シティホテルのラウンジ、割烹旅館の懐石料理、高級フランス料理店と贅沢な食事をしてきただけにあまりにも味気ない。

			（でも同い年だし、本来なら、これが本当なんだわ）

			　生ビールをひと口飲み、小さな吐息をこぼす。いまだに俊一の面影が頭から離れず、完全なる情緒不安定に陥っていた。

			　悪辣な男でも執着してしまうのは、やはり一人になる不安からなのか。

			「浦木さん。悩み事でもあるの？」

			「……え？」

			「ここのところ、なんか元気がないからさ」

			「そ、そうかしら」

			「やっぱり、彼と……何かあったとか？」

			　図星を指され、ドキリとする。

			　イケメンのプレイボーイは女性心理にも長けており、理屈抜きで俊一と同じ匂いを感じた。

			「そ、そんな人いないって、言ったでしょ」

			「ごまかさなくても、いいじゃない。これだけのイメチェンは、男関係以外に考えられないからね」

			　泡を食った麻衣子は、追及から逃れるようにビールをグイグイと飲み干した。

			「おっ、けっこうイケるじゃない。今日は、じっくり飲みますか？」

			「そんなことより、話って何なの？」

			「それは……」

			　核心を突くと、悠輔は照れ笑いを浮かべてから言葉を続けた。

			「いや、もし彼と別れたのなら、ぼくが後釜に立候補しようかなと思って」

			「……はあ？」

			　想定外の告白に、目を丸くする。

			　十九歳の新入り行員、奈津美との交際はいったいどうするつもりなのか。

			（そういえば……）

			　年が明けてから、二人でいっしょにいる姿を見かけなくなった。それどころか、彼女の自分への対応がやたら無愛想になったのである。

			（ひょっとして、私が関係してるのかしら）

			　麻衣子は疑念の目を向け、悠輔の心の内を探ろうとした。

			　自分に好意を抱いてくれたとは思えず、遊びの対象、男の狩猟本能を刺激したとしか考えられない。

			　俊一の本性を知ってしまったあとだけに、いやでも警戒心が働いた。

			（ふっ。男の生態を学べたのも、収穫のひとつではあったのかも）

			　自嘲の笑みを浮かべたところで、悠輔が身を乗りだして問いかける。

			「どうかな……つき合ってもらえない？」

			「お断りするわ」

			　はっきりした口調で答えると、彼は一瞬にして眉をひそめた。

			　よほど自信があったのだろう。交際を断った女は初めてといった表情だ。

			「ど、どうして？」

			「どうしたも、こうしたもないわ。今は、誰ともつき合うつもりはないってことよ」

			「なるほど。ちょっと、タイミングが悪かったかな。決して、ぼくのことが嫌いというわけではないんだね？」

			「どう答えたら、満足するの？」

			　自意識の強い性格も、俊一と相通じるものがある。

			　高校時代、なぜこの男に憧れていたのだろう。

			（やっぱり……まだ子供だったのね）

			　同じ轍は二度と踏まない。そう考えた麻衣子は、余裕たっぷりに二杯目のビールを頼んだ。

			　もちろん、悠輔と過ごす時間が楽しいのではない。アルコールの力を借りて、少しでも軽井沢の悪夢を払拭したかったのだ。

			「ふぇっ、すごいな。人は見かけに寄らないとは、よく言ったものだ。よし、今日はとことん飲もうよ」

			「車はどうするの？　行内の駐車場に置いてきたんでしょ？」

			「今日は、このまま電車で帰るよ」

			　店員がやってくると、彼も負けじとビールを注文する。

			　元来アルコールに弱い麻衣子は、この時点で早くも頭をポーッとさせていた。

			　　　　　２

			　店を出たあと、麻衣子はおぼつかない足取りでエレベーターに乗りこんだ。

			「大丈夫？」

			「ええ、大丈夫」

			　呂律が回らず、身体のバランスも取れずに足元がふらつく。

			「おっと……危ないよ」

			　肩を支えられた瞬間、悠輔の顔が目の前を遮った。

			「……あ」

			　二人だけのエレベーター内で唇を奪われ、服の上から胸を揉みしだかれる。

			「ン、ンうっ」

			　アルコールが性感を過敏にさせているのか、甘美な電流が女の園を疼かせるも、先週の悪夢が再び頭を掠めた。

			　一階に到着した音が響くと同時に唇がほどかれ、扉が開く。我に返った麻衣子は悠輔を突き飛ばし、駆け足でエレベーターを飛びだしていった。

			「あ、ちょっ……!?」

			　背後からの声を無視し、無我夢中で夜の町を疾走する。住宅街に入ったところで立ち止まり、耳を澄ませば、あとを追いかけてくる気配は伝わらなかった。

			「はあはあっ、はあっ」

			　電柱に手をつき、荒々しい息継ぎを繰り返す。

			（男なんて……みんな同じ。ケダモノだわ）

			　そんなに軽そうに見えたのだろうか。この女なら、すぐに堕とせると思ったのか。

			　いくら酔ったとはいえ、同僚の女性にいきなりキスしてくるなんてありえない。

			　またもや女のプライドを傷つけられ、今の麻衣子は自暴自棄に近い状況に陥っていた。　

			（き、気持ち悪いわ）

			　急に走りまわったせいか、アルコールが回り、目の前がクラクラしてくる。胸に手を添えた瞬間、背後から声をかけられ、全身の血が凍りついた。　

			「だ、大丈夫ですか？」

			　悠輔の声とはかけ離れたテノールボイスに恐るおそる振り返ると、見知った人物が心配げな表情で身を近づけた。

			「あ、ぼく、喫茶店『Ｌ』の店員です。仕事帰りなんですけど、苦しそうなあなたを見かけまして……」

			　確か、ミキヤという名前だったか。見るからに年下の男は、真剣な顔でこちらを注視している。

			「だ、大丈夫よ」

			　気まずさからその場を離れようとした刹那、大きくよろめき、やけに細い手が腕を優しく掴んだ。

			「こ、困ったな。大通りに出て、タクシーを停めましょうか？」

			　悠輔がまだ自分を探しまわっているかもしれず、絶対に顔を合わせたくない。

			　切羽詰まった麻衣子は、自分でも信じられない言葉を発していた。

			「あ、あなた、実家住まい？」

			「え？　いえ、一人暮らしです」

			「住んでるとこ、この近く？」

			「は、はい。目と鼻の先ですけど……」

			「申し訳ないけど、ほんのちょっとでいいから、休ませてくれないかしら」

			「そ、それはかまわないですけど……」

			「お願い、十分ほどでいいの」

			　泣きそうな顔で懇願すると、彼はただ事ではないと察したのか、小さく頷く。そして腕を支えたまま、ゆっくり歩きだした。

			「ぼくの住んでるアパートは、あの角を曲がったところです」

			「ごめんなさい。迷惑かけちゃって」

			「いいんです。気ままな一人暮らしですから」

			　脇道に入ると、二階建ての小さなアパートが目に入る。彼は一階の角の部屋の前で立ち止まり、ジャンパーの内ポケットから取りだした鍵で扉を開けた。

			「散らかってますけど、どうぞ」

			「お邪魔……します」

			　照明がともされ、キッチンのある狭い廊下を突き進み、突き当たりのドアが開いたところで胸が苦しくなる。

			「大丈夫ですか？」

			「え、ええ」

			「あ、そのテーブルの前に座ってください」

			　ガラステーブルの前に促され、コートと上着を脱ぎ捨てた麻衣子はベッドの端を背に腰を下ろした。

			「はあはあっ」

			　荒い息が間断なく放たれ、頭の芯がズキズキ痛む。

			「ちょ、ちょっと待ってくださいね。冷たい水、持ってきますから」

			「ご、ごめんなさい」

			　彼が部屋から出ていくと、なぜか気分が和らいだ。

			　俊一、悠輔と、続けざまにあこぎな振る舞いを見せつけられ、男に対して拒否反応を起こしているのかもしれない。

			（助けてくれたんだから、感謝しないと……）

			　そう思う一方で強烈な眠気が襲いかかり、意識が徐々に途切れだす。

			　お冷やを待つ間もなく、麻衣子は床に寝そべるや、深い眠りに落ちていった。

			　　　　　３

			　ふと目を覚ますと、照明はつけっぱなしで、見知らぬ室内の光景が視界に入った。

			　ベッドとガラステーブル、チェストに小さなテレビが置かれただけの質素なワンルームだ。

			　床に横たわっていた麻衣子の身体には、厚手の毛布がかけられていた。

			「え……ここ、どこ？」

			　記憶の糸を手繰り寄せれば、先ほどの光景が脳裏に甦る。

			（そ、そうだわ。喫茶店の男の子と会って、彼の部屋に……）

			　気が動転していたとはいえ、とんでもない頼み事をしたものだ。恥ずかしさで顔が紅潮し、いてもたってもいられなくなる。

			　あたりを見回しても、青年の姿は見当たらない。

			　いったい、どこに行ってしまったのだろうか。

			　身を起こし、ガラステーブルに置かれた小さなポットを手に取れば、カラカラと氷の音が聞こえる。冷水をグラスに注いで飲み干すと、ようやく頭が冴えてきた。

			　壁時計の針は十一時半を過ぎており、二時間近くも眠っていたようだ。　

			（どうしよう……帰らないと）

			　挨拶をしたかったのだが、彼が不在なのでは仕方ない。

			　立ちあがりざま衣服の乱れを整える最中、アルコールが抜けていないのか、再び頭がクラッとする。

			（もしかすると、トイレに行ったのかも）

			　様子をうかがおうと、部屋の出入り口に向かった麻衣子は、部屋の扉を開けたところで目を見開いた。

			　なんと、毛布を被った青年が廊下で寝こんでいたのである。

			「な、なんで……こんな場所で」

			　気をつかってくれたとしか思えなかった。

			　顔見知りとはいえ、素性の知らぬ男と女が同じ部屋で眠るのはまずいと考えたのだろう。

			「う、ううん」

			　起こしてしまったのか、彼はもぞもぞと蠢いたあと、目をゆっくり開けた。　　

			「あ……すみません。つい寝ちゃって」

			　慌てて飛び起きる彼の髪は寝癖がつき、滑稽な姿に吹きだしそうになる。麻衣子は口に手を添え、頭を深々と下げた。　　

			「こちらこそ、ごめんなさい……大変な迷惑かけちゃって」

			「そんな……気にしないでください。気分が悪いのなら、ベッドに寝てもらってかまわないですよ。シーツは取り替えておきましたから」

			「そこまでしてもらったなんて、本当に申し訳なかったわ」

			「申し訳ないなんて……逆にうれしかったかも」

			「……え？」

			「こんなチャンスないから、はっきり言います！　初めてお会いしたときから、あなたにずっと憧れてたんです」

			　想定外の告白に、言葉が見つからない。

			　呆然と立ち尽くすなか、青年は顔を真っ赤にして俯いた。

			「す、すみません。いきなり驚かせちゃって」

			　よくよく考えてみれば、喫茶店「Ｌ」を利用するたびに彼の様子はおかしかった。

			　まさか、自分に恋心を抱いていたとは……。

			「あ、謝る必要なんて……ないわ。でも、やっぱりびっくりはしたかも」

			「……そうですよね」

			　シュンとする青年に、麻衣子は穏やかな口調で問いかけた。

			「あなた……いくつ？」

			「二十歳……です」

			「私は、二十六よ。こんなおばさんじゃなくて、同年代の若い女の子がいくらでもいるじゃないの」

			「年齢なんて、関係ありませんっ！」

			　真摯な態度で答える男に、胸がキュンと締めつけられる。だが六歳差は高い壁で、今の自分の状況を考えても、異性と交際する余裕は持てない。

			「とりあえず……今日は遅いし、もう帰らないと」

			「は……はい」

			「そういえば、まだ名前を聞いてなかったわ」

			「つ、塚原つかはら美樹也です」

			「そう、美樹也くんね。私は、浦木麻衣子。お礼は、改めてするわね」

			「わ、わかりました」

			　彼は捨てられた子犬のような目を向け、身体をずらして通路を開ける。一歩踏みだした瞬間、麻衣子は再び目眩を起こして大きくふらついた。

			「だ、大丈夫ですか!?」

			「ン、ンぅ」

			「やっぱり眠っていってください。心配なら、ぼくは友人の家に泊まりにいきますから！」

			　先週の一件から、寝不足が続いていたせいもあるのかもしれない。

			　美樹也に肩を担がれ、ベッドに寝かされたとたん、天井が回りだした。

			「お水は飲みましたか？」

			「え、ええ」

			「酔い止めのクスリがあるんで、すぐに用意しますね」

			「ご、ごめんなさい」

			　若い男性は甲斐甲斐しく世話を焼いてくれ、心苦しさでいっぱいになる。

			　クスリが効いてきたのか、十五分ほどで気分が落ち着き、麻衣子はあまりの情けなさから泣きだしたい心境に駆られた。

			　何も考えずにプレイボーイの誘いに乗り、今度は顔見知り程度の男性の家に転がりこむとは……。

			（私……いったい何をやってるの？）

			　自己嫌悪に陥った直後、ジャンパーを手に取る美樹也が目に入った。

			「ど、どこに行くの？」

			「友だちの家に泊まります。ゆっくり寝ていってください」

			　この若者は自分を、決して性の対象だけで見ているわけではない。優しい思いやりが、ぽっかり空いた心の隙間に沁みこんでいく。

			「……行かないで」

			　麻衣子は、涙目で素直な気持ちを口にした。

			「あ、あの……」

			「そばにいて……一人にしないで」

			　手を差しのべると、美樹也はジャンパーを落とし、ゆっくり歩み寄る。そして床に膝をつき、温かい手で包みこむように麻衣子の手を握りしめた。

			　手前に引き寄せ、身を起こして唇を寄せていく。

			「……あ」

			　美樹也は一瞬たじろいだものの、キスを受けいれ、目をそっと閉じた。

			　口を強引にこじ開け、口蓋を舐めまわして舌を搦め捕る。唾液をじゅっじゅっと啜りあげると、彼の鼻から熱い吐息が洩れ聞こえた。

			「ン、ふっ、ふぅっ」

			　経験に乏しいのか、舌の動きがぎこちなく、肩も小刻みに震えている。

			　異性が見せる初々しい様子に心が揺さぶられ、子宮の奥が甘くひりついた。

			「こっちに来て」　　　

			「は、はい」

			　彼の顔は耳たぶまで赤らみ、目もとろんとしている。ベッドに引っ張りあげると、折り重なるようにして抱きつき、今度は彼のほうから唇を貪った。

			　すぐさま体位を入れ替え、上から大口を開けて舌を吸いあげる。

			　じゅっ、じゅっ、じゅぷぷぷぷっ！

			　空気混じりの破裂音が高らかに鳴り響き、贅肉のいっさいない腰がビクンと引き攣った。

			　ジーンズの膨らみに手を添えると、牡の逸物はすでに硬直と化している。

			　陰嚢いんのうのほうからそっと撫であげると、美樹也はすかさず小さな呻き声をあげた。　

			「ぐ、ぐうっ」

			　熱い息が吹きこまれ、唇をほどいて彼の顔を見つめる。

			　熱病患者さながら目の焦点が合わず、媚びるような眼差しが食べてしまいたくなるほど愛くるしい。

			　麻衣子は上目遣いに見据えつつ、手の動きを徐々に速めていった。

			「あ、あ……だ、だめです」

			「何が、だめなの？」

			「そ、それは……」

			　美樹也は口を噤み、恥ずかしげに視線を逸らす。

			「どうしたの？」

			　甘ったるい声で問いただすと、今度は身をよじりながら答えた。

			「は、初めてだから」

			「……え？」　　

			　予想外の言葉に、思わず絶句する。経験があまりないとはわかっていたが、まさか童貞だったとは……。

			　驚きに続いて、心の奥底から高揚感が込みあげた。

			　目の前にいる青年は、男を知らなかった五ヶ月前の自分と同じなのだ。俊一から受けた様々な仕打ちが頭を掠め、意地悪をしてみたいという衝動に駆られる。

			「ふうん、初めてなんだ」

			　冷ややかな笑みを浮かべた麻衣子はジーンズのホックを外し、ジッパーをゆっくり引き下ろした。

			「あ、あ、だ、だめです」

			「あら、どうして？」

			「恥ずかしいです。シャワーも浴びてないし」

			　彼の言葉は、自分が口にしたきたものとほぼ変わらない。

			　苦悶の表情を目にしただけで胸が騒ぎ、秘肉の奥から愛の泉が湧きだした。

			　俊一が自分を責めているときも、きっと同じ気持ちだったのだろう。

			「じゃ、やめちゃう？」

			「あ、そ、それは……」

			　女性経験がないなら、性的好奇心は紅蓮の炎と化しているはずだ。

			　すぐさま困惑の顔に変わり、股間の膨らみを指先でカリカリ引っ掻けば、一転して眉尻を下げた。

			「お、おふっ」

			　身を反らし、臀部をピクンと弾ませる振る舞いに胸がときめく。ジーンズの上縁に手を添え、トランクスごと捲り下ろすと、美樹也の瞳に動揺の色が走った。

			「あ、あ、あ……」

			　死ぬほど恥ずかしいのか、今にも泣きそうな顔で口をへの字に曲げる。

			（ふふっ、かわいい。きっと、私も同じ顔をしてたんだわ）

			　俊一の面影を振り払うように、紺色の布地を一気に引き下ろせば、充血の強ばりがバネ仕掛けのおもちゃのごとく跳ねあがる。

			「ああっ」

			「……まあ」

			　美樹也が顔を背ける仕草とは対照的に、麻衣子は目を輝かせながら感嘆の溜め息を放った。

			　ピンク色のペニスは初々しく、薄い恥毛の下にすべすべの地肌が透けて見えている。

			　半分ほど皮を被った細長い肉棒が妙に愛おしく、知らずしらずのうちに生唾を飲みこんだ。

			　俊一や藤堂の男根とは大きさも色艶も比較にならなかったが、穢れのない男性器を目にしているだけで気持ちが安らいでいく。ぷんと匂い立つ牡のムスクに脳幹がピリリと震え、麻衣子は本能の赴くまま指を肉胴に絡めた。

			「すごいわ……コチコチ」

			「あ、あ、あっ」

			　美樹也は頭を起こして身を一直線に伸ばし、シーツに爪を立てる。

			「あら、エッチなおしるが出てきたわ」

			　軽く握りしめただけで、鈴割れから先走りの液がとろりと溢れだした。

			「オチンチンの皮、たっぷり剥いてあげる」

			「あ、だ、だめです」

			「何が、だめなの？」

			「そ、そんなエッチなこと言ったら、昂奮しちゃって……」

			「そう……じゃ、もっと昂奮させてあげる。ムキムキのおチンチン、じっと見てあげるから」

			「は、おおっ」

			　意識せずとも、淫語が口からポンポン飛びだす。半年前の自分なら、とても考えられなかったことだ。

			　彼の見せる表情が楽しくて、もっともっといじめたくなる。麻衣子は美樹也の顔を見据えつつ、雁首に添えた指に力を込めた。

			「ほうら、もうすぐ剥けそう」

			「あ、ぐぐっ」

			　やがて包皮がくるりと反転し、生白い亀頭冠が全貌を現す。

			「う、ふっ！」

			　上ずった声に続き、細い腰がビクンとひくついた瞬間、青筋が脈動を始め、先端の切れこみから濃厚な一番搾りがほとばしった。

			「きゃっ！」

			　白濁液が天高く跳ねあがり、放物線を描いて美樹也の胸元に降り注ぐ。若者の吐精は一度だけでは終わらず、二回三回四回と立て続けに放たれた。

			「す、すごい……まだ出るわ」

			　勢いが衰えるまで、合計八回は射精しただろうか。皮を鞣すように根元から絞りあげると、尿管内の残滓がぴゅんと跳ね飛んだ。

			「やンっ、また出た」

			「ああ、はあはあはあっ」

			　青年は天井をぼんやり見つめ、ぜいぜいと荒い息を吐く。ザーメンの濃厚な香りが室内に充満し、麻衣子は凄まじい臭気に頭をクラッとさせた。

			　小鼻を膨らませる一方、牡の生々しい匂いが女の情欲にさらなる火をつける。

			（あぁ、変な気持ちになってきちゃった。もう、止まらないかも）

			　麻衣子は舌舐めずりしながら唇を近づけ、精液にまみれたペニスに舌を這わせた。

			「あ……そ、そんな」

			　顔を左右に振り、チュッチュッと吸いたて、濃厚なクリームを舌先で掬い取っては嚥下していく。

			「だ、だめです……汚いです……あ、くふぅ」

			　汚くなど、あるものか。麻衣子は汗臭い逸物を丹念に舐めしゃぶり、肉根にまとわりついたザーメンを残らずこそげ落とした。

			　放出したばかりだというのに、ペニスは萎える気配を少しも見せない。それどころか再び脈動し、口の中でビクビクと跳ね躍った。

			「ンぷっ」

			　口からちゅぽんと抜き取れば、唾液をまぶした怒張がテラテラとした輝きを放つ。

			　強く吸引したせいか、全体が桜色に染まり、愛くるしいことこのうえなかった。

			「全然、小さくならないわ……どうして？」

			「あぁ」

			　美樹也は口を半開きにしたまま、虚ろな視線を股間に向ける。弱々しい表情が母性本能をくすぐり、初めて経験する新鮮な刺激に性感は高まる一方だ。

			（年下の男の子なのに、こんな気持ちになるなんて）

			　何にしても、ほとばしる情動は抑えられず、麻衣子はベッドから立ちあがるや、ブラウスのボタンを外していった。

			　　　　　４

			　スカートのファスナーを下ろすあいだも、美樹也は驚きの目で見つめている。

			　恥ずかしい思いがないではなかったが、燃えさかる愛欲の炎は打ち消せなかった。　

			　もしかすると、初心な青年と関係を持つことで、穢れた肉体を清めたいという心理が働いているのかもしれない。

			　その一方で、六歳という年齢差はいかんともしがたく、真剣な交際などとても考えられなかった。

			　美樹也の熱い想いは、かつて自分が悠輔に抱いていた憧れと同じ。子供じみた恋愛感情は、いつか覚めるときがくるのだ。

			（やだ……おチンチンがビクビクしてるわ）

			　彼はこちらの脱衣シーンを注視したまま、羨望の眼差しを向けている。

			　初めての性体験を前に、気が頂点まで昂っているのだろう。

			「幻滅した？」

			「……え？」

			「はしたない誘惑をしてくる女だとわかって、がっかりしたんじゃない？」

			「そ、そんなことありませんっ！」

			　真剣な表情で否定する青年に、つい頬を緩めてしまう。

			　それでも俊一との苦い経験から、男に気を許してはいけないという固定観念を振り払うまでには至らなかった。　

			　信じれば信じるほど、裏切られたときの反動もより大きくなる。

			（あんな思いは……もう二度としたくないわ）

			　男には決して入れこまず、今度はこちらが遊んでやるのだ。

			　麻衣子は意識的にしなを作り、扇情的な仕草でブラウスを脱ぎ捨てた。

			　後ろ手でブラジャーのホックを外し、肩紐をゆっくりすべり落とす。

			　乳房を露にすれば、彼の目がさらに血走り、ゴクンと喉を鳴らす音がはっきり聞こえた。

			「はあはあ、はあっ」

			　再び息が荒くなりだし、皺のいっさいないツルツルの陰嚢がクンと持ちあがった。

			　青年の様子を横目で探りつつ、身を屈めてスカートを引き下ろす。

			　総レース仕様のビキニショーツは淫らで、食いこみも激しい。

			（こんないやらしいパンツを穿いて、童貞の男の子とエッチするなんて思いもしなかったわ）

			　麻衣子は苦笑を洩らし、やや半身の体勢から時間をかけてショーツを捲り下ろしていった。

			　大切な箇所は、まだ見せてあげない。俊一からされたように、ぎりぎりまで焦らしてやるのだ。

			（ふふっ、お尻を食い入るように見てる）

			　自分の目から見ても、まろやかさを増したヒップに熱い視線を感じる。

			「上、脱いじゃったほうがいいんじゃない？」

			　足首から抜き取ったショーツを床にふわりと落とし、肩越しに声をかければ、美樹也は慌てて身を起こした。

			　ザーメンまみれのセーターを頭から剥ぎ取る合間に、女豹のポーズでベッドに這いのぼる。

			「……あ」

			　麻衣子はびっくり眼の美樹也を押し倒し、足を大きく開いて腰に跨がった。

			　下腹に張りついたペニスを引き起こし、丸々とした先端を膣口に向ける。

			（まさか、挿れた瞬間に出ちゃうなんてことないわよね。生理は終わったばかりだし、妊娠の心配はないけど……）

			　大量放出させたとはいえ、彼の昂奮度合いから察するにありえないことではない。

			　できれば、主導権をとった状況から快楽をとことん貪りたかった。

			（もう一回、出させたほうがいいかしら）

			　どうしたものかと逡巡した瞬間、美樹也は眉をハの字に下げ、か細い声で訴えた。

			「……してください」

			「え？」

			「結婚……してください」

			　想定外の言葉が耳朶を打ち、呆気に取られる。

			　いくら感情が昂っているとはいえ、この段階でプロポーズしてくるとは……。

			　クスリと笑う一方、女としては素直にうれしい。

			　だが、交際だけならまだしも、結婚など現実問題としてありえないのだ。

			「もう……バカなこと言ってると、してあげないわよ」

			「あ、ごめんなさい。そ、それなら、結婚を前提にしたおつき合いだけでも……」

			　甘く睨みつければ、美樹也は慌てて謝罪し、取り乱した様子に胸のときめきがいちだんと増した。

			「……だめよ」

			　知らずしらずのうちに、つい鼻にかかった声で答えてしまう。

			「つき合ってる人……いるんですか？」

			「別にいないけど」

			「それじゃ……」

			「その話は、おしまい。せっかくのムードが台無しよ」

			「す、すみません。そんなつもりじゃ……あっ！」

			　亀頭冠を割れ目にあてがえば、美樹也は顔をくしゃりと歪め、腰をぶるっと震わせる。そして口をひん曲げ、こめかみの血管を膨らませた。

			「挿れちゃうから……あ、ンっ」

			　張りつめた宝冠部が陰唇を押し開き、強大な快感電流が背筋をゾワゾワさせる。

			「ンっ、ンっ、は、入っちゃう」

			「あ、あ……すごいです」

			　雁首がとば口をにゅるんと通り抜け、膣奥まで埋めこまれると、肉刀の切っ先が子宮口をコツンと叩き、同時に二人の口から悦の声が放たれた。

			「ンっ、はあああぁっ！」

			「くふぅっ」

			　男を知らなかった自分が、バージンを喪失した五ヶ月後に童貞を奪う側に回ったのだ。ペニスが与える量感や質感は俊一とは比べ物にならなかったが、久方ぶりのノーマルな肉の契りに安息感が込みあげる。

			「ンふっ……全部、入ったわよ」

			「あ、あ、あ……」

			　美樹也は頭を起こし、結合部に驚嘆の眼差しを注いだ。

			　すぐにでも腰を打ち振りたかったが、暴発の可能性もある。少しでも気持ちを落ち着かせようと、麻衣子は優しげな口調で問いかけた。

			「わかる？　入ってるの」

			「わ、わかります」

			「どんな感じ？」

			「あ、熱いです。中がとろとろで、うねうねしてて……あ、くうっ」

			　意識して膣を引き締めれば、美樹也は唇の端を歪める。

			「我慢できそう？」

			「が、がんばります」

			　拳を握りしめ、口を真一文字に結ぶ仕草がかわいい。恥骨を前後にゆっくりスライドすれば、目尻が下がり、腰が女の子のようにくねる。

			　ペニスは小さくても、若いだけに硬度は十分で、反りあがる先端が膣天井を研磨するたびに心地いい快美が身を包んだ。

			（あ、やだ……腰が勝手に動いちゃうわ）

			　抑えようとしても抑えられず、口から熱い吐息が自然と洩れてしまう。美樹也も気持ちいいのか、顔面を真っ赤にして息んだ。

			「あ、ぐ、ぐぅ……す、すごい……あそこが溶けちゃいそうです」

			　髪を掻きあげ、大股を開き、今度は幅の短い上下のストロークからヒップを打ちつける。

			　バチンバチンと、尻肉が太腿を打ち鳴らし、愛液が卑猥な肉擦れ音を奏でた。

			「ぬ、おおぉっ」

			「はあぁ……気持ちいいわぁ」

			　美樹也は射精を堪えることで精いっぱいなのか、腰を微動だにせず、今ひとつ物足りなさは否めない。

			　やがて膣の中のペニスが脈動を開始し、彼の顔が狂おしげに歪んだ。

			「あ、あ、ぼ、ぼく……」

			「もう少し我慢して」

			「ぐっ、くうっ、だ、だめです」

			　絶頂には程遠かったが、ヒップのスライドは止まらない。麻衣子は腰をくねらせ、こなれた媚肉で怒張をこれでもかと引き転がした。

			「ああっ、イッちゃう！　イッちゃいます!!」

			　美樹也が男子の本懐を訴えると、素早くペニスを膣から引き抜き、身体をずり下ろす。そして淫蜜でぬめり返った肉幹をしごきたて、亀頭冠にキスの雨を降らせた。

			「あ、ああっ、だめ！　出ちゃう、出ちゃいます!!」

			　至高の快楽に見舞われているのか、彼は悶絶しながら悲鳴に近い声を張りあげる。

			　かまわず鋼の蛮刀に指をすべらせれば、青筋がドクンと脈打ち、宝冠部がパンパンに張りつめた。

			「いいわよ、出して」

			「あっ、あっ、だめっ！」

			「いやらしい汁、たくさん出しなさい」

			「イクっ、イックぅぅっ！」

			「きゃっ」

			　美樹也が身を仰け反らせ、鈴割れから牡の証を大噴出させる。一発目は麻衣子の頭の上まで跳ね飛び、勢い衰えぬ二発目は鼻筋から額をムチのごとく打ちつけた。

			「いやンっ」

			　白濁液は三発四発と噴流をしぶかせ、今度は頬にどろりとへばりつく。眼前で繰り広げられる、迫力満点の射精にはただ唖然とするばかりだ。

			「す、すごいわ……二回目なのに、まだこんなに出るの？」

			「あ、ぐうぅっ」

			　彼は眉間に皺を刻み、腰を大きくよじったまま、解剖されたカエルのように身を痙攣させた。

			　噴出がストップしたところで亀頭を咥えこみ、青臭いザーメンの匂いと味覚を心ゆくまで堪能する。

			　驚いたことに、ペニスは萎える気配を見せずに口の中でのたうちまわった。

			「ぷ、ふわぁっ」

			　男根を吐きだせば、裏筋には強靭な芯が入ったまま、太い血管が葉脈状にびっしり浮きでている。

			（若い男の子の精力って、こんなにすごいものなのかしら）

			　この調子なら、インターバルを空けずに三回目も可能なのではないか。

			　青年の逞しい性欲にうっとりし、女芯がいやが上にも疼きだす。

			　上目遣いに様子を探ると、美樹也はぼんやりした視線を向け、すぐさま目に生気を漲らせた。

			「あ、あ……ご、ごめんなさい！」

			　顔に付着した精液を目の当たりにし、後悔に苛まれたのだろう。

			　慌ててベッドの下に手を伸ばし、ティッシュ箱から抜き取ったティッシュを申し訳なさそうに差しだす。

			「大丈夫ですか？」

			「ええ、気にしないで。でも、顔が火傷しそうなほど熱いわ」

			「……すみません」

			　ザーメンを拭き取るあいだ、栗の花の香りがあたり一面に立ちこめ、女の情欲が逆巻くように突きあげた。

			　美樹也は動悸が収まらないのか、息継ぎを繰り返し、額から大量の汗を滴らせる。股間をチラリと見やれば、ペニスは相変わらず屹立を維持したままだった。

			「まだ……勃ってるわ」

			「……あ」

			　羞恥心が込みあげたのか、彼は股間を手で隠そうとしたが、ひと足先にペニスに指を絡める。そして身を屈め、プリッとした左の陰嚢に唇を被せた。

			「あ、な、何を……」

			　徐々に吸引力を上げていき、圧力に負けた肉玉が口中にスポッと吸いこまれる。

			「あ、おおおぉぉぉっ！」

			　美樹也が奇妙なよがり声を轟かせるなか、睾丸を甘噛みし、チューチューと吸引しては舐め転がした。

			　俊一から教えこまれた玉吸いは、筆下ろしをしたばかりの青年にとっては強烈すぎたらしい。足をこれ以上ないというほどおっ広げ、シーツを狂おしげに掻きむしる。

			　麻衣子はもう片方の陰嚢にも同様の手順を踏んだあと、裏筋から縫い目を舐めあげ、剛直を真上からがっぽり咥えこんだ。

			　根元を指でキュッと引き絞り、怒涛のローリングフェラで刺激を吹きこんでいく。

			　ギュポッ、ギュポッ、ギュプププゥゥッ！

			　派手な吸茎音を響かせ、首を螺旋状に振っては唾液をべったりまとわせた。

			「あ、おおっ、おおっ、おおっ！」

			　美樹也は目の縁に涙を溜め、もはや怯えに近い視線を向けている。

			　憧れの人が、真面目だと思われた女性が淫婦のごとく巧緻を極めたテクニックを立てつづけに披露したのだから、大きなショックも受けているのかもしれない。

			　平々凡々なルックスに年下という余裕からなのか、はしたない姿を何のためらいもなく晒している自分が信じられない。

			　初心な青年を虐げれば虐げるほど、性的な昂奮は風船のように膨らみ、股の付け根はおびただしい量の花蜜でぐしょ濡れになった。

			「ぷふぅ……今度は、あなたが上になって」

			　艶っぽい声で囁けば、美樹也はすかさず抱きつき、荒い息を吐きながら首筋に唇を押しつけた。

			「私のも……触って」

			　仰向けに寝転がり、手首を掴んで指先を女肉の狭間に導く。

			「あ……すごい……濡れてます」

			「それだけ昂奮してるの……あ、そこ。そこが、女のいちばん感じるところよ」

			　ぎこちない動きではあったが、その初々しさが女の情感を揺るがす。

			　くちゅくちゅと卑猥な水音が洩れ聞こえるたびに性感が沸騰し、麻衣子も我慢の限界に近づいた。

			「はあはあ……い、挿れて」

			「は、はい」

			　三度目なら、そう簡単に射精しないのではないか。期待感に胸を躍らせるなか、美樹也は身を起こし、股のあいだに腰を割り入れた。

			「もう少し下……そう、そこよ」

			　丸々とした亀頭の先端が濡れそぼつ窪みにあてがわれ、熱い粘膜の感触とともに硬直の逸物が膣内に埋めこまれる。

			「あ、あ、あ……」

			　二人の口から湿った吐息がこぼれた瞬間、雁首が膣口をくぐり抜け、奥に向かってじゅぷぷぷっと突き進んだ。

			「あ、はああぁぁっ」

			　二度目の情交に気が昂り、彼の背中を両手でバシッと叩く。

			「く、くぅ……き、気持ちいいです」

			「……私もよ」

			　抱擁したまま、熱い血潮を肌で確かめ合っていると、美樹也がぽつりと呟いた。

			「や、やっぱり……結婚してください」

			「……え？」

			「麻衣子さんと、死ぬまでずっといっしょにいたいです」

			「幻滅したんじゃないの？」

			「幻滅どころか、ますます好きになりました」

			　青年は顔を上げ、真剣な眼差しを向けてくる。胸がまたもやときめきだし、子宮の奥がキュンキュンひりつくも、素直に彼の胸に飛びこんではいけない。

			「ただ、さっぱりしたかっただけでしょ？」

			「そんなことありません！」

			　真っすぐな想いがハートを射貫き、強く抱きしめてヒップをくねらせれば、美樹也も呼応するかのごとく腰を前後に揺らしはじめた。

			「ンっ、ンっ、はあぁ」

			「ああっ、気持ちいい、気持ちいいです。ぼ、ぼくとつき合ってください」

			「くっ、くふぅっ」

			　聞こえない振りをしても、彼は執拗に耳元で愛の言葉を囁く。

			「す、好きです。ぼくと……」

			「わかった、わかったわ」

			「ホ、ホントですか!?」

			「わかったから……あ、ンっ！」

			　交際を了承したとたん、美樹也は腰を跳ねあげ、目にもとまらぬ速さで男根の抜き差しを繰り返した。

			「あ、あ、や、やあぁあっ」

			　身体が上下に激しくぶれ、細眉をたわめて官能の世界に旅立つ。

			（あぁ、いい、いいわっ）

			　無骨なピストンではあったが、これまでにない充足感に包まれ、愛されているという実感と喜びに酔いしれた。


[image: ]


			　同時に性感はグングン上昇し、えも言われぬ快感に身が焦がれる。

			　セックスが、こんなに素晴らしいものだとは思わなかった。

			　胸が熱くなり、知らずしらずのうちに涙が溢れでた。

			「あぁ、いい、いいわっ。もっと、もっと突いてっ！」

			　若者は痩躯を躍動させ、カチカチの強ばりをがむしゃらに打ちこんでくる。やがて下腹部がふわふわしだし、頭の中が白い輝きに包まれていった。

			「あ、あぁ、麻衣子さん。ぼ、ぼく、もう……」

			「いいわ、私もイキそうなの。イッて、中に出して」

			　究極のエクスタシーを迎えるべく、麻衣子は両足で踏ん張る体勢からヒップを振りたてた。

			「あ、ああぁっ、そんなことしたら……あ、ぐうっ！」

			　恥骨同士がガツンガツンとかち当たるたびに、媚肉をうねらせて男根を引き絞る。

			　あまりの快美に目が眩み、意識せずとも腰の打ち振りがトップスピードに跳ねあがる。

			「あぁ、いやっ、イクっ、イッちゃう！」

			「ぬ、ぐぅ、ぼ、ぼくもイッちゃいます！」

			「ンっ、はああぁぁっ!!」

			　美樹也は歯を剥きだし、さらなる抽送で膣肉を掘り起こしていった。

			「イクっ、イクっ、イクイクっ、イックぅぅっ!!」

			「ぬ、おおおっ！」

			　甘美な陶酔のうねりが次々に押し寄せ、身も心も天高く舞いあがる。

			　まさか、六つも年下の童貞青年に絶頂まで導かれようとは……。

			　初めて体験する愛情たっぷりの情交を、麻衣子は心の底から満喫していた。

			「はあはあっ」

			　汗まみれの二人は結合したまま、いつまでも抱き合っていた。

			　ペニスから放たれた熱水が身体の芯まで沁みわたり、幸福な気分に包まれる。

			　この瞬間を永遠に感じていたい。

			　首に回した手に力を込めると、美樹也は嗄れた声で謝罪した。

			「す、すみません」

			「……え？」

			「中に出しちゃって。あ、あの……ちゃんと責任は取りますから」

			　避妊しなかったことで心配しているのだろうが、その思いやりがうれしい。

			「あら、どうやって責任取るつもりなの？」

			「そ、それは……」

			　困惑した顔にクスリと笑ってから、甘い声音で訴える。

			「シャワー、浴びさせてもらっていい？」

			「は、はい……あ、そういえば」

			「何？」

			「イメージチェンジしたんですね」

			「え、ええ……おかしいかしら」

			「いえ、とても素敵だと思います。一昨日、店に来てくれましたよね。最初は、誰だかわからなくて」

			　言われてみれば、地味で根暗なメガネブスのときから、彼は自分に想いを寄せてくれていたのだ。

			　この青年は、外見だけで女を見ているわけではない。その事実が、心の底からうれしかった。

			「悪いけど、ティッシュ取ってもらえるかしら」

			「あ、は、はい」

			　照れ隠しに話を逸らせば、美樹也は慌てて上体を起こし、結合部が目に入ったのか、身体の動きをピタリと止める。

			　ペニスがぐっぽり差しこまれた女芯、チョロチョロと生えた恥毛が衝撃的かつ扇情的だったのかもしれない。

			「ちょっ、ちょっと……何じっと見てるの？」

			　股間をクロスした手で隠し、非難の声を浴びせると、萎えかけていた男根にまたもや硬い芯が注入されていった。

			（あ、嘘……三回も出してるのに）

			　青年の性欲の強さは、こちらの予想を遥かに凌駕しているらしい。

			「あ、あの……」

			「何？」

			「その……いいですか？」

			　縋りつくような目を向けられると、麻衣子はすかさずねめつけた。

			「はっきり言いなさい」

			「麻衣子さんのあそこ、もっとじっくり見たいんです」

			「だめに決まってるでしょ！　初めてなのに、図々しいわよ」

			「そ、そうですよね」

			　どんなに真面目で誠実そうに見えても、男の性に対する執着心は並々ならぬものがあるようだ。

			　肩を落とす美樹也を前に、麻衣子は困惑顔で小さな溜め息をついた。　

		

	

			エピローグ

			　一月十五日　金曜日。

			　初体験を済ませた五ヶ月後に、別の男性からプロポーズされるなんて夢にも思っていなかった。

			　相手は、馴染みの喫茶店でバイトをしている男の子。

			　なんと六歳も年下で、彼の熱い想いを拒絶できずにつき合うことになってしまった。

			　不安はあるし、結婚なんて考えてないけど、おかげでこれまでの迷いを吹っ切る勇気を持てた気がする。

			　期待はしない。裏切られたときのショックが大きいから。

			　新しい生活に移ったところで、この日記は処分しないと……。

			　四月に入り、麻衣子は憑き物が取れたかのように爽やかな顔をしていた。

			　美樹也との交際を決めた翌週、銀行に退職願を出し、退社するまでの一ヶ月は落ち着かない日々を過ごしたのである。

			　俊一からの誘いは、体調の悪さを理由に断った。

			　彼も仕事が忙しいらしく、連絡が一度しかなかったのは幸いだったが、もしかすると、新たな獲物に照準を定めていたのかもしれない。

			　何にしても、退社した直後にＳＮＳのアカウントを削除し、悪魔のような男との繋がりはいっさい切れたのだ。

			　今は小さな建設会社に再就職し、経理の仕事をしている。給料は下がったが、アットホームな職場で不満は少しもない。

			　美樹也とは顔を合わせるたびに愛情の深さを実感し、日増しに惹かれていく自分に嘘はつけなかった。

			（今日はあの子の誕生日だし、奮発して、ステーキを買っていこうかしら）

			　自宅に帰ると、麻衣子はデートに備えておめかしした。

			　この三ヶ月は半同棲の生活をし、遠出のデートはもちろん、泊まりがけの旅行にも赴いている。

			　異性との初めての本格的交際は、麻衣子にこれまでにない幸福感と充実感を与えていた。

			　最近の美樹也は射精もコントロールできるようになり、セックスでも十分満足させてくれる。愛情に勝る女の悦びなど、ありえないのだ。

			　あどけない彼の笑顔を思い浮かべただけで、胸がときめいてしまう。

			（いけない。あの子がバイト先から戻ってくるまで、あと一時間しかないわ）

			　小走りで玄関口に向かった刹那、バッグの中から着信音が鳴り響いた。

			「……美樹也？」

			　すぐさまスマホを手に取り、確認すれば、電話帳に登録されていないナンバーが表示されている。

			（いったい……誰かしら）

			　恐るおそる通話ボタンをフリックすると、聞き覚えのある声が鼓膜を揺らした。

			『……麻衣子さん？』

			「そうですが……」

			『久しぶりだね』

			「だ、誰ですか？」

			『おっと……こりゃまた、つれない。三ヶ月ほどしか経ってないのに、もう忘れちゃったのかな？』

			　鉄を擦り合わせたような声は、紛れもなく俊一だった。

			「ど、どうして……」

			　家庭のある男性ということで、互いの連絡先は教えなかったはずだ。

			『いやぁ、捜したよ。銀行も辞めちゃったし、あきらめかけたんだけどね』

			「どうやって、調べたんですか？」

			『銀行の女の子を買収してね。ほら、目のクリッとした女の子がいたでしょ？　その子から聞きだしたんだ』

			　悠輔の彼女、奈津美に違いなかった。

			　自分に対してよからぬ印象を抱いていたとはいえ、保守義務に厳しい行員がかつての同僚の個人情報を赤の他人に教えるとは……。

			　激しい憤怒に続いて、どす黒い不安が襲いかかる。

			「申し訳ないけど、もうお会いするつもりはありませんので……」

			　震える声で答えると、俊一は一転して猫撫で声に変わった。

			「こちらの気持ちも、わかってよ。妻とは別れる方向で話をしてるし、君に会いたくて、ずっと捜したんだから」

			　どうせ嘘に決まっているし、信じられるわけがない。

			　麻衣子は乾いた唇を舌先で湿らせたあと、はっきりした口調で言い切った。

			「他に、好きな人ができたんです」

			『……冗談でしょ？』

			「本当です。だから……」

			『そんな簡単に別れられるのかな？』

			「え？」

			『こっちは、忘れられないんだよ。君は、素晴らしい女性だったからね。昨日だって、君のことを考えてオナニーしたんよ。ものすごいエッチなことさせちゃって、チンコ勃ちっぱなしだったよ』

			「し、知りません」

			『疼きが止まらないんだ。お尻に突っこみたくて……麻衣子さんが悦ぶ変態的なプレイ、たくさん用意してるんだけどな』

			「い、いやです」

			　拒絶の意思を示すも、官能のほむらがポッとともり、心臓が早鐘を打ちだす。

			　喉をコクンと鳴らしたところで、悪辣な男はとんでもない言葉を投げかけた。

			『今ね、君のアパートの前まで来てるんだよ』

			「えっ!?」

			『ショーツを脱いで、家から出てきてよ。いやというほど、気持ちよくさせてあげるから』

			「あ、あの……」

			『麻衣子はスケベな女なんだから、普通のエッチじゃ満足できないだろ？　おマ○コとアヌス、たっぷりいじめてやるから。さ、出てくるんだ』

			　卑猥な言葉責めと命令口調が、心のハープを掻き鳴らす。

			（絶対に行かない……行かないわ）

			　意を決する一方、麻衣子の恥部はすでに大量の花蜜で潤っていた。

		

	



			
			リアルドリーム文庫

			女子行員・麻衣子の調教日記

			

			著者　早瀬真人

			発行　株式会社キルタイムコミュニケーション

			〒104-0041　東京都中央区新富1-3-7ヨドコウビル1Ｆ

			編集部　TEL 03-3551-6147／FAX 03-3551-6146

			販売部　TEL 03-3555-3431／FAX 03-3551-1208

			URL　http://ktcom.jp/


			
			©Mahito Hayase 2020

			当ファイルは、リアルドリーム文庫『女子行員・麻衣子の調教日記』（2020年12月4日　初版発行）に基づいて作成しております。

			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。

			

		

	OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
ot
]
I
oON
H iy
=2
~
=\

EEE < g R





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		プロローグ


		第一章　女子行員の危険な冒険


		第二章　羞恥に身悶える露出プレイ


		第三章　アナル感覚に酔わされて……


		第四章　愉悦のアナル凌辱


		五章　悪夢と狂乱の二穴責め


		第六章　童貞青年との倒錯プレイ


		エピローグ


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0002.jpg





OEBPS/Images/embed0001.jpg





OEBPS/Images/embed0000.jpg





OEBPS/Images/embed0005.jpg





OEBPS/Images/embed0004.jpg





OEBPS/Images/embed0003.jpg





